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第９日目（３月 10 日） 

○議   長（塩川裕紀君）  おはようございます。これより本日の会議を開きます。 

○議   長  ただいまの出席議員数は 22 名であります。 

 なお、病院事業管理者から午後欠席の届けが出ておりますので、報告いたします。また、

私が午後から欠席をいたします。届けを副議長に提出し、許可を得ておりますので、併せて

ご報告いたします。 

新潟日報社より写真撮影、録音の願いが出ていますので、これを許可します。 

〔午前９時 29 分〕 

○議   長  本日の日程は、議事日程（第４号）のとおり、一般質問といたします。 

○議   長  質問順位６番、議席番号 18 番・中沢一博君。 

○中沢一博君  おはようございます。傍聴者の皆さん、足元の悪い中、ありがとうござい

ます。本日のトップバッターであります。老体の私ですけれども、全力で頑張りますので、

ひとつよろしくお願いいたします。それでは、通告に基づき一般質問させていただきます。 

今回は大綱２点になります。１点目は、市観光組織の再編と稼ぐ観光戦略の実現について。

もう一点は、少子化対策と連動した市内民間企業への働き方改革支援についてを質問させて

いただきます。 

１ 市観光組織の再編と稼ぐ観光戦略の実現について 

それでは、１点目からさせていただきます。市の観光組織の再編と観光ブランド戦略によ

る稼ぐ観光の実現についてを質問させていただきます。観光を基幹産業として定義し、市長

をトップとする観光戦略推進本部の設置や、行政組織内に南魚沼ブランド局を新設するなど

の異例ともいえるスピード感で体制整備を進めております。 

 また、官民連携の要となる南魚沼市観光戦略推進協議会も動き出しました。私は大変に期

待しております。また評価するものであります。そうした中で、現実の利用者が切望してい

るものは、やはり組織の看板の掛け替えだけではなくて、例えば老朽化する施設の対策や集

客、また客単価の向上といった具体的かつ収益に直結する施策であります。 

 そこでお伺いいたします。１点目、組織の役割分担と現場の声の反映についてであります。

南魚沼ブランド局や南魚沼市観光戦略推進協議会が新設された一方で、これまでの市観光協

会とかＤＭＯとの役割分担をどのように整理していくのか。トップダウンの戦略に現場事業

者の実情やニーズをいかに反映させて、具体的に何をどう変えていくのか伺うものでありま

す。 

 ２点目であります。四季を通した観光とインバウンドによる収益増大化についてお伺いい

たします。インバウンド客の消費額は増大しておりますが、その恩恵が一部の大型施設にと

どまらず、地域全体に波及させるための策は何かということであります。四季を通じた具体

的コンテンツ支援策をどう考えているのかお伺いするものであります。 

 ３点目であります。稼ぐ観光への決意を伺わせていただきます。まだ始まったばかりであ

りますので大変恐縮でございますが、今回の組織改革によって５年後、10 年後の本市の観光
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集客、消費額をどの程度上げようとしているのか。数値目標等を含めた中で、市長が描く観

光による地域経済の好環境のビジョンを伺うものであります。 

以上、大項目１点目、市観光組織の再編と観光ブランド戦略による稼ぐ観光の実現につい

てを壇上からの質問とさせていただきます。 

○議   長  中沢一博君の質問に対する市長の答弁を求めます。 

 市長。 

○市   長  改めまして、おはようございます。２日目、一生懸命また取り組ませてい

ただきます。よろしくお願いします。トップバッターの中沢一博議員のご質問にお答えして

まいります。 

１ 市観光組織の再編と稼ぐ観光戦略の実現について 

 まずは大項目１点目の市の観光組織の再編と稼ぐ観光戦略の実現についてということで、

３項目お答えしてまいります。まずは組織の役割分担、そして現状の声の反映についてとい

うことです。 

 市の地域ブランド力を向上させるため、また、魅力を効果的に発信するために、庁内に南

魚沼ブランド局を新設したいと考えております。また、所信表明でも申し上げましたが、南

魚沼市観光戦略がもう策定されておりますけれども、これを官民一体で推進する組織として、

その中核を担うという形で南魚沼市観光戦略推進協議会を立ち上げるところにまできました。

令和７年２月 12日に発足したところであります。 

 この推進協議会は、観光事業者、農業、金融機関、交通、商工会、観光協会など多様な関係

組織、または事業者で構成されるものとなっていまして、戦略本部会とそれに関連する４つ

の部会を設けた体制としています。それぞれが連携しながら基本戦略を推進していくことに

なろうかと思います。ここの肝は、これまで観光というと観光事業者の集まりの皆さんの団

体、もちろんそこから発生していますが、そして本当はＤＭＯというものももちろんある。

今回の市のほうでお願いして官民一体で設置した推進協議会はこれを越えるまた幅が広いも

のを持っていまして、何度もここでお話をしてきましたが、観光はリーディング産業と言わ

れていて、そこが全部を牽引していくような産業のイメージ、この中には――本当は本来当

り前なのですけれども、農業とか様々な分野の皆さんが関連してやはり進めていくことが大

事だろうということであります。ここに金融機関が――これまでなかなかなかったですよね。

こういうことが大事だと思います。そういうことで立ち上げております。 

 この組織の大きな要旨は、今ほど申し上げたとおり、様々な業種の皆さんが、例えば食の

ブランディングとか、受入れ環境の整備とか、マーケティングとか、プロモーションとか、

それらについて直接顔を合わせて議論して、方向性を決定しながら事業を進めていくことで

市内の生の声をより集めやすくする。外側からでもいいですけれども、そういうことを拾っ

ていく。そして議員が言われる現場の声もこれまで以上に届きやすくなるものと考えている

次第です。 

 もう一つ肝は、そこでいろいろな話合いをしてもらいますが、これまでは最終的な決定が
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遅いのです。いろいろなことが絡みますので、そういう経験をさんざんしてきました。いよ

いよそういうことではもう駄目だと思っていまして、少人数で最終的な責任を持って判断し

ていくということの体制をつくり上げたというふうに思っております。ここが一番の肝です。

広く聞くのは大事ですけれども、観光というのはもう戦略というか、そういう部類。言葉だ

けではなくて、本当に責任を持って成し遂げられなければ、自ら自分の職責を退くというく

らいの気概がないと、こういうことは成功しませんと私は思っていまして、私がそういう意

味では全体の一番トップということで、自分でもそういう気持ちで取り組んでいる。伸びな

ければ辞めさせてもらいたいというふうに思っているので、そのくらいの覚悟を持ってやっ

ていきたいと考えております。 

 南魚沼市観光協会は地域ＤＭＯとして立ち上がっています。当市の観光振興に大きく寄与

していただいています。当り前ですけれども、宿泊施設などとのもちろん太いパイプという

か、そういうところの組織体の長にあるわけなので、これらの観光協会にも参加をもちろん

していただいておりますし、豊富な観光ノウハウを十分に活用していくことが肝要と考えて

おります。 

 ２番目です。四季を通じた観光、そしてインバウンドによる収益最大化についてお答えし

たいと思います。南魚沼市は今年間 350 万人の観光客が訪れ、そのうちの３割強が冬季のス

キー観光によるものとデータ上はなっています。そして、それが気象状況に影響されやすく

て、安定した観光客数を見込むことがなかなか困難な状況――いろいろ天候もありますし、

言葉は悪いのですけれども、昔からよく水商売とも言われてきたのです。雪に関わるという

ことの比喩の仕方です。非常に嫌な言い方で、私はそこに生まれ育っているので、まさにそ

ういう浮き沈みを見てきました。 

でも、今申し上げましたけれども、昔から気候には左右されてきたのです。雪が降らなか

った年もあります。ちょうど私がこの田舎に学生が終わって帰ってくる頃、平成の頭の頃で

す。平成４年に帰ってきましたが、その数年前くらいから、昭和の終わりくらいからは雪が

もう降らなくなることを危惧したのです。なので、人工造雪機等の事業に私も取り組みまし

た。あの頃はもう雪が降らなくなると言っていた。 

でも、ところがそうでもなくて、だから本当に先が見通せないところもありますけれども、

ヨーロッパのアルプス山脈では、当時から既に全てのスキー場に造雪機が配置されている状

況でした。あれだけのアルプスの山で我々に先んじてもう 10 数年も前から、氷河が後退して

いるという状況を見届けているかの地の皆さんは、3,000 メートル級の山に造雪機を置いて

この産業を支えようとしていたことを若い時分から見てきたので、これを守り抜くというの

は大変なことでありますけれども、そういう状況です。 

少なくても降りにくくなっている、もしくは降り方が変わってきているという状況はあろ

うかと思っていますが、その辺に影響されやすいということがあるので、四季観光というと

ころは非常に重要なことだと思います。 

近年のインバウンドの増加であります。もちろん増えておりまして、これまで取り組んで
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きた国際競争力の高いスノーリゾートの推進に加えて、グリーンシーズンにおける体験型コ

ンテンツの開発とか、新たな付加価値の創出、また新潟県や近隣自治体と連携した広域観光

による誘客が必要だと思います。 

例えばですけれども、十日町市の清津峡があります。隣町の話ではないです。我々はそう

いうエリアを区切っていますけれども、お客さんにとっては全く関係ない。例えば大地の芸

術祭、もちろん十日町市、妻有地方の皆さんが頑張っていますが、これもお客さんにとって

は線引きがどこかなんて関係ない。広域化なんてもう当り前の話であって、まだこの議論を

30 年もやっているのです――ということです。やることはいっぱいあると本当に思っており

ます。 

地域課題の一つである冬季に越後湯沢駅の周辺で発生している夕食漂流民――ちょっと言

い方が、もうちょっと言うと夕食困難者です。この皆さんを六日町駅周辺の飲食店に誘客し

たいということで、この冬から南魚沼ディナージャーニーを――これは湯沢町にもご理解い

ただいて連携して取り組んでいるところです。飲食店からは昨年と比較してインバウンドの

お客さんが増えている。これは私もいろいろ各店舗に最近はよく行くので見ていますが、本

当に増えているという声が、オーナーではなくて店頭の従業員の皆さんからいっぱい聞こえ

るのです。オーナーはあまり前面に出ている人ばかりではないから、この声はまさに本当だ

と思いますし、曜日によっては入れないという話もあります。こういうことが生まれてきて

いると思います。 

しかし、まだまだ取っかかりです。この施策には一定の効果があると考えています。令和

８年度以降はこれを六日町駅周辺だけではなくて市内全体、例えば牧之通りとか、例えば浦

佐近辺なのか、こういったところに広げることは十分可能であるし、まだまだ努力を全然し

ていないという思いです。努力が足りないというふうに私は思います。なので、頑張ってい

きたい。 

四季を通じた体験型コンテンツについては、ゼッピンと呼ばれるこの地域固有の資源を

我々がゼッピンというふうに位置づけて、これらや自然体験、食、文化なども組み合わせて、

季節を実感できる周遊コースなどを設定し、滞留したくなる場所も整備するなどの施策を展

開していきたいと思います。これもまだまだ全然です。例えば、あまりいっぱい行ったこと

ないですけれども、ある国際的な観光地に行った場合、大体そこにカウンターがあって、ま

たは行く前からそれを全部選べて、この日はこういうところのプログラムで、例えばそうい

うコースで選んでおこうとかやっていますけれども、南魚沼の場合どうでしょうか。そうい

う楽しみ方をしているというのはまだまだだと思います。こういったことを本当にもうちょ

っと努力をしなければいけないと思います。 

もう一つは来訪者の属性とか、旅行目的、宿泊日数などのデータの収集です。これもこれ

まではお寒い状況です。確かに入込数などは出るのです。しかし、私は実態を知っているの

ではっきり申し上げるけれども、かなりアバウトです。中沢議員だってよく実態が分かるで

はないですか。どういう申出の仕方、どのくらい泊まったか、正確さに欠けるというのは我々
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ずっと思ってきた。 

これが今劇的に変わろうとしているのが、端末を持っている。要するに携帯とかそういっ

たところから、実際にここに何人くらい来て、これが一晩動かないとか、そういうデータが

取られるようになってきた。そういう意味ではデータ取りに行かなければ、そういうところ

は得られませんけれども、こういうことが可能になってきている。それに基づいてマーケテ

ィングや、どういったことを施策として打っていかなければいけないかというところに至る

と思うのです。状況が一変してきたので、これらも含めて観光戦略を行いたいと思います。 

最後の稼ぐ観光への決意です。これは最初から申し上げますが、先ほども言っていますけ

れども、もしこれで稼ぐ観光が推進できなければ、本部長を私は辞めたいというふうに思っ

ています。それ以上はちょっと言えませんけれども、そういう気持ちでなければ駄目です。

逆に言えば、稼ぐものでなければやることはないです。稼がない観光はないです。何のため

にやるのかということです。 

だから、観光というものの定義も、市民の皆さんも少し根底からもう一度考え直す必要が

あるのか。私は稼ぐというところがない観光の在り方はないと思います。そして稼ぐことに

よって、そこでの収益とか、市民の生活を高めていくということです。例えば観光の施策で

打っているように見えるけれども、施設造りも含めてそれは実は市民のためにもなっている

とか、こういう観点から進めていきたいと思います。なので、単に稼ぐ観光といっても、私

は稼ぐ市になるという意味で置き換えていきたいというふうに思います。 

10 年間の計画として観光戦略を令和 17 年までというふうに立てていますが、立てていて

言っては悪いのですけれども、10 年なんていうスパンは――立てていますが、そういう時間

軸で動いてはいけないと思いながら、しかし計画は計画として立ててやっていく。全て前倒

しでやっていかなければならないと思っています。ＫＰＹももちろん成果資料として出しま

すが、10 年後に自分が責任を取れるわけではありませんので、恐らく。なので、そういうこ

とをずっと続けても駄目だと思っているので、計画は立てていますが、そんなレベルではな

い話で観光は取り組んでいかなければいけないと考えております。計画はもちろん計画であ

ります。 

いろいろ話したいことはありますが、現状の調査は裏づけもあるのです。いろいろなとこ

ろで、どういうふうなところで稼がせてもらっているか。飲食費がありますよね、宿泊費、

物品の購入費、お土産とかもあるでしょう。それから体験型の参加費、こういったふうに分

類した場合に、人それぞれの消費額というのは大体出ているのですけれども、この中で一番

弱いのが体験型参加費。ここをやはり先ほど言ったオプショナルツアー的なもののメニュー

を充実させることとかを含めて、やっていかなければならないと思います。ここが誠に当市

は弱いと思っています。 

食のブランディングもそうです。様々につながってまいりますので、やっていきたいと思

います。どのくらいの収益の効果を出しながら、目標を持ちながらやっていくのかというお

尋ねだったので、私は伸び代しかないと思っているのです。今の我々は後退することはない
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と思います。だからそれほど、まだまだやることはいっぱいあるという意味で言っています

が、伸び代ばかりだと思います。 

例えばキャッシュレスなども、何年前から言っていますか。恐らく市長になった頃からも

うその議論はあったと思うので、少なくとも 10年。まだまだ市内でキャッシュレスにも取り

組んでいない観光事業者はいっぱいいるのです。私はそれを何をか言わんやです。やはり自

分たちも努力しなければならないです。さんざんそれを導入しようということは言ってきて

も、やらない。その方々が観光事業者と呼べるのか。そしてその人たちのやはり努力がまだ

まだ足りないのではないか。本当のことを言いながら、そして足らざるところをきちんと充

足させていく。そのお手伝いももちろん、旗振りもやっていくというのが、我々に課せられ

ている稼ぐ観光の推進の肝ではなかろうかと思います。今のは、端的な一つの例ですけれど

も、まだまだそういうことはいっぱいあるかと思っています。 

以上です。 

○議   長  18 番・中沢一博君。 

○中沢一博君  １ 市観光組織の再編と稼ぐ観光戦略の実現について 

それでは、再質問させていただきます。本当に市長の並々ならぬ決意を聞かせていただき

ました。責任を取りますと、この責任というのは、なかなか首長自身が言える言葉ではあり

ませんし、それだけ決意を持って臨まれているのだということをまず最初にお伺いさせてい

ただきました。 

 私はこの通告をするときは、まだ 27日だったものですから、ホームページも更新されてい

なくて、メンバーの内容だとかそういうのが分からなかったもので、このような書き方をし

て、ちょっと食い違って、角度の違うような質問で申し訳なかったのですけれども、本当に

今市長がおっしゃったようにこの構成メンバーを見たときに、市長をトップとした全体を総

括する人が７人で戦略本部会を設けております。それとともにこの 28 人のメンバーで４部会

に分けて構成している。具体的に何を私たちはやるのだという部分も掲載されておりました。

そして事務局が６人体制である。 

そこまで、今までにはないような大がかりな体制で進めようとしているということに関し

ては、私は本当にこの基幹産業である観光を何としても守らなければいけない、進めていか

なければいけないという、市長の思いをこの構成から見ても感じ取ったわけでございますけ

れども、メンバーを見ても、本当にそうそうたるメンバーであります。私もすごいなと、よ

くこういう、いろいろな角度でこの人たちが入っていただいたのだという、ある面では希望

に変わるというような、そんな感じで私は受けたわけであります。 

そうした中で、実効性と専門性をされている立場のメンバーの方たちが事業の検討だとか、

役割分担、進捗状況を、市長はスピード感を持って進めていくというふうに今答弁がござい

ました。どのような頻度でこういう会を開いて進めようとしているのか、まずお伺いさせて

ください。 

○議   長  市長。 
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○市   長  １ 市観光組織の再編と稼ぐ観光戦略の実現について 

この後、担当する部長もしくは課長から答えてもらうことにしますが、スピード感は大体

こういう感じで――会議だってあした開こうといってできない場合もあるかもしれませんけ

れども、しかしやはりその一番の肝になるような会議は、例えば日付をこのくらいのスケジ

ュールにしたから、その日にしか会えないなんて、そんなことを言っていたら今までどおり

だと思うので、もちろん定期的なものは大体決めていくというふうに多分答弁があると思い

ますけれども、それを越えて、もっとフレキシブルに動いていくということがなければ、や

はり業としてのやり方ではないです。 

自分がそちら側にいるのに申し訳ない。お役所の仕事なのです。観光業は合わないと私は

思うので、そこで自分の存在意義もあると思っているし、そういう気持ちで、例えばですけ

れどもブランド局をつくる中に様々な戦略的な――言葉だけで踊っていてはいけないわけな

ので、こういったことをどうやって動かしていくかはこれからになると思います。 

 計画とか日程スケジュールとかだけで図れないのがやはり、生き馬の目を抜くのです、観

光業の争いというのは。先ほどもインバウンドの話をしていますけれども、国際競争力とか

言っているけれども、国内で競争は起きているわけです。そういうことも含めて、やはり考

えていく必要があるのではないかと思います。 

担当部のほうから答えさせます。 

○議   長  産業振興部長。 

○産業振興部長  １ 市観光組織の再編と稼ぐ観光戦略の実現について 

スケジュールとしては、これは各部会に基本的にはお任せしていますけれども、最低４週

間に１回以上は開くという形を考えています。それで、これは進捗によってはその開催期間

がもっと縮まるという形で今取組を進めているところでございます。 

以上です。 

○議   長  18 番・中沢一博君。 

○中沢一博君  １ 市観光組織の再編と稼ぐ観光戦略の実現について 

そうしますと、今回予算を盛りましたこの部分に関しましては、新たな予算ということで

盛りましたけれども、実際に現場に落とすという、今言ったように全てが終わってからでは

もう日にちがたち過ぎて駄目です。思ってもよいと思うのは本当に一つ一つ実行していかな

ければいけないと思う。まず、第一段階として、大体いつ頃にその声が現場に落とされると

いうふうに考えてよろしいのでしょうか、お伺いします。 

○議   長  市長。 

○市   長  １ 市観光組織の再編と稼ぐ観光戦略の実現について 

それぞれのところがきちんと体系づけられてやっていますので、私の話はあっちに飛び、

こっち飛びのように聞こえるかもしれませんが、もう既に観光戦略を始めているつもりなの

です。例えばこの冬の駅前通りのイルミネーションがあります。市民の皆さんの心にやはり

優しい気持ちというか、明るい気持ちが宿ってもらうように、そういう目的はもちろんある。
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しかし先ほど言ったディナージャーニーのような話もある。 

だから、先ほどからちょっと繰り返してしつこいと思われるかもしれませんけれども、何

かのためだけでものをやるということはない。それは行政も横軸でやっていくという話をよ

くしています。この目的だけとかではない。例えば中心市街地の活性化にこれからどんどん

取り組むために始めている。これは市民のためかもしれないけれども、もう一つは訪れてく

れる人たちのやはり魅力度アップとか全部絡んでいくから、そういうことではないかと私は

思っているところです。だからもう始めているという認識ですけれども、そのために今回予

算にもきちんと盛らせてもらっています。 

 加えて、またご批判もあるかもしれないけれども、１年ごとの単年度主義の予算では到底

追いつかないところが私はあると思っていますが、議員はどうお考えでしょうか。恐らくい

ろいろなことでご理解いただけると思うのですけれども、ここでこのことを打たなければも

う遅いということがいっぱい出てくるのです。そういうことも含めてご理解いただく中で、

なので責任重大だというところも含めて、やはり取り組んでいく必要があると思います。あ

とは担当部、担当課のほうから答えてもらうことにします。でも、先ほど言った４週に１回

くらいやりたいというのは画期的だと思います。過去にはなかったと思います。 

○議   長  産業振興部長。 

○産業振興部長  １ 市観光組織の再編と稼ぐ観光戦略の実現について 

市長のほうからは、例えば民間の事業者で連携して推進協議会については令和８年２月 12

日に発足という形で進めさせていただいています。実際にこれはもう準備会の段階から、既

に１年ちょっと前からメンバーを集め始めて、どんなことに取り組むかという議論を進めて

いました。なので、これから審議いただきますが、それに基づいて令和８年度の予算要求を

させていただいていますので、実際に取り組むべき事業についてはかなり各部会で固まって

いるというふうに考えております。これから４月になれば予算を執行できますので、それを

投下していくという形で考えております。 

以上です。 

○議   長  18 番・中沢一博君。 

○中沢一博君  １ 市観光組織の再編と稼ぐ観光戦略の実現について 

市長からも攻めの観光をしたいと。私はやはり観光というものは投資しないと利益はない

というか、それが大事だと思います。それが観光にとっての魅力だと私は思っておりますの

で、ぜひそういうものがあったら、本当に市のためになるのだったら、どんどんそういうの

は補正を組んででも私は行っていただき、また、稼ぐ南魚沼市になってもらいたいと思いま

す。 

そうした中で私が気になるのは、今までやはり観光協会とかＤＭＯがすごく――何を言わ

んとしているのか分かるかと思いますけれども、今回のこういう部分で観光協会とかＤＭＯ

の役割というものはどのような状況でされるのか。言葉は悪いですが、ますますこうなるの

ではないかというような気がしないでもないのですけれども、そこをどのように考えていら
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れるのか、どのように活用されようとしているのか、市長の腹構えを聞かせていただきたい

と思います。 

○議   長  市長。 

○市   長  １ 市観光組織の再編と稼ぐ観光戦略の実現について 

私が長の団体ではないですし、相手があるので、私はちょっと言葉を選びながら、その部

分を項目で聞いてもらえればいろいろ準備してきますが、私のイメージで話しをします。 

 確かになかなかＤＭＯというのは、日本版ＤＭＯという言い方をしますが、私は全国で成

功事例はあまりないと思います。でも、ここに一生懸命取り組んできたのです。今まで取り

組んだことが基礎になっていて、今私が公言しているような、ちょっと偉そうなことを言っ

ているのは、その下地がきちんとしてきているからこそできることなので、当市のＤＭＯが

これまで頑張ってきたところの、それをさらに進めていくというイメージでしょうか。 

だから、これまで行政がそこに――全部のつながりはやってきたのですけれども、さらに

それを取り組んでいくためにも、当市としては南魚沼ブランド局には観光戦略のところもあ

り、シティプロモーション課もできるわけです。そういったところが一緒になってやって、

これを引き上げていくというイメージでつかんでいただいたらどうでしょうか。私はそう思

うのです。これまではこうだったから、ああだったからという話はしていてもしようがない

ではないですか。そこに立って、こういう組織替えも含めて力を入れ、もしくは観光戦略推

進本部まで立ち上げて――大変申し訳ありません、力はないかもしれませんが、市長の私が

本部長にまでなっているというところをお酌み取りいただきたい。そして一緒にこれからさ

らに進めていくために前に出ていこうということです……という思いであります。足りなか

ったら再質問をよろしくお願いします。 

○議   長  18 番・中沢一博君。 

○中沢一博君  １ 市観光組織の再編と稼ぐ観光戦略の実現について 

今、私はＤＭＯの役割というのはすごく大きいと思っているのです。国からの予算をどう

引き出してくるか、やはりこの戦略メンバーの中でここをいかに結びつけて持ってくるか、

私は大事だと思っていますので、この連携を大事にしてもらいたいというふうに思う次第で

あります。 

 そうした中で私は構成メンバーを見て、新しい金融機関だとかこれから発信力をするメン

バーとかそういうのが入っていて、はっきり言って私は本当に感動いたしました。そうした

中で私がちょっと感じているのは、やはり南魚沼市というのは食と観光は密接な関係がある

わけでして、南魚沼産コシヒカリというすごいブランドがあるわけであります。そうしたと

きに農業関係の団体が参画していない。例えば個人は入っていたと思います。入っていれば

見られるわけです。農協などは入っていないです。何かそういう意図があるのでしょうか。

なぜ入っていないのか、ちょっと理由が私は分からないのでお伺いさせていただきたいと思

います。 

〔「質問します」と叫ぶ者あり〕 
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○議   長  時計を止めてください。 

 市長。 

○市   長  １ 市観光組織の再編と稼ぐ観光戦略の実現について 

質問させてください。今の確認なのです。農協の名前を出されていて、農協が入っていな

い云々というのはどこの部分のことを言っているのか、もう一回……（何事か叫ぶ者あり）

私がちょっと聞き手の粗相だと思うのですけれども、もう一回教えてください。 

○中沢一博君  １ 市観光組織の再編と稼ぐ観光戦略の実現について 

私の質問が下手でして、すみません。この推進協議会のメンバーを見ますと、ここに例え

ば商工観光課だとか、地域づくり協議会をはじめ、いろいろなまた分野が入っていますけれ

ども、この農業という部分を見たときに、やはり一番の母体はこの地域においては農協だと

思うのです。入っていないというふうに私は名簿を見たときに感じたもので、理由は何かと

いうのを思うのです。それをお聞きしたいのです。 

○議   長  時計を進めてください。 

 市長。 

○市   長  １ 市観光組織の再編と稼ぐ観光戦略の実現について 

どうもありがとうございました。よく分かりました。農協は入っている……（「入っている」

と叫ぶ者あり）入っています……（「どこにある」と叫ぶ者あり）そしてもう一つは本当を言

うと、商工会の皆さんとか農協の皆さんとはもうよく会っていろいろなご意見も伺っている

し、こちらからこういうふうにしたらどうだろうという話は、意思疎通は非常にうまくいっ

ていると思っています。さらにそれをもっと高めようという意味であります。 

担当する産業振興部のほうから少し答えさせます。 

○議   長  産業振興部長。 

○産業振興部長  １ 市観光組織の再編と稼ぐ観光戦略の実現について 

申し訳ございません。メンバー表のほうにＪＡという名前で入っていないで申し訳なかっ

たのですけれども、道の駅の直売所、四季あじわい館というのはＪＡが指定管理されていま

して、ここの施設長というのはＪＡから派遣されている職員になりますので、参画されてい

るということになります。 

以上です。 

○議   長  18 番・中沢一博君。 

○中沢一博君  １ 市観光組織の再編と稼ぐ観光戦略の実現について 

大変失礼いたしました。名簿を見たときに私は気になったものですから、何か理由がある

のかと思ったので、私の聞き手の粗相でございました。 

 そうした中で、構成メンバーの中にあらゆる分野が入ってきていますけれども、例えば今

各組合の団体だとか、そういうものをいろいろ各地域で構成されています。そういうものを

一つにまとめて観光協会をつくって、そしてまたここで新しくこういう形になっていますけ

れども、例えば、今市の観光協会を見ても、かなりの団体が入っていない、所属していない
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のが事実なのです。市の観光協会が全ての各組合だとかいろいろなものを集約してされてい

るのだったら問題ないですけれども、最近見ていると、そこから離れていっているメンバー

がかなりいるわけであります。そういう方たちに対して、せっかくこのようなすばらしい組

織をつくったときに、その声をどう反映するのか。またどう落としていくのか。そこがすご

く気になるのですけれども、その点はどのように感じていられますかお聞かせください。 

○議   長  市長。 

○市   長  １ 市観光組織の再編と稼ぐ観光戦略の実現について 

質問ではなくて、本答弁ですけれども、離れていっているというのがちょっと私は分から

ないところがあるのですけれども……（何事か叫ぶ者あり）観光協会の構成でいえば、正会

員と、あれは賛助会員というのでしたか、そういう人たちがいて、広く見ていますよね。私

は最近観光協会から離れているので分からないけれども、多分そういう構成です。それはそ

れで吸い上げてもらうでしょう。吸い上げるところが幾つあってもよいのではないですか。

冒頭から言っているように、観光に特化している観光協会と、私どもが言っているのはまち

づくりそのものなので、という思いです。 

なので、それはちょっと別角度もある。逆に言うと、その直接の観光に携わっている人以

外のもっと広い意味の市民全体に伸ばすためにこの観光戦略をやるつもりなので、そういう

ことはあまり問題にならないのではないでしょうか。逆にもっと我々として、行政ですから

そこにまたいろいろな意味、思いを持って皆さんにも協議していただく会が立ち上がってき

ているわけなので、これはよいことと捉えられればよいことではないかと私は思います。足

らざるところがあるかもしれませんが、一応答弁します。 

○議   長  産業振興部長。 

○産業振興部長  １ 市観光組織の再編と稼ぐ観光戦略の実現について 

観光協会のほうの取組としては、いろいろな正会員、賛助会員がいらっしゃいますけれど

も、多分今回の取組とちょっと違っているのが、まず観光協会については会費が生じること、

それから顔を合わせられる機会というのが、多分年１回の総会とか、非常に少ない回数だと

思うのです。こちらについては、そういうものをやはり取り払ってしまって、非常に密な会

話をできる状態にしたいということです。観光協会はやはり一般社団法人として定款があり

まして進められているところがありますので、それとはやはり別で、我々は今市長が言った

ような形でまちづくりするためには、会う機会を多くして、裾野を広げるという形で取り組

み始めたのが今回の取組というふうに考えています。 

以上です。 

○議   長  18 番・中沢一博君。 

○中沢一博君  １ 市観光組織の再編と稼ぐ観光戦略の実現について 

本当にぜひ全てを巻き込んだ中で進めていっていただきたいと思っております。そうした

中で観光事業者の抱える現場の声として私の耳に入ってくるのは、正直に言ってやはり施設

の老朽化であります。今回八海山麓も出てきましたけれども、どこの施設も実際老朽化して
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おります。そうしたときに、投資への不安なのです。お分かりのとおりバブルがはじけて、

そして必死な思いで事業をやってきたと思ったらご承知のとおりコロナ禍になり、そしてま

た物価高になり、本当に次から次へと投資したくてもできないくらいの、もう待ったなしの

部分が覆いかぶさっている。そのために今市長は稼ぐ力をしていきたいと言っている。私は

本当にすごいことだと、稼がなければ投資もできないのであります。 

こういう中で、本当に市長も当事者の努力が足りない。確かに私も時代の変化があるから

努力が足りないというのは感じていますけれども、やはり市として今現実に受け入れる体制

もきちんと整えていかなければ、いくら努力しても結局駄目なわけです。その今の実態を市

長はどのように感じていますでしょうか。実際に旅館等、民宿等がどんどん減っていく中で、

本当にこれからよしというときに、なかなかそこを投資に向かって本当に力強い発信の下で、

よし俺も頑張るぞという人がどんどん来てもらわなければ困るのであります。その現実を市

としてはどのように感じていられるか、お聞かせいただきたい。 

○議   長  市長。 

○市   長  １ 市観光組織の再編と稼ぐ観光戦略の実現について 

一番若い時分から思ってきたのは、観光がよかった時代もあるのです。物すごいドル箱み

たいなことを言われた時代がありました。私もそれが落ち目になっていくところの最初の頃

に観光協会長に就任して、平成７年ですか、当時 27 歳だったと思うのですけれども、あの頃

すごく思っていたのは、よいときはみんな自分の才覚だと言うのです。だけれども悪くなっ

てくると、私は行政ではなかったけれども、観光協会が悪いとか、すぐそういう言い方にな

る。そういうもう発想はやめましょうというところは、若い時分から染み込むように私は思

っているのです。よいときは自分の手柄、そしてそうではないと行政のせいとか、そういう

ことになる。それは言っていても駄目です。 

なので、私が思うのは、まずその老朽化対策の問題は様々、今後、観光を上向かせていくた

めにいろいろ打つ手は、もしかしたらこれから知恵の中で出てくる可能性もあるし、もちろ

んそういうこともあると思います。加えて、収益をアップしていくために、いろいろ支えて

いくというか、一緒になってその戦略を持って取り組んでいく。一番は、何より先にやるべ

きは、交流人口といいますか、ここに訪れてくれる人たちに増えてもらわなければ、今言っ

ていることは全部できないです。 

例えば今、インバウンドの弊害みたいに言われているオーバーツーリズムの話があります。

あれはやはり一番は、もっと地元の人たちのためになるための観光を推し進めるところがあ

ると思うので、そこから外れて私は観光戦略を立てるつもりは、持論としても含めてないの

です。ただ、稼げばよいというものではないです。その中の質だと思います。 

また言うかと思われるかもしれないけれども、これは違う意見もあるかもしれないからち

ょっと言いづらいですけれども、観光の成功とは何ぞやということを若いときから考えてき

ました。観光の成功は、そこの住民が光っていることなのです。そうではないトップダウン、

上からの資本の在り方だけの、そこだけが稼いでいて、地元には何の光も当たっていってい
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ない。地元の本当の心も含めた豊かさが生まれないものは、私は観光の成功とは思いたくな

いのです。そうではない在り方をやはり我々はやっていく。観光が伸びると住民の生活、そ

して様々なことがプラスに転じていく。施設造りもそういう観点から。こういったことが進

められるようにしていきたいというふうに心から思っているし、そうでなければ私がやる意

味がないというか、そういう思いです。 

 オーストリアの話をよくしますが、オーストリアのセルデン町のあの市民の皆さんの気概

というか誇り、これは自分たちがつくってきたリゾート地なのです。ほかの資本によって、

他人頼みでやっているものではないのです。ここを我々はよく考えて観光地づくりをやって

いく必要があると思いますが、どうでしょうかという思いです。話すともっと一晩でも二晩

でもしゃべりたくなりますが、そういう思いでやらせてもらっているということだけご理解

いただければと思います。答えになっていますか。 

〔「思いは伝わりました」と叫ぶ者あり〕 

○議   長  18 番・中沢一博君。 

○中沢一博君  私が今すごく感じるのは、やはりいろいろ施設だとか観光業を見たときに、

バブルのときにやっていた人たちが、今代替わりしようとしております……（何事か叫ぶ者

あり）そうしたときにこの事業継承という部分を考えたときに、今市は新しいものに対して

のチャレンジということに関しては補助金だとか支援をしています。私は大変大事なことだ

と思っています。それと同時にやはり大事なのは、今まで何十年も支えてきたその人たちを、

どうまたバックアップして支えるか。そういう部分も私は併せて必要になってくるかと思う

のです。 

そうしたときに、いろいろな経済的な角度もあるけれども、やはり今回のメンバーを見た

ときに、人材育成というか、経営者にとって経営的戦略の部分も私はこれから大事だと思っ

ているのです。そういう部分の講演とか講義とか、市長が言ったようにもっと努力しろとい

うような――努力という言い方があれですけれども、したいけれども分からないというのが

この地域の現実はそういう人もはっきり言って多いです。努力が足りないと言われればそれ

までですけれども。 

そういう部分に関してもこういう戦略会議というのは、そういう該当者を集めて、今こう

なっているときです。データを見たときにこういう今状況になっているから、こうやるべき

ではないかという、そういう発信力なんかも含めているのか。含めてもらいたいと私は思っ

ているのですけれども、その点についてどのようにお考えでしょう。 

○議   長  市長。 

○市   長  １ 市観光組織の再編と稼ぐ観光戦略の実現について 

そのとおりだと思います。そういうことも含めてやっていかなければならないと思います。 

 加えまして、今までやってきた方々がどういうふうにやればこれからよいかというのは、

すごく考えるところもあって、今までのように例えば宿泊業でいうと、朝晩の私のうちも昔

やっていましたけれども、これは大変です。なので、今の食と泊の分離のようなものは１つ
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の方策であるというか、朝食だけにこだわって、夕飯は街に出ていただこうという、そうい

う発想はやっと何とか出てきました。 

加えて、それ以上にまた言うと、前は囲い込みで自分のうちに昔はスナックまでつくった

りして、ちょっと大きいところはそういうことをやっていました。ディスコまでつくってい

たところがありました。石打地区には３軒くらいありました。そうではなくて、その辺が分

業です。だから、今街にも足らざるところは、例えば素敵なバーとか、レストランがもう圧

倒的に少ない。こういった問題を外の資本だけでなくて、我々のところの人たちがチャレン

ジしていくようなところが出てこないと、まちづくりはできていかないと思うのです。これ

は我々の前の世代の人たちは少しできかねる部分なのではないですか。これからの時間もあ

るから、という感じがします。 

なので、そうなっていかなければ内発的な開発の発展はないと私は思うのですけれども、

こういうこと一つ一つが、逆に言うと、議員のお話のこれまでやってきた人たちのためにど

ういうふうなという話になれば、私はそういう観光地づくり形成をするべきだと思いますが、

これはいかがかというふうに思います。 

○議   長  18 番・中沢一博君。 

○中沢一博君  １ 市観光組織の再編と稼ぐ観光戦略の実現について 

時間の配分で大変恐縮でございます。最後のこの部分ですけれども、今言ったようにもう

本当に旅行者が変化しているのも事実であります。もう昔の団体客から今そうではなくなっ

てきています。私が申すまでもなく、従来の繁栄の３条件というのを私もよく詰め込まれま

した。昔は「いつでも、どこでも、どなたでも」というような便宜を売りものにしてこの地域

の団体客なんかをいろいろ集客してきました。しかし今、地域に足りないと言われている体

験型、質の高さというか、そういう部分をこれから市としてはどうしても求めなければいけ

ない、そういう時代に来ているかと思います。 

そうした中で、本当にここで観光業をずっとやってこられた方もいてもうお分かりだと思

いますけれども、今は新しい３条件というふうに私もいろいろ学んだときに感じています。

これは季節感だけの今だけという部分、そして他にはないここだけという部分、そして現場

に来てくれたあなただけという、こういう部分をきちんと大事にしなければ駄目ですと専門

家は言っていられます。こういう部分を大事なキーワードとしながら、私たちの地域には食

だとか酒とか雪という資源がありますので、そういう部分をぜひこの戦略会議の中で具体化

し、そして現場に落としていただきたい。それを切に思ってこの項目は終わりたいと思って

います。 

時間の配分ですみません…… 

○議   長  中沢議員、（２）、（３）、全部終わったということで……（「もう結構です」

と叫ぶ者あり）結構…… 

○中沢一博君  １ 市観光組織の再編と稼ぐ観光戦略の実現について 

一生懸命、今最後まとめましたから、時間の配分で結構でございます。すみません、失礼し
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ました。 

２ 少子化対策と連動した市内民間企業への働き方改革支援は 

 大項目２点目であります。少子化対策と連携した市内民間企業への働き方改革支援はと題

して、質問させていただきます。 

本市はこれまでめごちゃん祝い金や保育の無償化、子どもの医療費無償化、出産費用の無

償化や拡充、また若者就学返済支援制度の創設など、全国的にも先進的な経済支援を次々と

打ち出してきました。また、この４月からは小中学校の給食費の無償化も打ち出しておりま

す。これらのソフト面の充実は子育て世帯にとっては大きな安心感につながっています。私

は高く評価したいと思っております。当市においては、直面する課題は経済的負担のみだけ

ではなくて、急な発病や行事への対応、また育児休暇の取得など、職場における時間と理解

の確保が不可欠であります。 

そうした中、本市は中小企業が主体であります。人員不足や業務過多による民間企業にお

ける働き方改革や休暇取得が進みにくい現状であります。手厚い経済支援を移住・定住、そ

して少子化食い止めに結びつけるためには、私は行政の支援策と連動して、民間企業が無理

なく働き方改革に取り組める官民一体の環境整備が必要と考えるわけであります。 

そこで１点目であります。市内企業の働き方改革の現状把握について、子育て世帯が求め

る育児休暇の取得率や時短勤務の実態はどのようになっているか、まずお伺いさせていただ

きます。 

○議   長  市長。 

○市   長  ２ 少子化対策と連動した市内民間企業への働き方改革支援は 

中沢議員の大項目２番目、少子化対策と連動した市内の民間企業への働き方改革支援、１

番目のことをお答えします。 

市内企業の働き方改革の現状の把握ですが、働き方改革に対する市内に限定した現状把握

は、これはちょっとできかねます。できておりません。 

新潟県の仕事定住促進化というのがありますけれども、令和７年９月だから新しいデータ

ですけれども、ここでワークライフバランス推進関連の数値というのが発表されていまして、

これによれば、令和５年度の県内の育児休業の取得率は男性が 33.7％、女性が 92.0％、こう

いう取得率ということです。その３年前の令和２年度と比べますと、男性が 12.8％、女性が

約 91％だったということから、個人の育児休暇に対する認識も企業による支援制度の整備も

着実に進んでいるというふうに考えます。市内の飲食店が、ここの店が休むのだなというよ

うな、昔はずっと開けていて当り前だった時代がありましたけれども、そういうことを一つ

見ても、働き方改革の影響というのが大きいのではないかとつぶさに思っています。話を聞

くと皆さんそう言うので間違いないと思います。 

○議   長  18 番・中沢一博君。 

○中沢一博君  ２ 少子化対策と連動した市内民間企業への働き方改革支援は 

確かに本当に働き方改革、私は変わってきておると思います。今働き方改革しないと人が
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来てくれません。もうそのような時代になってきておりますので、ぜひその部分を今後も官

民挙げて進めていっていただきたい。実態をお聞かせいただきました。 

 そうした中で２点目の質問をさせていただきます。官民一体となった推進体制と具体的支

援についてお伺いさせていただきます。 

今、人手不足の中、どう助け合うかという企業の意識改革を促すためには、私は正直に言

って、着実に伸びているとはいえ、市の実態を考えたときに、まだまだだという感じがしま

す。コロナ禍だとか、インフルエンザになって緊急に保護者の呼出しがあったときに本当に

葛藤している。当り前なのだけれどもそれがなかなかできないという、葛藤している姿を見

ているのも事実であります。やはりそれを何とか少しでも手助けしてあげなければいけない。

行政としては今そういうふうに思っているかと思うのです。 

 そうした中で、私はこの企業の意識改革を促すために、市独自の認証制度や働き方改革に

取り組む企業に対しての奨励金、また代替人の人材確保に対するネットワークの構築など、

市として民間の背中を後押しする具体的な施策、支援策が今必要と私は感じているのですけ

れども、市はどのような形で――今ファミリーサポート部門もやっていますけれども、なか

なか現実は進まない。そうしたとき市はどのような形でこれを次のソフトの部分として取り

組もうとしているのか、お伺いさせていただきたい。 

○議   長  市長。 

○市   長  ２ 少子化対策と連動した市内民間企業への働き方改革支援は 

こちらで答弁します。２番目の官民一体となった形の推進体制、それから具体的支援策で

す。 

あらゆる分野で人材不足が顕著化している。私ども市役所も人材難になってきております。

企業活動の維持、発展にとって人材の確保は、これはもう言わずもがなですけれども、喫緊

の課題だと思います。人口減少が進む中で人材を確保するためには、求人を出すだけではな

くて、選ばれる企業へと――選ばれる市役所というのも含めてですけれども、変わることが

不可欠だと思います。 

 子育てと仕事の両立の支援や柔軟な働き方の導入など、働き方改革は経営戦略そのもので

あると認識しておりまして、その中で議員から長くこの議場でいろいろなご提案を受けてい

た――やっとそこに達したのですけれども、令和７年度に南魚沼市はたらく若者奨学金返還

支援事業補助金制度を設けました。この制度をより活用しやすくするために、令和８年度に

向けて内容を見直して、企業への補助を２分の１から３分の２に引き上げることとしたいと

思いますし、加えて就職先の企業に一緒に伴ってやっていこうということでつくりました。

しかし、かなりハードルが高かった。なので、返還支援制度がない、そういう企業の場合で

も申請ができるように、個人給付型の支援を新たに追加したいと考えています。加えて、イ

ンターンシップの受入れとか、合同説明会への出席など、人材を得るための支援につきまし

ても、新たに補助する制度として創設していきたいと考えております。 

 現在、市独自で各種の企業認定とか登録制度に取り組む企業への補助金制度は今のところ
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ないのですけれども、新潟県ではハッピー・パートナー企業登録制度を令和８年３月に廃止。

新たに新潟県多様で柔軟な働き方・女性活躍実践企業認定制度、Ｎｉ－ｆｕｌ――ニーフル

という横文字なのですけれども――これが令和７年 10 月から始まっているところです。この

中で所定の条件を満たす休暇制度を導入したり、利用した場合には 30 万円の奨励金、または

男性の育児休業促進助成金として 25 万円など、それぞれ認定区分に応じたメリットが受けら

れる制度が始まっています。 

市内では今 13 社がこれに認定されているということで、ゴールドという特別な認定企業に

は７社が選ばれている。誇るべきことだと思いますし、こういったところが増えていってほ

しいという思いであります。いろいろな課題がありますが、働き方改革を進める上での障壁

について、こういう実態を把握して、様々必要な支援の在り方を検討していきたいと考えて

います。 

 答えが全部網羅できているかどうか分かりませんが、このような状況にあるということを

お話しさせていただきました。 

○議   長  18 番・中沢一博君。 

○中沢一博君  ２ 少子化対策と連動した市内民間企業への働き方改革支援は 

今言ったようにやはり認証制度ですけれども、私も県のハッピー・パートナー企業登録制

度がこの３月で終わるものでどうなるのかと思ったら、私の勉強不足でした。新しくそうい

うふうに始まったという、そこまでちょっと私はなかったので、市として独自にやはり進め

たほうがよいのではないかという観点でこのような質問をしてしまいました。 

私の勉強不足でこういう質問をさせてもらったわけですけれども、やはり企業・団体と施

設サービス、また子供を応援しますという認証制度も、市でもかなり始まっています。要す

るに我が店は車椅子も入ってオーケーだとか、おむつを交換してもよいとか、民間を挙げて

そういうのが今どんどん始まってきています。そういう一緒になって子育てする、そしてそ

れが自分の企業のまた格が違う――格と言ったら失礼ですけれども、認証という部分で大き

なアピールにもなってきているのが事実かと思いますので、市としても私は県が――私だけ

だと思いますけれども、まだ知らない企業がもしいたならば、ぜひどんどん進めていただい

て、官民挙げてそういう部分を進めていっていただきたいと思う次第であります。 

 本当に今まで、市長の先ほどの話ではないですけれども、経済的な支援を数々やってきて

いただきました。いよいよこれからは、それとともにやはりソフト面、企業と市が一体とな

って企業をどう改革させていくのか。ここをしないと、なかなか現実には子育ての旦那さん

がいるうちといないうちでは、子供を生む女性のそういう在り方が全然違うというデータが

出ております。やはり一緒になってやることによって次の第二子、第三子につながっている

という先進的なよい事例も見ております。 

そういう部分もぜひこれから市長が先頭となって、新しい子育て支援に関しましてもぜひ

やっていただきたい。そのように思う次第であります。積極的な投資をしてきた市長であり

ます。ぜひ若い世代に勇気を与えていただきたいと思い、最後にこの部分を、今市としてこ
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のような形で市民の皆さんと一緒になって子育てしやすい南魚沼市をつくっているのだとい

う、そういう決意というか、意気込みを最後にお伺いして終わりたいと思っています。 

○議   長  市長。 

○市   長  ２ 少子化対策と連動した市内民間企業への働き方改革支援は 

時代は本当にすばらしくなっている方向にあることは間違いないと思うのです。我々が育

った頃、また我々の上の世代から見れば、はるかに働きやすくなってきていると思います。

ただ、いろいろな制度が、やはり我々も取り組んだりとかやっても、先ほどの奨学金もそう

です。こういう中で思うのは、もう少しそういうことを広くみんなで取り組んでもらいたい

から、ある程度シンプルにしていく必要があるのではないか。例えば今のこのハッピー・パ

ートナー企業登録制度の次に替わってきている新潟県多様で柔軟な働き方・女性活躍実践企

業認定制度、こういったものも我々はそこにさらに上乗せしていくとか、そして県のほうも、

もしもそこにハードルが高過ぎる部分があれば、もうちょっとこういうことも認めていこう

ではないかとか、ということを研究する課題があるのではないかと思っております。 

奨学金については、今年始めてみて、歩きながら考えているところがあるわけです。まさ

にそういう形で進んでいく。みんなで一緒に歩んでいくといいますか、こういった姿勢を持

って取り組めたらよいかと思っている次第です。言葉足らざるところもあるかもしれません

が、そういうことで、なるべく寄り添いながらの市政を運営していきたいと考えております。 

〔「終わります」と叫ぶ者あり〕 

○議   長  以上で、中沢一博君の一般質問を終わります。 

○議   長  質問順位７番、議席番号６番・川辺きのい君。 

○川辺きのい君  議長より発言を許されましたので、大項目２点で一般質問をさせていた

だきます。 

１ 学校や公共施設の個室トイレに無償の生理用ナプキンを 

 大項目の１点目、学校や公共施設の個室トイレで生理用ナプキンの無償提供を実施するこ

とが、若者が帰ってきたくなる、子育てしやすい、住み続けたい南魚沼市の実現にもつなが

るのではないかについてです。２点お尋ねいたします。 

 （１）道の駅南魚沼の個室トイレにｔｏｒｅｌｕｎａが設置されました。設置の経緯と背

景についてお尋ねいたします。設置した株式会社ネクイノは設置背景について、道の駅南魚

沼は新潟県南魚沼市下一日市に位置し、食、美術、歴史、自然が一体となった体験交流施設

として親しまれています。このたび当社が掲げる必要とする誰もが、いつでも生理用ナプキ

ンを手に入れられる社会の実現という理念にご賛同いただき、道の駅南魚沼へのｔｏｒｅｌ

ｕｎａの導入が決定いたしました。訪れる全ての方が生理にまつわる不安や不便を感じるこ

となく、安心して楽しい時間を過ごせる環境づくりをサポートしてまいりますと広報してい

ます。こうした取組については、ほかにはＯｉＴｒの設置などがメディアでも取り上げられ

ているところですが、必要とする誰もが、いつでも生理用ナプキンを手に入れられる社会の

実現という理念はすばらしく、道の駅南魚沼の新しいアピールポイントにもなると期待する
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ものです。ぜひ設置に至った経緯や背景について詳しくお聞かせいただきたいと思います。 

 （２）生理用ナプキンの公共施設での無償あるいは無料提供は、世界の流れになりつつあ

りますが、日本ではまだ国の制度になっていないこともあって、無償、無料提供の実施は限

定的です。無償化を阻んでいる理由は、文化的なタブー視や政府や自治体の予算の限度、優

先順位の低さなどに起因しているのではないかと考えられます。 

厚生労働省は、令和４年に生理の貧困が女性の心身の健康に及ぼす影響に関する調査を行

い、同年３月 23 日にその結果を公表しています。公表された結果概要によれば、生理用品の

購入や入手に苦労したことがある人の割合は 20代以下が最も多くなっており、その理由につ

いては自分の収入が少ないから、自分のために使えるお金が少ないからという回答が最も多

くなっています。また、生理用品を購入、入手できないときの対処法として、生理用品を交

換する頻度、回数を減らす――つまり長時間利用する。トイレットペーパーやティッシュペ

ーパー等で代用する。タオルやガーゼなどの布で代用するといった不衛生と考えられる対処

法を１種類以上行っている人が、購入や入手に苦労したことがある人の 61％に上った。 

また、購入や入手に苦労したことがある人が民間団体や行政、学校等で無償配布している

生理用品を使用することは、あまりないが 22.5％、一度もないが 52.9％で、よくある、利用

するのは 5.7％のみであったと報告しています。結果概要はこのほか、身体的な健康状態、精

神的な健康状態、社会生活への影響についての調査結果の報告が続きます。どれも重要な内

容ですが今回訴えたいのは、生理用品に関する公的支援制度の認知、利用状況という最後の

項目についてです。 

 報告では、生理用品に関する公的支援の認知について、あなたのお住まいの地域では生理

用品の無償提供が行われていますか。無償提供を行っている団体が分からなくても、無償提

供が行われていること自体を知っていたら、行われているをお選びくださいと尋ねたところ、

回答者全体のうち行われていると答えたのは、7.1％だった。生理用品の購入、入手に苦労し

たことがある人では、制度があるかが分からないと 49.6％が回答し、行われていると認識し

ているのは 13.5％のみだったとしています。 

 また、地域で生理用品の無償提供が行われていると認知している人も、制度を利用したこ

とがあるのは 17.8％だったということでした。利用したことがないと回答した人について、

その理由を尋ねたところ、必要がなかったからに次いで、自分が提供される対象に含まれな

かったから、申し出るのが恥ずかしかったから、人の目が気になるから、対面での受け取り

が必要だったからなどが挙げられたという報告でした。無料提供は実施していても、認知度

の低さや受け取り方法に課題があると感じます。必要なときにいつでも人目を気にすること

なく、無償で生理用ナプキンを入手できる体制の整備が必要であることをこの調査結果は示

しているのではないでしょうか。 

生理用品の無償化は経済的な負担を減らし、あらゆる女性が尊厳を持って生理期間を過ご

せるための重要なステップだと考えます。生理用品が入手できないことを理由に、女性が勉

強や仕事、またプライベートのイベントなどを制限されることもなくなり、女性の教育やキ



20 

 

ャリアの機会均等を促す未来に通じる施策だと考えますが、いかがでしょうか。 

若者が帰ってきたくなる、子育てしやすい、住み続けたい南魚沼市を目指している当市で、

ぜひとも、せめて学校と公共施設だけでも、個室トイレでの生理用ナプキンの無償提供を実

施していただきたい。そして、将来的には高齢者が安心して外出できる社会を目指し、給水

パットの無償提供も視野に入れて取り組むべきと考えますが、そうした予定があるのかを伺

います。 

壇上からは、以上といたします。 

○議   長  川辺きのい君の質問に対する市長の答弁を求めます。 

 市長。 

○市   長  それでは、川辺議員のご質問にお答えしてまいります。 

１ 学校や公共施設の個室トイレに無償の生理用ナプキンを 

 大項目１点目であります。学校や公共施設の個室トイレに無償の生理用ナプキンをという

ことであります。まず、１点目の道の駅南魚沼の個室トイレにｔｏｒｅｌｕｎａという――

が設置された。設置の経緯と背景についてということであります。 

ｔｏｒｅｌｕｎａについてですが、簡単に仕組みを説明しますと、スマートフォンの専用

アプリケーションを利用して――簡単なのですけれども、利用して、生理用ナプキンが必要

になったときに、トイレの個室に設置されています専用のボックスから、無料で１枚を受け

取ることができるというサービスになっています。 

 設置の経緯を申し上げると、令和７年５月 23日に、東京都丸の内において全国道の駅長サ

ミット 2025 という、物すごい大きな会がありまして、ここでシンポジウムが行われたのです。

その際、国土交通省のほうから、実は南魚沼市がこの第３ステージ応援パッケージ――前か

ら説明しているので繰り返しませんが、道の駅に新しい形の道の駅を造るというような、ち

ょっと細かくは言えませんけれども、そういう大きな指定が当市の道の駅南魚沼にかかった

のです。これが第３応援パッケージです。この支援対象に選定された全国の 10 か所の――当

市が一つなのですけれども、10か所の道の駅の代表として私も出席要請がありまして出席を

してきた。私もパネリストになりまして、ほかの道の駅の方々とそれぞれ取組などについて

発表したり、ディスカッションが行われるという機会があって、非常に私どもとしては光栄

な場所でした。 

 そのシンポジウムの発表とかの中で先進的な取組というのがいっぱいあって、この中でサ

ービスの提供を行っている事業者の紹介があったのです。これがｔｏｒｅｌｕｎａなのです。

その事業者の紹介があって、その一つがこれを運営している事業者で、大阪府の会社ですけ

れども、株式会社ネクイノという事業者でした。通常は目が届きにくい、こういう女性に配

慮したサービスの発表があって、これは本当のことなので言うと、私が感銘を受けたのです。

そうなのかと思って、そしてそこに一緒に行っていたこれから道の駅を担う担当者のみんな

に、あそこの会社にいろいろ話を聞いてみてくれと。そうしたらやはりみんなもそう思って

いたから、すぐに行ってきますということでこの会社に話を伺ったのです。だから担当部署
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に、設置に向け協議するように指示を出したという形なのです。それが経緯です。 

 協議の中で事業者から――協議が今度始まった。事業者からは、それまでｔｏｒｅｌｕｎ

ａの設置はデパートとか、大きな商業施設とか、大学などの夜間営業をしていない施設だけ

だったそうなのです。24 時間誰でもが使用できる施設のトイレにも設置して、夜間も含めた

利用状況などの――例えば向こうは企業ですから、これからの将来にわたってどうやるかと

いうことのデータを取りたいということ。いたずらなどで破壊されないかについても含めて

実証というか、そういう検証の場にしたいという思いが向こう様にはあって、そういう申入

れが私どもに合ったということです。 

 携帯電話を使うから、現地の通信環境があるのです。実はこれがちょっとネックなのです。

そう簡単ではないのです。そこがなかなか難しくて、例えば通信の環境とかトイレの個室の

形状とか、これらの調査をいただきまして、その結果、最終的に道の駅南魚沼の直売所があ

りますけれども、あの脇のトイレ６ブース。それと、議員は道の駅としか言っていないです

けれども、実は塩沢交流広場――分かりますか、牧之通りの奥に入ったあの駐車場、南魚沼

商工会塩沢支所の前にある駐車場です。あそこのトイレがきれいになりました。行かれまし

たか。ぜひそこを見てからお願いします。本当にきれいになりました。障害者の皆さんにも

すごく配慮したトイレになりました。このトイレの中には２ブースです。だから、この２か

所にうちの市は今選定されてやっています。道の駅には 12月、そして塩沢の交流広場のほう

が早かったのです。10月から始まっているということであります。 

 ちなみに機器類の破損というのは幸い１件もないです。壊されない。２月までの利用状況

は、月別は細かいので今は言いませんが、道の駅で延べ 249 枚。そして塩沢交流広場は延べ

で 25 枚となっております。設置の費用については、今回は事業者の検証でもあるということ

から無償でつけてもらったという状況であります。 

 ２番の、それでは生理用ナプキンの公共施設での無償の提供は世界の流れになりつつある。

学校や公共施設での生理用ナプキンの無償提供の予定があるかということですが、生理用品

に関する悩みは男性には届きにくいという切実な声だと思うのです。やはりこれは至らない

ところもあるかもしれない。女性であっても、他者に打ち明けるにはなかなか勇気がいる繊

細な課題なのかもしれない――というのは私どもでも分かるところがある。 

南魚沼市では現在、新潟県の女性のつながりサポート事業というのを活用させていただい

て、企画政策課、それから市民課、福祉課の窓口をはじめ、市の社会福祉協議会において生

理用ナプキンの無償提供を行っています。この取組は配布を一つのきっかけとしまして、ま

さに先ほどから議員がお話しの、困難を抱える女性が孤立することなく、必要な相談または

支援につながることを本来の目的としているため、現状では窓口での手渡しを基本としてい

るということであります。そのため、先ほどもちょっと触れておられましたようですが、窓

口でその方が声をかけること自体とかが心理的なハードルとなってしまわないかという課題。

支援を必要とする方々に届きにくい面が課題であると考えているところであります。 

こういうの――そうなのでしょう。私ちょっと経験がありまして、ここから先ちょっと自
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分の経験を言うと、私はスキー場でレストランを経営しているのですけれども、レストラン

の中に売店があるのです。いろいろなものをやはりお客さんのニーズに合わせて並べ始めた

のです。この中に生理用ナプキンがあるのです。私はそういう配慮がなかなか、ずぼらな男

なのでなかったのだけれども、やはりうちの家内はそういうのをよく分かっていて、私がそ

の売店に立っていることもあるわけです。多分、言いにくいではないですか、大体みんな小

声で言います。だからお気軽に声をかけてくださいと書かせてもらって、そして小分けにし

てちゃんとそれが分からない袋に入れてやる。本当は有料と書いたのですけれども、今まで

経験では全部無料で差し上げていますけれども。そういうこともあって、やはり今議員から

話しをされると、やはりそうだというところを、自分としては何度も経験してきたので、少

し思っているところです。やはり言いづらいのだろうということです。 

 次に続きますが、市内の小中学校においては、保健室に生理用品を配備するとともに、適

切な知識や対処方法についても併せて伝えているという報告を受けています。児童生徒が安

心して申し出られるように、入学式などの節目において無償の配布についてのことを繰り返

し周知を図っている。子供たちに向かって話をしているということだそうです。心理的な負

担を軽減する雰囲気づくりに努めているということですので、これは続けてもらいたいと思

います。 

 提案のありました個室トイレの生理用ナプキンの設置については、先行して導入している

ほかの自治体の事例なども調べたいと思いますが、民間施設での仕組みを参考にしたり、ま

た女性職員の意見なども取り入れるような形で、まずは一部の公共施設における試験的な導

入について検討していきたいと考えています。 

議員は、公共施設での無償提供が世界の流れになりつつあるという、私はちょっとそれは

分からないのだけれども、本当に流れになっているのですか……（何事か叫ぶ者あり）本当、

すごいです。日本はトイレの事情というのは世界一です。そう言われています。私もそう思

います。こんなトイレのすばらしい国はないと思いますが、こういったところまでは、世界

の流れになってきているということになると、いろいろ考えなければいけないのかと思いま

す。今回の質問、本当にありがとうございます。いろいろなことを配慮した優しい世の中に

なったほうがいいに越したことはないので、いろいろ検討したいと思います。 

 今先ほど言った業者が無償でつけていると言ったではないですか。そうではないところで

は格安にしてもらいたいけれども、そういう形で取り組めないかということを今庁内に指示

を出しています。あと、お年寄りの時代になっていますので、おむつは今子供よりもお年寄

りが使う数が圧倒的に――子供も使っているけれども、そういうときに何とかパットとか

様々なことも、生理用品だけではなくて、いろいろなことが人間の尊厳を究極、守るという

意味においては、いろいろなことを考える必要な時代があるのではないかと思います。 

以上です。 

○議   長  ６番・川辺きのい君。 

○川辺きのい君  １ 学校や公共施設の個室トイレに無償の生理用ナプキンを 
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本当に私が理想としていた答弁、ありがとうございました。本当に市長の思いもきちんと

私が願っていたとおりの思いを伝えていただいてありがとうございました。 

 ｔｏｒｅｌｕｎａについて１点だけなのですが、設置については試験的だということで無

料ということだったのですが、その維持費というか、ナプキンの補充とかの維持費について

はどうなのか、１点だけお願いします。 

○議   長  市長。 

○市   長  １ 学校や公共施設の個室トイレに無償の生理用ナプキンを 

これらについては担当するところがもうやってくれているので、そこに答えさせます。す

ばらしい仕組みになっています。 

○議   長  道の駅再生準備室長。 

○道の駅再生準備室長  １ 学校や公共施設の個室トイレに無償の生理用ナプキンを 

ｔｏｒｅｌｕｎａの維持費についてのご質問ですが、機械の保険料が１台につき年間 2,000

円。あとは電気を使いますので、電気の稼働部分は施設側の持ち出しになっております。な

おナプキンは不足分をｔｏｒｅｌｕｎａに報告すれば、無償で提供いただけますので、それ

をまた機械にセットするという作業が出てきます。 

以上になっております。 

○議   長  ６番・川辺きのい君。 

○川辺きのい君  １ 学校や公共施設の個室トイレに無償の生理用ナプキンを 

大変すばらしい取組で、ありがたい取組だと思って、広げていただければと思っておりま

す。 

 （２）番に移りたいと思います。いつでも生理用ナプキンを手に入れられる社会の実現、

その理念――ｔｏｒｅｌｕｎａの理念なのですが、それは本当にすばらしいと思います。そ

れで市長はやはり同じ思いで、必要とする誰もがいつでも生理用ナプキンを手に入れられる

社会を同じように望んでいらっしゃるというご答弁をいただき本当にうれしかったのですが、

今それも庁舎内で職員の意見も取り入れながら、公共施設での導入について検討したいとい

うことで本当にありがたいと思って聞きました。 

本当に女性の生理は子供を産むための大切な準備期間です。しかし、残念ながら歴史的に

やはり生理は個人的な問題として扱われてきたということと、生理に対する理解不足、それ

からタブー視される文化が残されたままです。生理があるというだけで不利益を被っている

人がいるのだとしたら、やはりそれは個人の努力で解決する問題ではなく、社会としての支

えが必要な課題だと思っています。 

 また、女性の生理は文字どおり生理現象ですので、尿意や便意を抑えられないのと同じよ

うに、自分の意思でコントロールできません。トイレットペーパーと同じように、生理用品

は個室トイレに置いてあるのが本来当然であってよいはずだと考えます。当市がこうした当

然であるべき社会を推進する自治体となって、この取組と理念を発信できれば、やはり若者

が帰ってきたくなる、子育てしやすい、住み続けたい南魚沼市の実現に大きく期待できるの
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ではないかと考えます。 

 それと併せて市の財政規模からすれば、生理用のナプキンをトイレの個室に常備しておく

ことは、先ほどｔｏｒｅｌｕｎａについては壊されるということもあるけれども、一切ない

ということでありました。常備しておけば持ち去りのリスクもあるかもしれませんけれども、

その持ち去りのリスクを考慮したとしても、やはりこの市の財政規模で言えば実施できない

額ではないのではないかと考えます。また、今それが一斉にできない、公共施設で始めたい

という話がありましたけれども、できれば世代的にも、まずは学校の個室トイレから始める

ということでも一歩踏み出していただきたいという思いがあります。 

 上越市では、試験的に１年間ということで学校トイレに設置して、１年を経過した後もそ

のまま継続していると伺っています。ただ、個室に置いてあるのではないということで、や

はりまだ課題が残されているというふうに伺っています。試験導入も含めて、当市でも学校

の個室トイレにということでぜひ検討いただきたいと思うのですが、その点をお願いします。 

○議   長  市長。 

○市   長  １ 学校や公共施設の個室トイレに無償の生理用ナプキンを 

趣旨はじっくり聞かせてもらいました。ここで必ずやるとかというお話はちょっとできま

せんけれども、まずは教育現場のほうもそういう、いろいろ対応しているわけです。そこの

ところはやはり考えるところもあるでしょうから、教育部側のほうからも答えてもらうこと

にします。 

全部を頼り切るような世の中が私は正解でもないと思っているのです。そうするとすぐ首

を傾げるでしょう。それは駄目だ。ゼロか 100 ではないのだって。私はそうです。やはり自

分でちゃんとやる。そして本当にそういうことまで大変な苦しい家計のご家庭には、違う角

度でちゃんと資金的な支援があるということも必要ではないですか。私はそういうのがある

と思うので、やはりたくましさも持っていなければいけないという、これは私の考えなので

す。ただ、そちらのほうに向かわせていく、公共施設についてはとか、学校とはというのは

すごく頷きながら聞けるところもあると思います。 

ちなみにもう一回レストランの話をします。トイレットペーパー全部持って行かれるので

す。しょっちゅうです。リュックを開けさせて、ちょっと入っているでしょうと言ったこと

あるのです。はっきり言えば窃盗です。こんなのざらなのです。だけれども、人を疑わない

優しさを持ってやっていかなければならない。私のうちは来年からこの生理用品を女性のト

イレには置こうと女房とは話していますが、この株式会社ネクイノのすごいという発想から

始まっています。 

なので、そうなってもらいたいのだけれども、こんなところでグズグズ言う必要はないの

ですが、ただやはりたくましさも持たなければいけないということを含めて、全部聞いてい

ると、全部業者がやるとかという、私はそういうことだけではないだろうと思っている市長

なのだけれども。 

これは教育部からも答えてもらいます。 
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○議   長  教育長。 

○教 育 長  １ 学校や公共施設の個室トイレに無償の生理用ナプキンを 

学校のトイレにもぜひというお考えをお示しいただきましてありがとうございました。子

供たちのそういう面を大事に見ていただいていることだと思います。 

 実際、学校では保健室にナプキンを用意しております。その中で利用の頻度でお伝えすれ

ば、小学校で月に１人か２人です。中学校でもそれほど多くなくて、数名ほど保健室に来て

いただくことがあります。学校で大事にしていることは、保健室に来たときに養護教諭が子

供に声をかけて、困っていることはないだろうか。そのときだけではなくて、ふだんの生活

の中でほかに困っていることはないかということを語るきっかけになるのです。保健指導に

つながる。また保健指導から日常的な生活という生活面での相談にもつながると考えていま

すので、学校からぜひこういうふうにという声は現段階ではいただいていないところです。

そのような状況の中で全部一斉にしてみるということは、まだ検討しているところではない

ですが、ほかの自治体の様子、先ほど上越市の例を出していただきましたけれども、そうい

う状況もぜひ参考に研究してみたいと思います。 

以上でございます。 

○議   長  ６番・川辺きのい君。 

○川辺きのい君  １ 学校や公共施設の個室トイレに無償の生理用ナプキンを 

保健室で保健指導も含めてという、そこも大事なのですが、先に述べたように本当にデリ

ケートな問題なので、やはり本人は言いにくい、対面での受け取りも含めてなかなか言い出

しにくい。保健指導につながるという、それは大事なのですけれども、やはり保健指導はま

た別のところでもできると思っているので、やはりこの生理用ナプキンについては、トイレ

ットペーパーと同じように置いてあるべきだという視点。ゼロか 100 かではない、本当に最

初の一歩として、全て行政が取り組めということではないのですが、本当にそういうことで

人に言えない部分で苦しんでいる子供がいるということを踏まえていただいて、ぜひ取り組

んでいただきたいということで、大項目２点目に移らせていただきます。 

２ 住民の生きるを支え続けるための介護の充実について 

 住民の生きるを支え続けるための介護の充実についてに移ります。 

第９期介護保険事業計画は、令和８年度が最終年度となります。現在進められている第 10

期介護保険事業計画策定に向けた準備が住民参画と情報公開で見えやすく、分かりやすい計

画策定過程となることを期待いたしまして、以下を大きく３点について伺います。 

 まず、１点目です。市は新規・移住定住就職支援金、介護人材カムバック支援金、ケアマネ

エール支援金、ケアマネスタートお祝い金などの５か年事業をはじめ、人材確保のための独

自努力を行っていますが、残念ながら需要に応えられる状況になっていません。人材確保に

は処遇改善が欠かせませんが、事業所に支払われる介護報酬は一貫して低く抑えられてきま

した。そのためといってよいと思いますが、現在、訪問看護、訪問予防看護、そして訪問介

護、通所介護といったサービスを提供する事業所が一部ですが休止の状態にあります。厚生
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労働省は介護分野の処遇改善を早急に進める必要があるとして、令和９年度の定期改定を待

たずに令和８年度に介護報酬の改定を行うこととしましたが、全産業平均給与には残念なが

らほど遠い内容となっています。 

 そこで小項目２点を伺います。①市の新たな人材確保・定着支援事業は、これまで取り組

んできた施策を若干拡充して継続するものです。これまで取り組んできた施策は大変重要な

役割を果たしてきましたし、今後も必要な施策と考えるものですが、介護の現場で働く人た

ちが誇りを持ち、精神的にも安定してサービスを提供し続けられるためには、思い切った処

遇改善で働く人の所得が保障されるべきと考えます。しかし、この新たな事業には夜勤手当

をはじめとする各種手当など、介護職員の給与所得を増やす支援は盛り込まれていません。

これで人材確保や現在休止している事業所の再開が十分進むと考えられるのかをお尋ねいた

します。 

○議   長  市長。 

○市   長  ２ 住民の生きるを支え続けるための介護の充実について 

それでは、川辺議員の大項目２点目、住民の生きるを支え続けるための介護の充実につい

て、（１）番の①番にお答えします。支援事業によって人材確保は十分に進められているのか

ということであります。 

 深刻化している介護現場の人材確保対策、あまりこの言葉も使い過ぎるのはよくないと思

って、いつも深刻化の話ばかりで何か暗くなってしまいますよね。もっとすばらしい業種で

すということを盛んに言うように早くなりたいと思いますが、いつでも深刻な話なのです。

働いている人はこれを聞くと嫌だろうと思っている私がいるのですけれども、ただ、大変な

課題なのです。 

人材確保対策として、令和３年度からなのですが、先ほどるるお話をいただいたそれぞれ

のメニューをつくりまして、介護人材確保緊急５か年事業を実施してきました。令和８年２

月 24 日現在、新規・移住定住就職支援金及び介護人材カムバック支援金の対象となった人数

をいうと 58 人です。そのうち、現在も在職している人数は 58 人中 36人、在職率は 63.8％と

いう数字になります。 

何をもって効果があるかどうかというのは、これは様々な意見があると思うのです。見方

があると思います。半数以上の介護職員の方々が在職していただいているということは、一

定の効果があったものと認識したいと思っていますが、これもいろいろなご意見あるかと思

います。しかしながら、市で実施した介護人材の実態調査における各事業所からの回答で言

うと、不足している介護職員数ですが、これは常勤換算にすると各事業所に約１人なのです。

介護事業所に勤務している介護職員の平均年齢は高い傾向に今なっているということから、

今後も継続的な支援が必要であるともちろん考えています。 

 市としましては、今後も定期的に介護人材実態調査をきちんと行いながら、状況などを把

握していかなければいけない。介護人材の確保と持続可能で安心して利用できる介護サービ

スの推進に向けて、引き続き支援を行っていきたいと考えております。十分な答えになって
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いるかどうか分かりませんけれども、実態としてそういう状況であります。 

○議   長  ６番・川辺きのい君。 

○川辺きのい君  ２ 住民の生きるを支え続けるための介護の充実について 

職員の所得についてですが、日本共産党議員団はこれまで繰り返し夜勤手当などの介護現

場で働く所得を上げる直接支援を求めてまいりましたが、政策には盛り込まれませんでした。

その理由は何でしょうか。 

〔｢質問していいですか｣と叫ぶ者あり〕 

○議   長  時計を止めてください。 

○市   長  ２ 住民の生きるを支え続けるための介護の充実について 

ちょっと自分が返しきれないところがあるのですけれども、政策に盛り込まれなかったと

いうのは、当市の政策に盛り込まれなかった、国全体の中でそういうことがちゃんとメニュ

ー化されていないとか、どこで言っているのですか。南魚沼市のこと……(｢はい｣と叫ぶ者あ

り)分かりました。 

○議   長  時計を進めてください。 

 市長。 

○市   長  ２ 住民の生きるを支え続けるための介護の充実について 

それでは、この点につきましては、議場では前から何度も説明しています。もう一度、担当

部、担当課のほうから答えさせます。 

○議   長  介護高齢課長。 

○介護高齢課長  ２ 住民の生きるを支え続けるための介護の充実について 

夜勤手当の関係についてです。魚沼市でやっている制度になりますが、当市の市内の介護

老人保健施設等の法人のほうからは夜勤手当が魚沼市でやっているということでのお話はあ

りましたが、こちらを当市でも行わなければというような要望等の話は上がっておりません。 

 また、法人からは、夜勤の体制については、今は正職員で何とか回している状況があり、

当然夜勤帯については時給というか、単価も加算がついていますので、それで何とか回って

いるということでお話をいただいています。 

以上です。 

○議   長  ６番・川辺きのい君。 

○川辺きのい君  ２ 住民の生きるを支え続けるための介護の充実について 

事業所から要望がないと、前回もそういう答弁いただいているのですが、介護現場で実際

に働いている人からは、やはり給料が安い、本当に大変だという思いを何人かから聞いてい

ます。実際に働いている人ではないけれども、そういう介護現場で働いている人、介護のサ

ービスを利用している方からも、介護の仕事をしている人の給料が安くて、もっと上げても

らいたいという声を現場で働く本人、または利用している方からも聞いておりますので、事

業所からは何とか事業所が回っているということから、そういう要望が上がっていないとい

うことはあるのかもしれませんが、実際に働いている人は大変な思いをしているのだという
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ことを、ぜひ知っていただきたいと思っています。 

 東京都は 2024 年に都内の介護保険事業で働く全ての介護職員、ケアマネに月２万円の特別

手当を支給することを決めました。本当に介護職員が足りていると思われている東京都でも

やはり不足している対応のために、所得を上げる必要があって始めているのだと思っていま

す。そのことを訴えまして、②に移らせていただきたいと思います。 

 厚生労働省が定期改定を待たずに行った介護報酬改定についてですが、それをどう評価し

ているのかについて伺います。 

○議   長  市長。 

○市   長  ２ 住民の生きるを支え続けるための介護の充実について 

それでは、川辺議員の（１）番の②のほうにお答えします。介護報酬改定についてどう評価

しているのかということであります。 

 強い経済を実現する総合経済対策ということで、これは令和７年 11 月 21 日に閣議決定を

されました。ここにおいて令和９年度介護報酬改定を待たずに臨時の改定を実施して、令和

８年度介護報酬改定により必要な措置を講ずるとされています。 

 具体的なことで３点です。具体的に１点目として、介護職員等処遇改善加算の対象となる

サービスについて、介護職員のみから、訪問介護サービスでは看護職、訪問リハビリステー

ションでは理学療法士、または作業療法士、言語療法士、そして居宅介護支援のほうではケ

アマネジャーといった介護従事者を新たに対象として拡大し、月１万円――これは 3.3％だ

そうですが――の賃上げを実施する。これが１点目。 

 ２点目です。持続的な賃上げに向けた環境整備の必要性を踏まえた上で、生産性向上や協

働化に取り組む事業者の介護職員を対象にして、月 0.7 万円――7,000 円ということでしょ

う。2.4％の賃金上乗せを実施する。これが２点目。 

 ３点目が食費です。食費の基準費用額について１日当たり 100 円の引上げ措置が実施され

るということです。 

 今回の介護報酬改定は、介護従事者全体の給与を底上げする。そして人材流出を――まさ

に今日のテーマになりますが、離職を防ぐという意味です。国の方針はこれを防ぐための緊

急対策となる措置というふうに私どもも考えております。近年の食材料費の上昇等について

は、介護事業経営概要調査というのがあって、ここにおいて食料提供に対する平均的な費用

の額と基準費用額との差が生じている状況が今回の改正で解消されるということは、介護事

業者の経営に当り前ですけれども、よい影響になっていくだろうと期待しているところであ

ります。 

 南魚沼市としても介護事業者に対して、新潟県が実施している処遇改善加算算定に関する

無料相談の周知のほか、より上位の処遇改善加算を算定できるように私どもとしても支援し

てまいりたいと考えております。介護報酬改定についての評価というと、私どもとしては以

上、申し上げたとおりになります。 

○議   長  ６番・川辺きのい君。 
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○川辺きのい君  ２ 住民の生きるを支え続けるための介護の充実について 

分かりました。では時間もありますので、（２）に移りたいと思います。 

 国は、利用料２割負担の対象拡大やケアプランの有料化、中山間地、人口減少地域の人員

配置基準の緩和、そのほかにも被保険者の負担能力に応じた介護保険料設定について、補足

給付、多床室料など、利用者、事業者ともに負担となる制度の見直しを今検討しています。

2040 年を見据え、持続可能な介護保険事業を維持するためだとしていますが、私はこの見直

しはお金が十分にあり、人口がある程度密集している、そういったところに住んでいる人が

優先的にサービスを受けられるといった内容ではないのか。保障されるケアに格差が生じる

仕組みとなるものではないかと懸念していますが、市としてはどういった認識でこの検討内

容を受け止めているのかをお伺いいたします。 

○議   長  市長。 

○市   長  ２ 住民の生きるを支え続けるための介護の充実について 

それでは川辺議員の（２）番のご質問です。格差が生じる仕組みとなるのではないかとい

うことであります。 

 国は社会保障審議会の介護保険部会というところで後期高齢者の人口がピークを迎える―

―これは令和 22年でありますが、これを見据えて高齢化がさらに深刻化することになること

から給付と負担の見直し――介護の事業というのはこれに尽きるのだろうと思うのです。給

付と負担の見直しについて検討を進めているところです。 

 これはご質問の趣旨はよく分かりますが、私どもとしては何ともちょっとコメントに困る。

地域の実情などを踏まえながら、国の動向を注視してまいりたい。今議員がおっしゃってい

るようなほうにならないように、やはり我々は注視をしていかなければいけないと思います。 

以上です。 

○議   長  ６番・川辺きのい君。 

○川辺きのい君  ２ 住民の生きるを支え続けるための介護の充実について 

中山間地では、今でさえも移動距離の長いところのサービス提供が困難になっているのに、

人員配置が緩和されることになれば困難が増していきます。利用料の２割負担の対象拡大に

加えて、これまで無料だったケアプランが有料化され、地域の実情に応じた包括的な評価の

仕組みで、月単位の定額払いの訪問介護になった場合、介護サービスの時間も回数もきちん

と保障されるのでしょうか。介護保険料は年金から天引きされ、強制的に徴収されているの

に、サービスが必要になっても受けられない事態が今以上に懸念されるのではないかと考え

ます。一体誰のための持続可能な介護保険事業の維持なのかと思わざるを得ません。 

これまで市長も執行部も介護保険制度は国の制度であって、市はいわばトンネルなのだと

おっしゃっていました。そうだと思います。そうであるなら、なおさら今見直しが検討され

ている、まだ決定に至っていない、その段階で検討内容についてぜひとも意見を上げるなど

のアクションがあってもよいのではないかと思いますが、その点ではいかがでしょうか。 

○議   長  市長。 



30 

 

○市   長  ２ 住民の生きるを支え続けるための介護の充実について 

先ほど言った令和 22 年までに後期高齢者の人口 306F 増えていく、人口は減る。労働人口

はさらに減っていく。アンバランスのもう極みになってきます。それ以降はまたいろいろ調

整が、人口動態というのはまた収まっていくのかもしれないけれども、そういう実情はある

と思うのです。何かすごく不安にあることは間違いないわけですけれども、ちょっと話を戻

しますが、今ほど意見を上げていけということですが、意見は市長会からいろいろなものが

上がっているのをご覧になっていますか。毎回このお話をいただきますけれども、いろいろ

な部分のところを物すごく市長会というのは上げています。これは当市から持ち込んでいる

ものも、また、ほかとも一緒になっているものも多いから、そうすると新潟県の市長会から

上がり、北信越で上がり、そして全国市長会に上がっていくのです。これをずっと繰り返し

ています。なので、よろしくお願いします。 

 川辺議員も議会から上げてもよいのです。これを毎回私に言うのはそろそろやめにしませ

んか。そちらがやった上で私は聞いてもらいたい。私どもはいつもやっています。 

以上です。 

○議   長  ６番・川辺きのい君。 

○川辺きのい君  ２ 住民の生きるを支え続けるための介護の充実について 

重々、市長会などで行っていることも承知しております。その上で、ぜひともさらに強め

ていただきたいという思いと、日本共産党は全国でもそうした声を上げて、関係諸団体とも

連携して国に申し入れるなど、そういう行動を起していることを紹介いたしまして、（３）に

移ります。 

 先ほどの政府の検討内容にもありましたとおり、給付の削減が図られる一方で、高齢者の

介護保険料は右肩上がりで上昇し続け、2000 年の制度スタート時の２倍を大きく越えていま

す。物価高騰の中、高齢者の保険料負担は限界を超えています。処遇改善やサービスを充実

させれば、保険料や利用者負担の増加につながる介護保険制度の仕組みになっています。当

市としても独自の介護事業支援を行っていますが、それにも限界が当然あると思います。 

2025 年６月から７月にかけて共同通信社が 47 都道府県知事と 1,741 市区町村を対象にア

ンケート調査を実施しました。回答率は 96.3％だということでしたが、林市長も回答されて

いるのではないかと思います。介護保険サービスの提供体制の維持に危機感があるかという

設問に対して、とても、ある程度、これを合わせて 97％の首長が危機感があると回答してい

ます。その理由として上げられていたのはやはり介護現場で働く人が減り、制度の支え手不

足、高齢化に伴う介護給付費の膨張という回答でした。そしてそれを優先すべき、それを対

応する財源策として 87％の首長が国の公費負担の割合の引上げと回答しています。介護保険

の制度設計そのものの抜本的な見直しをしなければ、制度そのものがもたない状況になって

いると感じています。 

市長がどういった回答をしたかは問いませんけれども、介護保険制度が保険あって介護な

しとならないように、年を取っても安心して住み慣れた地域で、また自立して暮らし続けら
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れるための制度とするためには、このアンケート調査結果が示しているように、国庫負担の

引上げが不可欠だと考えます。これまでも国には求めていますと先ほどもおっしゃっていま

す。答弁を何度もいただいていますが、さらに改めて国に求めることと併せて、介護保険制

度の現状に対する市長の認識をお尋ねしたいと思います。 

○議   長  市長。 

○市   長  ２ 住民の生きるを支え続けるための介護の充実について 

ご質問の（３）番です。介護保険制度の現状に対する市長の認識。前に言ったこともあるか

もしれない、繰り返しになる可能性もあるのですけれども、まずは介護保険制度は昔はなか

ったわけではないですか。平成 12 年に制度ができて、それはかけていこうと。お年寄りとい

うのは自分もやがて行く道ですから、だからそれに対するために社会保障としてそういう制

度ができた。これは画期的だったと思うのです。それまではみんな家で見ていたわけではな

いですか。大部分の人たちは、子供が親を見ていたのです。またはお嫁さんがではないです

か。すばらしい制度になったとまずはあって、保険あって介護なしなんていう言い方は、御

党はよくしますけれども本当にそうですか。いろいろ頑張っている現場があるではないです

か。そこにいろいろな制度があるけれども、でもそのことをずっと話を聞いているし、私も

10 年間市長になって、川辺議員だけではないです、この介護の問題ってすごくしゃべるでは

ないですか。誰もテーマにするし、私もしますが、根本的なところは果たしてこれでよいの

ですかという感じなのです。 

 一番は、国庫負担がどうだとかという話よりも、私はもっと過酷な問題は人材だと思うの

です。見る人の問題です。なぜなら、昔は子供や家族が見ていたのです、基本は――でしょ

う。そこができないわけではないですか。ありていに言えば、他人任せにしているわけです。

でもそうしなければいけない社会になっているから、それを何だかんだ私は言うつもりはな

い。 

だけれども、一番の究極はどういう姿が必要かというと、変なふうに書かないでください。

徴兵制というのがあるではないですか。それを私が推進しようなんて言っているのではない

です。でもある種、社会の大事なこととして国を成り立たせていったり、社会を成り立たせ

るために必要なものとして――今徴兵制と言ったのは悪かったけれども、例えばそういう職

種がなければ最終的に解決しなくないですか。そういう議論を御党はやったらどうですか。

私が御党の人だったらそう言います。そうではないですか。だから、何度この話を繰り返し

ても、私としてはなかなか核心に触れない話でやり取りをやるのは嫌なので、私の持論を言

っているのです。市長の考えを聞かせろということだから。 

私は社会保障の部分に若者たちといいますか、もっとそういうところを確保して、そして

こういう介護問題とか、そういうことに立ち向かわない限り国の行く末はないと思うけれど

も、どうですか。令和 22 年越えられますか。人数はもっと減っていくのです。そしてみんな

が、自分が見るのがちょっとできないから人に任せなければいけないではないですか。多分

その形態はもう変わっていかないと思うのです。昔に戻せないと思うので、そういうふうに
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私は議論したほうがこれに近いのではないかと思うけれども、いかがですか。私は本当に自

分の思いを言いましたけれども。 

○議   長  ６番・川辺きのい君。 

○川辺きのい君  ２ 住民の生きるを支え続けるための介護の充実について 

市長の認識を伺わせていただきました。実際に介護保険が導入されるまでは家族介護が原

則というか、家で見ていた。それがあったから、いまだにそれを引き継いでいるから、介護

報酬というか、介護職員の所得が低く抑えられているのは、そこがやはり根底にあるのだと

思います。介護保険制度が導入されて、本当に社会で介護をするという制度になったのであ

れば、やはり国庫負担を引き上げて、介護現場で働く人の所得を増やして、介護の人材もき

ちんと確保できるような体制をつくっていくべきだと私は考えますが、その点最後、お願い

します。 

○議   長  市長。 

○市   長  ２ 住民の生きるを支え続けるための介護の充実について 

川辺議員の言っているのはよく分かりました。ただ、私のほうの話も含めて何かもう少し

制度をきちんとやりませんかと、引き上げることはもちろん、よく理解できました。それが

相まっていけば少しよいのではないか。もう少し真剣に制度を拡充させていかないと、今の

ただ引上げだけではちょっと足りないのか。そういうことも感じます。思いは多分同じだと

思うのですけれども。 

以上であります。 

〔「終わります」と叫ぶ者あり〕 

○議   長  以上で、川辺きのい君の一般質問を終わります。 

○議   長  ここで休憩といたします。休憩後の再開を 11時 45 分といたします。 

〔午前 11時 31 分〕 

○議   長  休憩を閉じ会議を再開いたします。 

〔午前 11時 44 分〕 

○議   長  質問順位８番、議席番号３番・笠原大輔君。 

○笠原大輔君  ３番目ということで、議長よりお許しをいただきましたので発言をさせて

いただきます。議場並びに各媒体を通じて傍聴いただいている皆様に心より感謝を申し上げ

ます。雪解けが進みまして、新年度に向けて、暮らしや仕事の動きが切り替わる時季となり

ました。そうした節目に際して、これまでより本市がさらによい方向に進んでいくために、

私自身も前向きな気持ちで今回の質問に臨みたいと思います。 

このたびの行政組織機構の見直しでは、新たに局を設置するなど、体制強化に向けた前向

きな改革が進められているものと受け止めております。こうした変化を踏まえ、政策や事業

をどのような体制で進めていくのか伺いたいと思います。行政の仕事は意思決定の過程が見

えにくい面もございます。今回の質問を通して、補助金等の活用をどのような考え方と手順

で進めているのか。もちろん公開には制約があることは十分承知はしていますが、その一端
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が見えることは、市民の理解や関心につながるものと考えております。 

１ 補助金等の戦略的獲得体制の構築について 

 それでは、通告に基づきまして質問いたします。大項目１、補助金等の戦略的獲得体制の

構築についてです。 

近年国においては、地方創生、デジタル化、脱炭素、防災、減災など、多様な政策分野にお

いて公募型・競争型の補助制度が創設や拡充をされております。本市においても、自主財源

を基礎としながら行政運営を行う中で、施策や事業を着実に推進していくためには、国や県

などの補助金や外部資金を的確に把握し、戦略的に活用していく体制の構築が重要であると

考えます。 

小項目（１）、本市の施策や事業を進めるにあたり、利用可能な補助金等をどのような仕組

みで把握し、各事業へ結びつけているのか。 

小項目（２）、申請に至らなかった案件や、不採択となった案件について、検証及び次年度

への反映はどのように行っているのか。 

小項目（３）、補助金や外部資金の獲得を明確なミッションとする専門的な担当部署や機能

の在り方について、今後の組織体制の方向性も含め、市の見解を伺うものであります。 

壇上からは以上となります。 

○議   長  笠原大輔君の質問に対する市長の答弁を求めます。 

市長。 

○市   長  それでは、笠原議員のご質問に答えてまいります。 

１ 補助金等の戦略的獲得体制の構築について 

大項目１点目の、補助金等の戦略的獲得体制の構築についてということであります。まず

１番目の市の施策や事業を進めるにあたり、活用可能な補助金等をどのような仕組みで把握

して、各事業へ結びつけているのかというお尋ねです。この把握と活用につきましては、事

業を実施する担当部署、また国や県からの通知などによりこれを把握して、補助金を活用し

た新規事業や既存事業の拡充などを検討しています。 

県と連携して補助金などを活用している取組もあります。現在県では人材・学・企業の結

集として、課題先進地からのデジタルイノベーション戦略としまして、県内の自治体の取組

を取りまとめて、地域未来交付金を活用した事業を実施しています。南魚沼市もこの枠組み

に参加していまして、事業の廃業――事業を辞めることもあるわけです。この廃業の際、後

継者を――事業というのは市の事業というよりも、いろいろ世間でやっているいろいろな事

業、これを廃業するなどの際、後継者を探している事業者と、例えば事業を継承したい人を

デジタル技術を活用してマッチングする取組なども実施しています。 

国や県の補助金のほか、投資的事業を進める上では、これは今度はそういうところに頼ら

ずに起債――市が自ら借金して、起債が重要な財源となるというものもあります。令和７年

度からは情報システムの導入・改修事業のためのデジタル活用推進事業債――債というのは

借金という意味です。もちろん分かっていると思いますけれども――が創設されたほか、新
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しい借金ができるようなものが創設されたり、また令和７年度が期限となっていた脱炭素化

推進事業債こういったもの、また緊急防災・減災事業債――これなんかはすごく使っている

わけです。緊急自然災害防止対策事業債――これは延長になって本当に喜んでいるわけです。

有利な借金という意味です。我々にとっては返していくときに有利になっていく――これは

一番取り沙汰されたのは合併特例債です――ときにこういう有利なものがあるので合併が進

んできたというのもあるわけです。今ほど申し上げた事業債が令和 12 年度までの延長が決定

されたところです。 

これらの起債の計画作成とか借入れとか、それから償還等の事務手続については、専門的

な知識がこれは非常に必要になるので、地方交付税と密接に関係するということもありまし

て、これは財政課において一元管理しているとしています。対象事業については、国、県か

らの通知などを基に、市役所の各課からの予算要求内容を精査して、交付税措置のあるもの

を優先して選定しているという状況です。全部お金がかかるものですから有利になるように

ということであります。また、財政課には各課から事業実施のための相談がたくさん寄せら

れるわけです。この中で交付税措置のある、先ほどから言っている有利な起債も活用できる

ように、事業担当課と財政課で共に事業内容を組み立ているという状況であります。 

 ２番目のご質問です。申請に至らなかった案件も当然出てきます。それから不採択、申請

したけれども不採択になるという場合ももちろんあります。検証及び次の年にそういうこと

をどうやって反映させるのだというお尋ねですけれども、事業内容に合った補助金の活用の

検討とか、活用できそうな補助金に見合うように事業内容を精査している。そちらのプラン

といいますか、国、県のそういったものにこちらが合わせていくというのですか、そういう

ことも精査することにより、確実な採択を目指しているということは変わりません。 

一方で、事業の目的と補助金の交付要件の調整が難しい、これは何かとあるわけです。そ

ういう場合には今ほど申し上げたような申請を見送ったりする場合もあります。市の単独費

で、これは自分たち自らやろうと――国・県を頼まないやり方で事業を実施する、これもあ

ります。最近当市はこれが多くなってきているかと思います。これまで３割実施という言葉

を聞いたことがあると思います。言葉が悪いですけれども、ひもつき。我々の本当の自治に

おける点においては誰にも頼らなくて、自分で全部やっていければ一番よいわけです。しか

し、そういうことはなかなかできなかった。しかし、今少しだけ、今ほど申し上げた市の単

独費で事業を実施することに踏み切ることができるのは、やはり大きいのはふるさと納税の

成果なのです。財源の確保ができないと事業実施が難しい場合には事業自体を見送る、これ

は当然あります。 

加えて、国や県からの情報提供により、補助金申請の先延ばしが有利な場合もある。ちょ

っと分かりにくい言い方でしょう。端的に言うと、自動運転のことに取り組みたいと思って

いるのです。だけれども、今物すごくＡＩとかの技術が進んでいっていて、今飛びつくべき

か、少し待つべきかということも出てくるのです。こういったときに我々としては――国の

様々な担当者がいるわけです。信頼感がなければ教えてくれないこともあるのですけれども、
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そういったところにやはり足しげく通っていて、顔もつながっていて、何となくアドバイス

が来ることがあるわけです。そういうことができるようになるには時間がかかります。あと、

そういう人たちとつながっていくにはこちらの努力が要ります。 

これがよく――誠に変な言い方で申し訳ないのだけれども、なりたての頃の市長のときは

かなり厳しかったです。でもやはりちょっとずつこちらが求めていることを相手も理解して

くるので、そういう努力を不断にやっていくとよい提案を向こうからしてくる場合もありま

す。 

私はこの場に一番大事なことだと思うのは――ちょっと先に進めます。近年の物価とか人

件費の高騰などによって、市の財政も大きな影響は受けているのです。これからもっと受け

るでしょう。世界情勢がこんなですから、これは確実に私どものところに降りかかってくる

と思います。市の財政的負担の低減に向けて、積極的に補助金や起債を活用して事業を進め

る姿勢を持ちながら、事業費や事業の必要性を明確にして、国・県の予算額や、私ども市役

所の優先順位などを本当に考え抜いて、適正な時期に財源を確保して事業を進められるよう

に最大限努力していきたいと思っています。 

ここでちょっと、先ほど担当部署の話をしたではないですか。そういったところにもちろ

ん国や県からいろいろなこういうメニューがありますと来ます。そのほかにも市長が出席し

ている市長会、全国市長会とか北信越市長会、もちろん県の市長会、中には県のお役人がい

っぱい来ますけれども、こういうような新しいことがある、取り組むところはぜひ積極的に

とかいうことが多々あります。そういう角度もある。 

そして２つ目は、先ほどから申し上げていますが、長く市長職をやってきているので、向

こうから声をかける――要するにあそこの自治体だと取り組むのではないかということも出

てくるわけです。これはそう思ってもらえるというのはありがたいです。この意味では、い

ろいろなことにチャレンジしてきていることもあるし、雪の取組などもそうです。やはりこ

ちらに声かけないでよそに行かないです。そういうことの一つ一つの積み重ねがよりよい事

業を我々が獲得していくというか、そういう向こうからのアドバイスをいただいている関係

性かと思います。 

 ３点目です。補助金や外部資金の獲得を明確なミッションとする専門的な部署や機能の在

り方について、組織体制の方向性はどうだということであります。 

補助金の活用は重要な項目の一つであることは、ここまでにルールを述べました。現在は

事業に精通した担当部署、やはり担当部署はそれぞれの事業に精通しているのです。建設部

だとか、もちろん福祉保健部とか全部が、みんなそれぞれが精通しています。市の財政負担

を軽減できるよう高い意識をみんなが持って事業展開を進めています。 

そして情報を収集し取り組むべきと誰もが思っているし、庁内ではそういう気運がもちろ

ん満ちあふれていると私は思います。専門的な担当部署の設置が要るのではないかという、

今議員から提案的な質問だと多分思うのですけれども、そこにはちょっと至らないのかとい

う感じです。補助金とか外部資金を適切に獲得するためには、担当部署の職員のみならず市
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の財政状況、また事業全体を把握している財政課や企画政策課も連携して、要するに横でも

連携しながら、ほかのところで得たすばらしい情報はすぐに横でも情報が伝わるという体制

をいかにつくっていくかのほうが重要かと思います。 

最後にいたしますけれども、先ほどから繰り返していて、嫌な気分に聞こえているかもし

れないのでちょっというと、メニューがこういうのがあるから、これに飛びついて頑張りま

せんかという、国や県から来ているという話をしました。でも、それもあるのですけれども、

一番大事なことは、第一義と私が思っているのは、我々が何をやりたいかなのです。ここを

見失ったらたらいけませんというふうに、私は笠原議員にお伝えしておきたいと思います。

自分たちが何をやりたいか、ここにメニューを合わせていくような力量のある自治体になっ

ていかなければ、逆にいうとならないということではないですか。それが政治だと思います。 

以上です。 

○議   長  質問の途中ですが、昼食のため休憩といたします。休憩後の再開を 13時 15

分といたします。 

〔午前 12時 00 分〕 

○副 議 長（中沢一博君）  休憩を閉じ一般質問を再開いたします。 

〔午後１時 14 分〕 

○副 議 長  ３番・笠原大輔君。 

○笠原大輔君  １ 補助金等の戦略的獲得体制の構築について 

それでは、続けて再質問のほうに入らせていただきます。休憩前の答弁の内容でお答えい

ただきました部分、変な言い回しですが、安心した。私が答えてほしい想定で答えていただ

いたという感覚があります。感覚というか、実際そうでした。 

というのは、やはり補助金が出るからとか、交付されるからとか、そういったことで目的

を見失っていないかというような私の中でテーマがあって、こういったテーマを質問したわ

けなのですが、午前中の市長の答弁の中に、我々として必要なものは何かを見極める。そし

て本当にやりたいことというニュアンスより、恐らくやらなければいけないことという事業

を見極めた上で活用していく姿勢が大切であると、本当に期待どおりでございました。むし

ろそうでなければ私は駄目だと思っていたので、その部分に関しては本当に安心をして、そ

ういった取組姿勢が、この現在の市政の中にあるということは非常によかったというふうに

思いました。その上で再質問させていただきます。 

まず、今回なぜこういう質問をしたのかという趣旨に少し触れますと、このたび、行政視

察等も行かせていただいていろいろな学びを得たわけなのですが、やはり各自治体も全部違

う事情を抱えていて、やらなければいけない、この町になければいけないサービスというこ

とを、行政職員の皆さんの中から感じ取る中で、やはりやりたいのだけれども、自主財源で

はなかなか一歩が出ないというような悩みの中でこういう助成金だとか、そういったところ

の活用という場面を多く見受けられたというのが一つのきっかけとなりました。 

なので、市長の答弁のようにそういった形で進めていただきたいのですが、答弁の中に―
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―ちょっと私の解釈が違ったら正していただきたいのですが、財政課を中心として情報を把

握して、そこに各部署、各担当のほうで、こういう事業を編成したいのだけれどもという相

談が入っていき、横につながって、活用できるものは当然したほうが私もよいと思うので、

やっていくということだったのですが、財政課のほうに――多分私は把握できなかったです。

物すごい数のそういう事業の、国・県、その他の補助というのが物すごい数があって、正確

な数は正直把握できなかったのですけれども、それを財政課であれば、どうやってそれを把

握できているのかというところ。それが広く聞く中で、システム的なものが存在してしっか

り把握できているのか、場合によっては属人的な、その人が頑張ってとにかく収集している

ような形なのか、システム化できているのか、そういう収集の方法をその辺が一つ分かると

いいかと思いますがいかがでしょうか。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  １ 補助金等の戦略的獲得体制の構築について 

この後、担当するところが答えてもいいのですけれども、私の答弁で済むかどうかですけ

れども、多分、システム化はできないと思います。ちょっと難しいのではないか。第一はや

はり専門性のあるところが調べて、先ほど言ったように、こういう課題があるのでそれに立

ち向かいたいというときに、こういうところを使えるのではないかということを財政課に持

っていって相談もしてくるということ、また逆もあるかもしれないです。 

それはどこが言い出したかだけではなくて、こういうのがあるのだけれども取り組んだほ

うがよいのではないかということだって、横でやっていることもあると思います。私もそう

だし、いろいろです。例えば観光のほうにおける、また交通のほうにおける、今大きなとこ

ろに取り組んでいるわけですけれども、やはり小髙特命副市長の知見というか、そういうも

ののすごさというのは日々感じているわけです。やはりそこはもうあれですが、国にも言っ

てしまいます。こういうところはどうだろうかとか、これは使えるのかとか、常にそういう

やり取りです。 

例えば私のことでいうと、東京都に行っている回数というのは多いと思います。やはりた

だ単に要望に行っているだけではなくて、私としてはそういうことをやはり心がけながらや

っている。それは全体がそういうふうにやっていますので、そういうことです。その中で成

果を上げていくということ。もちろんそういう中で最初に言った我々がやりたいことがある、

ただこういうメニューだとそれが当たってくるということになって、少しその手直ししたり

ということもあるだろうと思います。 

議員になられていろいろな視察に行かれるではないですか。やはりいろいろなことに立ち

向かっている、どこの自治体だってみんな課題を抱えてやっている。そういうところでなる

ほどと思うことがあるではないですか。そういうことは我々だって電波を張っているわけな

ので、あと皆さんのいろいろ調べてきたことが、こちらにフィードバックされて、それがや

はり行政視察のよさだと思うのです。議員の皆さんからの提案もあるかもしれない。 

だからこの場所だけで話していることだけではなくて、やはり先輩の皆さんは、市長、こ
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ういうことをやっているところがあると、なので取り組んだほうがよいのではないかという

ようなことは、議場だけで進んでいることではなくて、そういうことがいっぱいあります。

それを見て、やはりどういうことに取り組むか。逆に言うと、我々が気がついていないけれ

ども、よその自治体とかでそういうものを取り組んでいて、こういう課題があって、こんな

ことをやっているのだという発見だってあるわけだから、そういうことの連続です。 

では、担当する部長等に答えさせます。 

○副 議 長  総務部長。 

○総務部長  １ 補助金等の戦略的獲得体制の構築について 

今、市長が申し上げたとおりでございますけれども、まずやりたいことというか、市にと

って、市をよくすることをやりたいとなったときに、それについて補助金を探すのは、まず

は担当課です。担当課が補助金を探して、そして財政課と協議をして、これはなぜ協議をす

るかというと、それを実行するためにお金がかかるからです。そのお金をどうやって工面す

るのか。補助金で、あとはでは一般財源であるのか、あとは借金をするのか、そういったこ

とを総合的に考えて、市にとって一番有利な方法をみんなで一緒に考えるというようなこと

でございますので、財政課で全ての補助金を掌握していて、この事業にはこの補助金だとい

うような一方的なことをしているわけではない。みんなで一緒に考えているという意味でご

ざいます。 

○副 議 長  ３番・笠原大輔君。 

○笠原大輔君  １ 補助金等の戦略的獲得体制の構築について 

流れ的なものは理解いたしました。やはり今後も当然こういった事業に取り組みながら、

今の担当部長も市長もお答えいただきましたけれども、そういう制度を活用しながらという

ことですが、やはりこれはもう仕方ないですけれども、職員の異動とかあったときに、シス

テム化はなかなか難しいという答弁は、そこはある程度理解できるのですが、その異動とか、

いろいろなところが変わったときに――（１）番からこれは今（２）番のところになるので

すけれども、順番を間違ってごめんなさい。 

（２）番のところで、異動とかそういったことが起きたときに、やはりそのシステム的な

把握ができていないと、またちょっと職員の努力というか、またその人が頑張って探すとい

うようなことを繰り返さなければいけないのかというのを、若干私としてはもったいないと

いいますか、そういう感覚があってこういう質問に至っているのです。その履歴的なもの、

見送ったものでもいいし、先ほどの市長の答弁でも、あえて今ではないものとかもあると思

うのです。そういったものがどういった形で――同じ年度内でももちろんあると思いますし、

次年度に向けてどうやった形で残していくのか。 

これはプラスの意味でシステム云々ではなくて、業務としてそういったものがどういうふ

うに蓄積されていくか。これは補助金だけの話ではもちろんないと思うのですけれども、そ

の辺を最後、触れられれば教えていただきたいと思います。ちょっと実務的なことですがお

願いします。 
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○副 議 長  市長。 

○市   長  １ 補助金等の戦略的獲得体制の構築について 

人事というのは伴うので、そういったときに、担当していた人が異動した場合とかありま

す。熱量とか、個々みんな人間で頑張って生きているので、担当者によってはそのものに対

する思いとかもあるではないですか。そういうことがやはり継続されていかなければならな

いということはあって、単年度で終わる事業とか複数年度とかもあるわけなので、継続はす

るはずですけれども、これについては総務部長に答えてもらうことにいたしますのでよろし

くお願いします。 

○副 議 長  総務部長。 

○総務部長  １ 補助金等の戦略的獲得体制の構築について 

職員が異動する際には必ず服務規程に引継ぎを行うということが書いてございますので、

確実な引継ぎを行って、今市長が申し上げたとおり、事業に対する熱意も含めて引継ぎを行

って次につなげるというふうにしております。 

また、見送ったりした事業といったお話もございましたけれども、実際申請してみて不採

択になる事業というのはままあります。ただ、不採択になった理由が、相手方から示されな

いことが多いです。なので、それをこういう理由で不採択になったからということの検証と

いうのはなかなか難しいのですけれども、今は国のほうでも伴走支援をしてくれるようにな

って、それがどういう形であれば採択できるのかというのを一緒に考えてくれるようになっ

ていますので、そういったことを意見交換しながら進めていって、採択を目指してまいりた

いと思います。 

また市で、そういったことを行うということになれば、これは必ず総合計画の実施計画に

搭載して、そして進めていくことになると思います。その中で、今はまだ早いのではないか

とか、そういった優先順位をつけながら行うことになりますので、そういった実施計画にま

ずは市の庁内の中で合意形成を図った上で進めていく、そしてみんなで考えていくという姿

勢で臨みたいと考えております。 

○副 議 長  ３番・笠原大輔君。 

○笠原大輔君  １ 補助金等の戦略的獲得体制の構築について 

流れのほう、あと規程によりきちんと引き継げる、熱量も含めてということで、ぜひ、そう

いう形でしていただきたいと思います。 

私がちょっと調べたところによると、民間のアンケートとかいろいろ自治体の調査とか、

たくさんあると思うのですけれども、そういった中にやはり、自治体職員の中では申請し承

認を得る業務の中で、やはり予算が圧倒的にウエートを占めるというような結果を私は見た

ことがありまして、ではその中身はというと、やはり紙の記入とか、打ち込んで、比較的ま

だアナログの指定が残っている自治体が多いというところだったので、そういうシステム的

なもののところにも触れさせていただきました。 

やはり人材は減る中でも、業務が減るということは逆にないと思うのです。手厚くしなけ
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ればいけない、やや過剰とも取れるくらいの世の中に若干なってきてしまっているので、な

かなか少ない手の中で増える業務をこなすには、やはりそういったシステム的なところも少

し触れていただきたいという思いがございます。 

２番が終わりまして、３番のところをお答えいただいた中で再質問に移りますが、私も今

回の機構改革で急遽こういう部署がぽんとできるなんていうことは逆に思ってはいないので

すが、入り口として膨大な情報を扱う、今回でいえば財政課の皆さんが、ないとは思います

がやはり取りこぼしもあってはいけないという思いもあって、そういう切り口でせめて窓口

というかが見やすくなると、またこの市のためにはメリットになってくるのかと思います。 

では、大項目１番目の最後の質問といたしますが、今日補助金という切り口で体制とか、

中身のほうをお伺いしました。やはりやるべきことに合わせて、こちらが目的を定めた上で

活用していくという大変よい姿勢であるということを思いました。そして何よりもその中で

大事なのは、市長が触れていただいたのですけれども、やはり市長が先頭を切るのはもちろ

んですが、ここで仕事をされている職員一人一人がどれだけこの市の経営者目線になれるか

ということが、部署ややることは違いながらも、どれだけそういう情熱を持っていただける

か。そういう環境づくりというのが、これは補助金に限らず私は大事だと思っております。 

それで補助金というテーマを切り口に最後、体制というか、そこへの思いをお伺いします。

やはり近年、ややネガティブに捉えられてしまうかもしれない、コンプライアンスの遵守で

すとか、最近ですとハラスメント関係とか、やはりその制約を設けられることが職務の中で

どんどん増えてきていると私は感じております。もちろん守らなければいけないことは守る

べきと、それは当然の話なのですけれども、そういった中にもしかすると、何も起こさない

ようにといいますか、無難に現状維持をしたくないのだけれども、してしまうというような

傾向もなくはないのかと、ここは推測ですがあるかと思います。 

なので、市長に最後お伺いしたいのですが、補助金の活用やあらゆる面も含めて、職員一

人一人がそういうチャレンジ精神、この市を思って動けるという風土というか、そういった

ものが現状、南魚沼市はどういうふうになっていて、また、これからこういう思いがあって、

職員の不足という、先ほどの質問でもありましたが、そういったところにもつながっていく

と思うので、ぜひそういう職員に対する風通しであったり体制づくりについて、最後ご意見

を伺えればと思います。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  １ 補助金等の戦略的獲得体制の構築について 

答えが全て網羅できたか分からないですけれども、話をすると、市長になりまして 10 年た

ちました。10 年目に入りました。最初はやはり自ら稼ぎ出す自治体ということを標榜しなが

ら、やはりふるさと納税に立ち向かったのです。これはみんなで頑張ってきました。確かに

言葉は分かりませんけれども、いろいろなことに向かっていける財政的なものができ始めて、

加えてふるさと納税を取り組んだ一番の理由は、最初から申し上げていたのですけれども、

私は市役所改革だと言ったのです。 
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もちろん財政もあります。財政もあるけれども、もう一つは市役所そのものが、当時私で

すら少しお役所的に思っていたし、何か自らのアクションというかが少ないのではないかと

当時は思っていたがゆえに、自分たちが頑張ると市民のいろいろなことを向上させることが

できたり、逆に言えば財政を得ることができたり、これまで取り組めなかったことができる

ようになったりする。 

そしてもちろん、例えばお米のことで言えば農家が潤っていく。そういうことを成功体験

としてやっていくようになると、やはり市役所の体制そのものが変わるのではなかろうかと

いう思いで言っていました。私が言っている以上に、そういうところの部署はもう機能し始

めて、今の状況にまで引き上がってきたのではないかと思います。 

言いたいのは、その後、例えばいろいろなものがありましたけれども、もう一つ大きいの

は、やっていて思ったのは、行政は縦割りなのです。私になってから、それぞれの部署から

職員を増強してほしい、もっと人が欲しいという話は常に来るわけだけれども、ここの部署

は足りているのでほかに回してもいいですというのは一件も聞いたことはないです。これは

しようがないです。事務分掌は全部細かく決まっているからです。林茂男という人間はこの

事務をやるということが全部決まっているわけです。笠原さんだったらこれとか。そういう

のは、私が今まで少なくともちょっと勤めてきた民間のところとか、私のうちとか、あと広

く民間の人たちと付き合っているわけなので、そういったところは、もっと少ないマンパワ

ーで頑張っているわけです。ここに何か問題がある。 

なので、それはやはり考えていくと、もう一つは縦割りだからセクショナリズムになるの

です。やはり意識はしてくれているけれども、私から見ているとみんな自分のところで囲い

込むのです。よそから来た仕事は無駄仕事だと思うのです。体質的に余計な仕事だと思うの

です。分かりますか。本当はやりたくない仕事ということになるわけです。 

そこをどうやってやるかがすごくテーマだと思っていて、なので数年前プロジェクトファ

イブというところを立ち上げて、横串を通してやっていこうということを言い始めたのです。

そのときにオブザーバー的にやってきてくれたのが小髙副市長なのです。やはりそういう視

点を入れないと駄目だったのです。そこが機能したと私は思います。今そういうことで始ま

っていて、だからこういう組織は口で言うほど簡単ではないです、と私は実感しながら 10年

間過ごしている。やっとそういうことが前向いてきているようなところを実感めいてきてい

て、こういったところがもっと進むと、仕事はもっとチームでやるべき。公割りの事務分掌

も大事ですけれども、それ以上にチームでやっていけば、もっとはるかに効率を上げられる

ということを私は思っているし、今そうなりつつあるのではないかと思います。 

その象徴的なのが、個々でいろいろやっていたことを今度は南魚沼ブランド局等がそこを

牽引していくような形、横のつながりをつくっていくような展開、これらを求めてやはりど

うしても必要だと思って、今回南魚沼ブランド局を立ち上げ、そこに戦略部を置き、やった。

そこだけで完結するのではないです。横と連絡しながらやっていく。これは例えば、教育部

のことだと思っていても、実は保健課が関与していたりとか、例えば商工のほうが関与する
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とか、そういうのが実はいっぱいあるのです。そこを動けないのが、体が大きいけれども動

きが悪い組織になってしまうと私は思うのだけれども、いかがですか。ここに手を入れてい

るということをご理解いただければありがたいと思います。私は組織、風土がそうなって変

わっていくのではないかと思います。でも一番のきっかけはふるさと納税に取り組んだこと

です。そこから始まっていると私は思っています。 

○副 議 長  ３番・笠原大輔君。 

○笠原大輔君  １ 補助金等の戦略的獲得体制の構築について 

そういった横のつながりは、本当に大事になってきていると思います。実際その縦割り―

―少し懸念したところを触れていただいたのでよかったと思いますし、再三になりますが、

やはりそういった一人一人の情熱といったものがしっかりこの組織の中で機能することを、

そういう体制を期待するものであります。 

２ 冬期除雪体制の将来像と広域連携の在り方について 

 続きまして、大項目２番目の質問に移ります。冬期除雪体制の将来像と広域連携の在り方

についてです。 

冬期の生活基盤を支える除雪体制について、非常に担い手の減少が懸念されております。

今始まったことではないのですが、如実に感じるところでございます。市のみならず国や県、

高速道路管理者等も含めて関係機関が連携し、近い将来、またもう少し先も見据えた体制の

在り方を協議していく必要があると考えますが、見解を伺います。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  ２ 冬期除雪体制の将来像と広域連携の在り方について 

それでは、笠原議員の大項目２点目です。冬期除雪体制の将来像、また広域連携の在り方

についてお答えしたいと思います。 

今、市内の道路除雪は、ご存じのとおりですけれども、高速道路があります。それから国

道、県道、市道がそれぞれありまして、道路管理者が実施をしているという状況です。道路

管理者の間での連携としては、ＮＥＸＣＯ東日本、そして長岡国道事務所――これは国道で

す。新潟県そして南魚沼市を含めた近隣自治体の関係機関も含めて魚沼・南魚沼圏域冬期道

路交通確保連携会議というのが設置されていまして、ここで除雪体制についての情報を共有

しているという状況です。 

この冬、今シーズンも大雪警報になったときに、高速道路や国道 17 号の同時通行止めを実

施してきています。こういう場合などに、連携会議における情報連絡本部会議というのが開

かれるのですけれども、実はウェブで頻繁に開催しているのです。これはあまり知っている

方はいないのかもしれません。昼夜を分かたず。事前の調整や情報共有を図っている。 

これが全体像で、そして市道の道路除雪においては、大和、六日町、塩沢の各地域ごとに除

雪企業体を組んでいただいた上で、私どもの市がこれを委託している。そして一つ一つの企

業ではなくて、この企業体を組んでいただくことで、非常時の連携体制等も強化をされてい

る状況。これはコロナのときに実際に連携事例がたくさんあった。コロナで感染してしまっ
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て、除雪しないわけにいきませんから、すごく融通し合いというか助け合いというのが行わ

れたのです――というようなことも含めてこれはあります。カバーしてきました。 

しかし、この市道除雪を担う各企業体の除雪オペレーターの高齢化、これは令和６年度の

登録者が 207 人、このうち平均年齢が 49.2 歳、約 50 歳です。平均年齢が進んでいまして、

今後のオペレーター確保とか、除雪技術の継承は大変な課題になってきているという状況で

す。これはみんなが同じ共通認識を持っています。 

その対策の一環としてですけれども、南魚沼市では令和５年度から、例えば建設業の人材

確保支援事業補助金の支給対象などを拡大しました。除雪オペレーターの作業資格要件とな

る大型特殊自動車免許とか、それから車両系建設機械運転技能講習とか、または除雪機械安

全施工技術講習などに加えまして、育成と確保に取り組んでいる。これは業界から喜ばれて

いることの一つであります。 

また、この南魚沼地域における道路の安全・安心の確保に向けまして、これは先ほどいっ

たそれぞれの管理者の国、県、市、それから高速道路管理者と除雪を受託している事業者の

方々が一堂に会しまして、合同除雪出動式というのを行っています。これは私が言い出しっ

ぺだったのです。これまで全国にあまりこういう事例がなかったのです。小さいのはあった

けれども。これはそこに観光事業者の人もいるし、学校の子供たち――要するに担い手の問

題です。こういった細かい話はしませんが、要するにそうやって除雪隊をアピールしていく。

アピールするだけではなくて、そこに携わっている人たちの誇りなのです。それを強調した

いということから、これは始まったのです。こういったこともあります。細かいことは述べ

ませんが、それらも除雪体制のどこか後押しというのですか、そういうふうに思ってやって

います。 

実際これから確実に人が減っていきます。そうすると、今の体制を本当に取っていけるか

という心配は誰もがしているわけです。この中で南魚沼市と新潟県で除雪の協力体制を今つ

くり始めていまして、これはどういうことかというと、相互乗り入れの除雪です。これまで

市道は市道、県道は県道をやっていたけれども、それぞれをもう少しうまく無駄を省くとい

うか、そういう形を取るように相互の乗り入れの除雪を行い始めています。これは、県道除

雪の受託者が――これはまたそういう組織があるわけです――併せて市道の除雪を行う、あ

るいは市道の除雪受託事業者がそのまま県道のほうにも入ったりとか、そういうことをやっ

た上で、今始めています。 

国道 17 号とか高速道路ということになると、これはまた形態が変わってきていて、何が言

いたいかというと、24時間管理なのです。だから県道、市道と少しステップが、時間帯でや

っているわけではなくて、絶対に開けていくという感じ――分かると思います。そういうこ

とを同等レベルで行うことは困難ですけれども、やはり今専らできることは、私どもとして

は、市と県道の管理をどこまで効率化させていくかということが大きいのではなかろうかと

思います。 

そういうことになっていくと思いますし、これから人が減るということは自動運転化の除
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雪とかが夢物語ではなくて、そういうこととか、ＡＩ技術とかがこれからどんどん進みます。

今、運転する方と監視をしている方、２人乗っているではないですか。こういったことが果

たして、この先ずっとそれを続けられるかということもあります。なので、目視なのか、危

険回避なのか、そういったことがＡＩの技術進化によってどうなるだろうかとか、様々なこ

と。 

あとは多分技術的なことは、マンホールの蓋があったりとか、ここにこういう縁石がある

ので気をつけろとか、そういうことを先輩からすごく教えられると思うのです。そういった

ことがすごくちゃんと分かるＡＩ等によって、それがもう織り込まれているとか、上げ下げ

とかの具合とか、やったことある人は多分分かると思うのです。そういうことを進めていく

ことによって、人の確保の問題をさらに進化させていく必要があるのではないかと思います。 

以上です。 

○副 議 長  ３番・笠原大輔君。 

○笠原大輔君  ２ 冬期除雪体制の将来像と広域連携の在り方について 

答弁の中からまた再質問をさせていただきたいと思います。途中、マンホールですとか、

グレーチングの話題に触れていただいて、私も下手くそながらオペレーターをやったことが

ありまして、今、雪のない時期はそんなに気に留めてマンホールを見たりとか、実際に皆さ

んしないと思うのですけれども、やはり１月とか、当たり前のように走っている白い道路の

下には数々の構造物があって、言葉は悪いですけれども、オペレーターはたたきたくないの

です。構造物を本当に気をつけて、しかも眠い中やるということで。 

ちょっと話題がずれますけれども、マンホールの布せ替えの不明水の話もあったのですが、

そういった除雪のことまで及んでマンホールは実際どういうふうに布せているのかなんて思

いもあったのです。ちょっとそれてしまいますのでその話は深めませんが、やはりその２人

体制で乗っているものに対して、実際に取組の中でほかの自治体でもワンオペレーションに

変えていって、その代わり１人減った分、安全装置でカバーしようというような取組が実際

にもう起きております。 

なので、今この市と県の連携という中でＩＣＴの技術、自動運転を今すぐ実走とは正直な

かなか難しい。構造物の把握、そのデータも取らなくてはいけないというところですが、今

どのくらいまでそういったところの見地があって、実証が何かできる区間がこの市でもある

のかという、そういった現状をお伺いできればと思います。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  ２ 冬期除雪体制の将来像と広域連携の在り方について 

この後、担当する部長とか課長から答えてもらいますけれども、一つはこれから先のこと

なので、ちょっとここで言わせてもらいたいのは、何年も前に取り組んだのだけれども、ほ

とんど駄目だったことがあるのです。それは今の除雪路線を縮小しようということなのです。

本当に全部今の状態は続けなければいけませんかということで、それぞれの地域に、除雪路

線、ここは何とかなるとか、ここはこっちで迂回すれば全然大丈夫だから、そういうことを
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ぜひ考えてもらえませんかと言ったら、ほとんど駄目だったです。それはそうだろうと思う

のです。今まで便利だったものをなくすというのは非常に難しい。 

だけれども、これから先どうするかということを考えたときに、これからの時代を私も笠

原議員も一緒に取り組んでいくわけだから、そういう今まで言えなかったこと。例えば、私

も議員をやっていたけれども、ここの道は除雪してほしい、消雪パイプをやってほしい、要

望はあまたあるわけです。だけれども、そこをいかに、ここは我慢しようというところも出

てくるという時代になっているということで、それが例えば私だと、市長はよいことをやっ

てくれたと言われているのをうれしがっているだけの市長ではなくて、ここはこうしないと

将来が危ういとか、そういうことを勇気を持って言えるということが、これからテーマにな

るのかとちょっと思います。含めまして、そのあとの答弁は担当部にさせます。 

○副 議 長  建設部長。 

○建設部長  ２ 冬期除雪体制の将来像と広域連携の在り方について 

人材確保といいますか、人材不足です。これも本当に除雪の関係だけではないのですけれ

ども、除雪に限って言いますと、やはり何ていうのでしょう、２人体制から１人でやるとい

うようなことがあるのですが、それが安全とどちらが重要かということになってきますと、

なかなかそこはまだまだ踏み切れていない部分でございます。特に市道ですと、細かい道で

すとか、細い道が多ございまして、広いＮＥＸＣＯとか国道であれば、若干の１人オペレー

ションですとか自動運転はこれから進んでいくのかとは思いますけれども、市道の分までと

いうのはかなりまだ遠いものだと思っております。 

県道とか国道ですと、グレーダーで１人体制というのが今はあります。ただそのときも、

どうしてもやはり安全を考えると１台が追走していくというような形で、なかなかそれが１

人だけで除雪を行うということにはなっておりませんので、その部分でもなかなか難しい部

分があると思います。 

以上です。 

○副 議 長  ３番・笠原大輔君。 

○笠原大輔君  ２ 冬期除雪体制の将来像と広域連携の在り方について 

市道にまだまだ実走するのは難しい部分もあるかと思います。今答弁の中でも、私も発言

の中に入れなかったのですけれども、本当に現場にいると眠いのです。本当に眠いときが重

なって、オペレーターの安全もやはり確保しなければいけないという部分もあると思います。

私も夜中に雪に顔を突っ込んで、何とか眠気を覚ましてやっていた日々を思い出します。た

だ、いずれ、必ずそういう時代が来るのかと思うので、常にアンテナを張っていただきたい。

事業規模とか、市道、県道、あとは高速道路とか、いろいろ規模とか管轄、あるいは法律の違

いも出てくるのかもしれないのですが、必ずアンテナを張っていただきたいという部分でご

ざいます。 

そこで、また再質問させていただきますけれども、先ほど体制の話に触れていただきまし

た。やはり 24時間降らなくとも、人材がそこにいる仕事のやり方と、降ったときに出ていく
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ような体制の仕方で若干ずれはあるのですけれども、そうするともしかしたら待機している

人は、疲れを取るという意味では非常によいのですけれども、ちょっと手が空くときもあっ

たりとか、これは管轄、法律の問題の垣根のその先の話ですけれども、もしかするとその先

に、融通し合った応援の体制を議論していかなければいけないということが来ると思います。

実現できるかというよりも、そういう提言をどこかで、もちろん根っこの自治体から当然手

を挙げて、発言していくというのは非常によいと思いますので、そういったその一つの議論

として、管轄、構造は違えど、共通しているのは人がいないということは間違いないので、

尖ったテーマですけれども、そこで市のほうから何か人員の融通とかという構想がもしある

のであれば一つ教えていただきたいです。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  ２ 冬期除雪体制の将来像と広域連携の在り方について 

我々がやはり委託をする側ですので、こちらからはいろいろなことが――受け手の業者の

ほうから、そういう切実な声は上がってくるかもしれませんが、なかなかそちらから仕事の

内容を変えていくというのは、ちょっと難しいだろう。やはり主体的にはこちらからいろい

ろなことを問いかけていく。また、新しい時代に合うように、こういうことはどうだろうか

と考えていただくとか、そういうことになるだろうと思いますが、これも担当している部、

もしくは課長のほうから答えてもらうことにします。 

○副 議 長  建設部長。 

○建設部長  ２ 冬期除雪体制の将来像と広域連携の在り方について 

市長のおっしゃったとおりですけれども、そのほかに、除雪でちょっと天候が空いた、降

雪がやんで、今年みたいにかなり大雪だったというときには、雪庇落としだとか、その辺の

空いた時間で、そういうのは企業体でやったりはしております。なので、除雪ばかりしてい

るということではなくて、その辺をやりながら、あと標識から積もった雪を落とすとか、そ

ういうのも企業体が除雪の合間にやっていただいているということでございます。その辺り

は連携し合っているということです。 

○副 議 長  ３番・笠原大輔君。 

○笠原大輔君  ２ 冬期除雪体制の将来像と広域連携の在り方について 

人材不足の点、常にアンテナを張っていただきたいということで、そういったことも答弁

の中である程度現状は理解させていただきました。 

最後、２点あります。端的に申し上げます。人材不足の話をしましたが、テーマにもありま

した広域の連携の話に触れておきます。南魚沼市の除雪がとにかく、ここにいる皆さん全員

だと思いますが、とにかく褒められる。名前は出しませんが、近くから走ってきたけれども、

急に道路がボコボコしなくなったとか、冗談ではなくて、結構この冬も実際に言われました。 

ただの業務というか、もうこれは市の経験とつくり上げた強みでもあるのかというふうに

捉えていまして、こういった本市の除雪の見地といいますかが、近年異常気象で急遽関東圏

が積雪だとか、私も実は関東圏に急遽行って、除雪をしてきたこともあるのですが、やはり
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そういう、人はいないけれどもノウハウであったりやはり全然違うわけです。応援に行った

ときも、現地の方はよく分からないのです、何とかしてくださいみたいなやり取りをしたの

を覚えていて、それだけ雪国とやはりまだまだ違いがあるのだと感じたので、その辺の何か

強みを今後に生かせるような考えがもしあれば、もしくは今後に向けて、こういうこともや

っていったらよいというようなご意見があれば、お聞きしたいと思います。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  ２ 冬期除雪体制の将来像と広域連携の在り方について 

今ほどの話は、今年くらい言われたことがなかったのです。前から言われていましたけれ

ども、このことは公的機関だから言ってもよいと思うのですけれども、道をつかさどってい

る長岡国道事務所、北陸地方整備局、そして国土交通省ですけれども、皆さんからここの除

雪のうまさはもう唯一無二だと今年も言われました。だから、皆さん誇りを持ってもらいた

いと思います。もう他地域とは違うくらい、南魚沼の除雪のうまさはもう定評があると思い

ます。 

加えまして、どういうことを生かせるかちょっと分かりませんけれども、関東で雪が降っ

たときに、行かれた経験があるということですが、基本的には県内でもどこか、例えばよく

最近はこちらがあか天気といいますか、すごい晴天なのに、三条市とか新潟市のほうで雪が

降っていたりってよくあるではないですか。ああいったときに行けないのかと思っていたの

です。そうしたら、やはり先ほどいろいろな地下構造物を把握して除雪をしているのだとい

うことを聞かされて、それは簡単ではないのだと、だから関東に出張っていけばよいという

こともあるのでしょうけれども、なかなかそれは結構難しい。ただ、それはなるほどと思っ

たのです。 

ただ、我々が分かる都内の首都高速道路を除雪する皆さんはここに来て訓練しています。

今、毎年来ている。向こうもここだと思っているのです。ただ、いろいろな事情があるでし

ょうけれども。向こうは雪を落とすところがなかったりとか、あるのでしょうけれども、技

術をここで磨く。そういうところは胸を張ってよいところなのではないでしょうか。 

そういうことがもっと来てもいいし、加えまして、雪に関する様々な知見を集めていくと

いうことで、除雪だけではなくて、昔は国鉄時代から新幹線の技術なども全部南魚沼で研究

されたのです。こういうことが今ちょっと下火になってしまっているから、我々としては、

そういうことも含めた様々な雪に取り組むことの聖地みたいなのです。そういう研究とか、

そういうことが頼れる場所になればいいと思っていますが、議員はいかがですか。 

○副 議 長  ３番・笠原大輔君。 

○笠原大輔君  ２ 冬期除雪体制の将来像と広域連携の在り方について 

本当に誇りの部分なので人手だけではなくて、そういったあらゆる知見を生かして、どん

どん強みや誇りを高めていただきたいと思います。 

すみません。時間がないのですが、最後１点だけ。人手不足の中に高齢化や技術だけでは

なくて、年齢的にも技術的にもできるのだけれども、降り続いている間、オペレーターさん
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は実は自宅の除雪をなげうって来ているという、実は隠れたテーマがありまして、その点に

関して、何をしようということではないのですが、その点に触れていただいて、ちょっと思

いがもしあれば、最後１点だけお願いいたします。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  ２ 冬期除雪体制の将来像と広域連携の在り方について 

なるほどと思って今聞きました。それはそうだという感じです。それがゆえに、オペレー

ターのほうはやはり若くないと体力的に難しいのかというところがあれば、やはりその辺の

ところ、前にも同じことを考えた。お医者さんの話がありました。この当地に来てくれるお

医者さんがすぐにでもうちから出勤できるように、昔、大和地域の人が特にそうだったそう

ですけれども、雪掘りまでしていたそうです。駐車場の雪も朝どかしておいてあげて、そう

いう切実な思いの中でここの地域医療が始まってきたことを考えると、今言われているのだ

ろうと思うのだけれども、そこをどういうふうな体制で補完できるかということも含めて、

考えなければいけないです。 

そういうときに、前線に出られないけれども、待機はしているけれども、そういう思いで、

自分もそうだったからという思いの中では、経験した先輩たちがいるではないですか。そう

いったところを、何かこうシステムで補完できる。そうしないと若い人たちが飛び出してい

けないです。というか、これはこれから考えてみませんか。でも、すごくよい視点だと思い

ます。 

〔「終わります」と叫ぶ者あり〕 

○副 議 長  以上で、笠原大輔君の一般質問を終わります。 

○副 議 長  質問順位９番、議席番号 11 番・目黒哲也君。 

○目黒哲也君  傍聴者の皆様には議場に足を運んでいただきまして、誠にありがとうござ

います。 

防災士の養成と活動の推進について 

それでは通告に従いまして、このたびは大項目１点、防災士の養成と活動の推進について

でございます。 

まず、明日３月 11 日は東日本大震災から 15 年という大きな節目を迎えます。改めまして、

犠牲になられました多くの方々には深く哀悼の意を捧げますとともに、ご遺族の皆様には心

よりお悔やみを申し上げます。15 年が経過しましたが、まだまだ復興も道半ばの地域も残さ

れております。また、心に傷を負った方々も多く残っております。被災地の皆様方の生活が

１日も早く平穏を取り戻すことを心より願っております。 

このような大規模な災害ばかりではなくて、近年の気象変動によりまして、これまで経験

したことがない豪雨、洪水、土砂災害等が全国各地で発生していることから、防災・減災に

取り組んでいる自治体が多くなっております。当市でもトイレトラックの導入や、浸水深と

避難場所を表示した電柱標識の設置、さらに今後、道の駅の防災拠点化、広域災害応援派遣

車両やＡＩオンデマンド交通ＭＯＳＳの導入を目指し、強力に防災・減災施策に取り組んで
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いるところでございます。 

市内の防災士資格取得者は、令和６年時点で約 80 人おり、その中の情熱ある有志の皆様方

で一般社団法人南魚沼防災活動センターを設立し、防災啓発や備蓄の推進など現在活動を行

っているところでございます。また、５年ほど前、一般質問で提案させていただきました防

災士養成講座も、令和７年には市内で初めて開催し、多くの人が受講され、資格取得試験に

75 人が合格したところでございます。 

防災士は日本防災士機構が認証する民間資格で、自助・共助・協働を原則とし、防災意識と

知識、技能を有しており、平時の防災啓発や備蓄の推進、災害時の避難誘導、救助支援、避難

所運営などでリーダーシップを発揮することが期待されております。よって、防災士は資格

を取って終わりではなく、継続的に地域の防災活動や、住民、学校、企業、行政をつなぐハブ

となって、地域の防災力向上を担う存在であります。 

今後、防災士を地域の防災リーダーとして育成し、南魚沼防災活動センター、自主防災組

織、消防団との連携、また災害対策車両等の活用により、地域の防災力向上につなげていく

取組についてお伺いいたします。 

壇上より以上でございます。 

○副 議 長  目黒哲也君の質問に対する市長の答弁を求めます。 

市長。 

○市   長  防災士の養成と活動の推進について 

それでは、目黒議員のご質問にお答えしてまいります。今回は大項目１点に絞られて、防

災士の養成と活動の推進についてであります。 

まずは市内に在住している防災士の方々のこの人数について、令和８年１月末で 184 人で

す。このうち、75 人の方は先ほどお話がありましたけれども、令和７年度実施しました防災

士資格受講費補助事業を活用していただいて資格を取得した方々であります。今 184 人いて、

75 人の方が令和７年度資格を取得した。年齢構成が 20 代から 80 代まで、すごいと本当に思

います。幅広くて、男女比はなんと６対４なのです。これもすごいと思います。幅広い世代

の方々が防災士になられたということで、地域防災力の高まりと継続性の強化は非常に期待

大だと思います。 

この試験ですけれども、試験にくるセンターの人たちが、新潟市は確かに受ける人が多い

らしいですけれども、南魚沼市は県内断トツで、これだけの人が受けてくるというのは驚い

たという話を、すごいと本当に思っております。この幅広い方々がなられたことで、これは

本当に期待していますし、今後はこの方々といかに連携して防災力の向上につなげていくか

が課題だと私も思います。 

市が防災啓発活動の業務を委託している――先ほどもお話があったかと思いますけれども、

一般社団法人化していますが、南魚沼防災活動センターの皆さんの活動に、防災士になった

方々ができればこぞって加入してもらいたいという思いであります。そういうお願いをして

いるところです。南魚沼防災活動センターの皆さんからは、会員の増加を見据えた新年度の
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活動方針について、現在市とも協議をしているところでありまして、防災活動に関するスキ

ルアップ研修の実施とか、こういうことで連携しながら進めていこうということで予定して

おります。 

いろいろ具体的にお聞きになっている一つ一つにお話しをします。自主防災組織です。非

常に当市の特徴です。中越の震災を受けて、広く市内に立ち上がってきた、それぞれの自治

体がほとんどやっているから、二百数十の自主防災組織があるのですけれども、実はこれも

特筆すべきことなのです。 

この連携につきましては、防災士の方々から引き続き知識の習得に努めていただき、最終

的には、ぜひこうなってほしいと思っているのは、それぞれの防災士の皆さんがお住まいの

行政区、私であれば例えば石打とか、目黒議員だったら東泉田とか、そこの地域の行政区は

ほとんど自主防災組織とイコールです。そういうくくりですので、ここにおいて地域の防災

担当たる方々となっていただいて、防災啓発活動などに携わるとか、それぞれ連携していた

だきまして、市全体の防災力を高めていくことに寄与していただきたいと本当に思っている

ところです。 

市内で大規模な災害が発生した場合を今度は考えます。大規模な災害が起きたときには、

市の職員による避難所開設の初期対応は市がもちろんやりますが、その後、運営面では地域

の方々の協力が必要不可欠です。全部を行政任せにされてもできません。だけれども一緒に

なって取り組んでいくということだと思うのです。その中で特に、避難所開設が長期にわた

るような場合、一晩だけだとか、そういうことだったらあまり問題は起きないと思うのです

けれども、長期になる場合には防災士の方々からぜひリーダーとして力を貸していただいて、

避難所運営の体制づくりなどにぜひ力を貸していただきたいと思います。今後の地域防災計

画の見直しについても、それらのことを念頭に置いて、地域づくりを進めてまいりたいと、

私は非常に心から思っていますし、必ずそういうことに応えてくださる皆さんではなかろう

かというふうに思っている次第です。 

消防団との連携のことです。お聞きなので、これは指揮命令系統がどうしても異なってい

ます。消防団は消防団です。厳格な指揮命令系統になっています。消防団長からの命令によ

って活動する非常勤の特別職の地方公務員です。だからそういう意味では、身分が保障され

ているということも含めて、少し置き方が違うわけです。明確に示すことは難しいですけれ

ども、災害時の役割分担とか平時の際の啓発活動などで、連携について協議する場の設定も

含めて、今後これは検討していきたいと考えております。立場は違うのですけれども、でも

同じ目的に向かって進めている人たちですので。 

それから災害対応の車両の話もありました。これを最後にします。春以降、トイレトラッ

クをイベントなどで活用するなどして、災害時のトイレ問題の啓発を行っていきたいと考え

ています。トイレトラック導入の本旨は、災害時でも衛生的なトイレを提供できるというこ

とはもちろん、そのためにやっているのですけれども、それ以上にまた日頃から各家庭でも

トイレの機能を備蓄する――言葉がおかしいか。携帯用のトイレとか、例えばそうなるので
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すということを認識してもらった上でいてほしいということです。なので、これらの災害時

のトイレ問題全般の意識の高まりとかを狙ってもやっているということでご理解いただきた

い。 

防災士の方々が出前講座などで講師を務めるような際には、トイレトラックを同行させて

いただいて、私ども市も一緒になって、そして啓発活動に利用するなど、市民一人一人が災

害時のトイレ問題ですとか、そこから引き続きの防災全体の意識の在り方とかを高めていき

たいと考えておりますのでよろしくお願いします。非常に防災士の皆さんには期待すること

大であります。 

○副 議 長  11 番・目黒哲也君。 

○目黒哲也君  防災士の養成と活動の推進について 

今ほど市長がおっしゃったように、誕生しました多くの防災士の方々が、各自主防災にき

ちんと存在していただけるようになれると、現在この地域の自主防災組織が充実するという

中で、さらに充実していくために大変重要なことだと思っております。 

そういう意味で、なられた方々を必ずそこに配置しろというわけには、恐らく市としてお

願いはできるけれども、強制はできないかと思うのですが、そういった配置できるような形

で、現在合格された方々のモチベーションが高いうちに、先ほど言ったスキルアップ研修等々

を考えられるということですが、そういう中で、現在その研修もそうなのですが、南魚沼防

災活動センターが各行政区で防災の講習会やセミナー、そういったものを現在出前講座で行

っております。 

令和６年は 12 回、令和５年は 13 回されたと聞いております。その中で活動センターの方々

からお聞きしますと、感じた課題が５点あったということでございます。１点目は、災害に

関しての市民の機関が非常に少ないのではないか。２番目に、行政ごとの意識の差が大きい

のではないか。３点目に、非常持ち出し袋、簡易トイレ等の準備がまだ少ない。５点目が、防

災マップの見方が分からないという市民の方々が多いのではないかというのを、その出前講

座に行きながら感じた点ということですが、これが恐らく現在、南魚沼市が直面している近々

の課題ではないのだろうかということで思っております。 

そういう意味で、もう少し各行政区等でこういった出前講座を進めていける――令和８年

度はまた最新のハザードマップが全戸配布される計画であると聞いておりますので、そうい

ったいわゆる行政区や市民への防災啓発や防災倉庫の備蓄、あるいは家庭の備蓄の推進を進

めていくのに、そういった出前講座をもう少し強力に市も支援しながら、南魚沼防災活動セ

ンターをバックアップしていけないかどうかということを考えているのですが、市長の考え

をお聞かせください。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  防災士の養成と活動の推進について 

今、じっくり聞かせていただきました。そういうふうになればよいと思います。今この資

格を取られたばっかりのモチベーションが高いという状況、ずっと高い方々のはずですけれ
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ども、特に今高まっている中で、やはり令和８年度はスキルアップ研修をまずは開催してい

こうという、一緒になって頑張っていただければという思いです。  

加えまして、すぐに行政区長会がありますし、行政区の皆さん方に対してアンケート調査

等も行って、有効な様々なそういう催しというか講座とかもあるのでしょうか、まだほかに

もあるかもしれない。そういったことについてのニーズ調査といいますか、こちらも積極的

に呼びかけた上でのニーズ調査にならないと駄目ですけれども、そういうことをやりながら

連携を深めていければと思います。 

自主防災組織との在り方とか、その中にも加わっていただくとか、その地域の方だし、自

主防災組織と別建てだけではないではないですか。そういうことをこれからどうやるのだと

いうことが詰まっていくと話がすごくよいのではないかと思うのですけれども、どうですか。 

あと学校なんかもあります。学校なんかの防災座談会とか去年も、もう既に今年もやって

もらっているのです。そういったことをもっとやっていって、すごくよい形になっていくの

ではなかろうかと思いますけれども、その上で、例えばこういうことを市としてはお願いし

たいというような、例えば委託をするような事業が出てくれば、またそれはそれなりに、い

ろいろ協議していけばよいのではないかと思っています。 

以上です。 

○副 議 長  11 番・目黒哲也君。 

○目黒哲也君  防災士の養成と活動の推進について 

南魚沼防災活動センターの皆さんも、各行政区あるいは地域づくり協議会の会長のところ

をお伺いしながら、一生懸命出前講座の啓蒙活動をしているところでございますが、なかな

か行政区の予算が決まっておりまして、出前講座をすると若干の経費が行政区もかかるよう

でございます。そういったところへ、そういった部分での市からの補助、助成等があると、

またやりやすいのかという声も聞いているのですが、そういったのはご検討できないかとい

うところでございます。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  防災士の養成と活動の推進について 

この前の答弁で言っているつもりだったのですけれども、そういうことが出てくれば検討

するべきことだと思います。それからずっと私のほうから標榜させていただいている 12 の地

域づくり。今回、地域づくり協議会の職員の方なんかも含めて、防災士の資格を取ってもら

ったりというのも実はやっているのです。なので、全部それが絡んできて、より強固なもの

になるのではないですか。 

だからこれからの 12 地域づくりの中で核になる人たちは、例えば地域の行政区の皆さん、

そして例えば自主防災組織を含んだ地域、それから今度市役所もいろいろ外に出ていこうと

いうことで、そういうことも相まっていきながら、加えてこの防災士の皆さんがそこで多く

存在していてくれたら、これはすばらしい地域になると思うので、そういうことについて何

事かそういう講座をやるとか、みんなで意識を高める会をやるとか、そういうことをやる場
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合には、これはもうやっていくのが当たり前ではないかという思いです。これは今後になる

かと思いますけれども。 

○副 議 長  11 番・目黒哲也君。 

○目黒哲也君  防災士の養成と活動の推進について 

先ほど学校での講座もやっていますということだったのですが、防災士というのは年齢、

あるいは性別、国籍にかかわらず誰でも取得が可能で、特別な受験資格も必要ないですし、

研修内容、講習が成人向けというところもあるのですが、また日本語の受講ということで、

そういった部分のハードルはありますが、多いのが中学生以上で、防災士の資格にチャレン

ジする方々も最近非常に増えてきておりまして、ちなみに 2024 年には、全国最年少７歳の男

の子が防災士に合格したということもあります。そういう意味で、現在防災教育も進めてお

りますが、一歩進んだところで、中学生の方々に防災士にチャレンジできるような取組も考

えてもよいのかというのを思っているのですが、市長の考えがありましたらお願いします。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  防災士の養成と活動の推進について 

やはり防災士というのは特にボランティアリズムの最たるものなのでしょう。それ以外に

違う仕事が発生すれば、いろいろあってもよいと思うのですけれども、基本はそうだと思う

のです。面白いですね、７歳の子って字が全部読めるのですか、分からない。どういう試験

なのか分からなくてすみませんけれども、でもすばらしいことではないでしょうか。これは

教育長から答弁しなくてもいいですか……（「いい」と叫ぶ者あり）ちょっとそこまでしませ

ん。なので、でも面白いと思います。 

私は前にもここで１回だけしゃべったことがあるけれども、忘れていると思うのですが、

私は、先ほどから言っているように本業は食堂のおやじなのです。なので、そのときに実は

石打地震があったのです。あれは中越地震の後だったか、ちょっと忘れてしまいましたが、

すごかったのです。石打断層があるのですごく揺れたのです。あのとき本当にいっぱい死ぬ

かと思うくらい、店の中に人がいっぱいいたのです。これは窓が全部落ちるとか思ったので

す。そのときに私はあまりの驚きにしばらく動けなかったのです。恥ずかしかった。そした

ら、高校生のアルバイトの子が全部お客さんを伏せさせたり、指示を出していたのです。私

は店長です。びっくりした。そうしたら、学校でちゃんと訓練していましたと、このすごさ

です。だから私は恥ずかしかったです。 

だから、今の中学生とかの問題は必ず人生で生きることになるだろうと直接思えるので、

これはいろいろまた検討したりして、すぐここでやるとかやらないとかの話ではないと思う

ので、検討する価値があるのではないかと思います。 

○副 議 長  11 番・目黒哲也君。 

○目黒哲也君  防災士の養成と活動の推進について 

今の市長の経験から、貴重な経験もございます。ぜひ子供たちにも、そういった志ある方々

にチャレンジしてもらえると、その後のいろいろな部分でまた生きてくるかと思っておりま
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す。 

また、先ほど出ておりましたけれども、消防団も含めてですが、自主防災組織もそうです

し、消防団もそうですし、また消防団の中でも南魚沼市消防団女性部女組ですか、防災のお

はしもの歌が今結構ちまたでははやり始めている。市長も演奏していただきました。そうい

った活動もしている方々があるのですが、いわゆる防災に関わる方々の団体を一つの連絡協

議会のような形で、行政とそういう団体がつながるような協議会で、平時から様々な情報交

換を行いながら、またいろいろな活動の共有もしながら進めていくというのも効果的かと思

うのですが、市長の考えがありましたらお願いしたいと思います。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  防災士の養成と活動の推進について 

すばらしいことだと思っていますが、担当する部長、もしくは課長から答えてもらうこと

にします。 

○副 議 長  総務課長。 

○総務課長  防災士の養成と活動の推進について 

今ほどの質問にありました、ほかの民間団体等との関連ということで、今年はトイレトラ

ックも入りましたので、市内の民間のイベントや何かに参加できるような部分があれば、災

害用の車両ということで展示をしたりだとか、啓発ができるというふうに思っていますので、

その辺はまたいろいろアンテナを張りながら、そういう情報がありましたら、積極的に手を

挙げて参加していきたいと思っております。 

以上です。 

○副 議 長  11 番・目黒哲也君。 

○目黒哲也君  防災士の養成と活動の推進について 

できましたらぜひ、まずスタートは行政のほうからお声がけいただいて、各団体が集まる

ような協議会になれたらいいし、それから自走していければ一番よいかと思っております。

そういう意味で、そういった団体が一緒になった中で、防災訓練とは別に、昨年もある某団

体が幾つかやっておりましたけれども、防災フェアというのが開かれておりました。行って

みますと、地域の子供たちや保護者、多くの老若男女の皆様がたくさん集まって、楽しみな

がら防災に触れているところを見たときに、防災訓練とはまた別の意味で防災フェア、ある

いは市長が昨年ビックサイトの防災フェアでご講演をされたと思うのですが、そういった講

演があったり、女組のおはしもの歌の披露があったり、例えば古くなった備蓄した食品を実

際に振る舞ったり、様々な形で楽しい触れ合う機会ができるかと思うのですが、そういった

ものを、そういった団体の方々に行政からバックアップしてもらいながら、進めていけるよ

うなものが開けたらよいと思うのですが、市長のほうでそういったお考えがあるかどうかお

願いしたいと思います。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  防災士の養成と活動の推進について 
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防災というのは、もうまちづくりのキーワードだと思っているので、話は伺いました。い

ろいろまた、これからどんなことができるかとか、まちづくりの中の本当にキーワード中の

キーワードという気がします。なので、いろいろ考えてみたいと思っております。 

○副 議 長  11 番・目黒哲也君。 

○目黒哲也君  防災士の養成と活動の推進について 

そのような防災に関係する連絡協議会がきちんと進んでいきますと――実は中越沖地震の

ときにちょうど自分のほうで県の会の代表をしていたものですから、柏崎市の対策本部にオ

ブザーバーとして災害対策本部に入って、あのときは２か月くらい帰らずに一緒に活動させ

てもらいましたけれども、そういった形で様々な部分で災害が実際に起きたときに、そうい

った力にもなっていけると期待できると思います。ぜひ進めていただければと思っておりま

す。 

その中で今そういった関係団体の中に現在協定を結んで――先日の同僚議員からもありま

したけれども、協定を結んでいるところが民間だと 33 団体ありますし、自治体ですと 11 自

治体、避難所に関する協定で５団体、あと国とか県とか、郵便局ということであります。そ

ういった協定されている団体とは提携を結んで、内容等はあると思うのですが、発災してで

はすぐ動けるかというところもあるので、そういう部分の平時からの連携とか、情報共有と

か、そういったものというのは今現在やられているかどうかお願いしたいと思います。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  防災士の養成と活動の推進について 

全体的には、例えば南魚沼市民の防災訓練です。市民とちゃんとつけてある防災訓練なの

です。ここにおいて連携協定先と、防災協定先と、そういう方々の参加が非常に多いです。

行っていればもちろん見ていると思います。いろいろなところが出店してきていたります。

ただ、昨日も今井議員とのやり取りの中で、そういう想定されただけの訓練ではなくて、本

当にブラインド訓練に象徴されるような訓練などもという話になると、これはなかなかまだ

難しくてあれですけれども、これは担当の部長もしくは課長のほうに答えさせます。 

やはりそこをいかにすぐさまやれるようになるかどうか、連絡体制をちゃんと取っておく

とか、きちんと確立しておくとか、なかなかやりやすいようで、現場は混乱しますからとい

うことだと思うので、どういう体制でやっていくかという意気込みも含めてちょっと聞いて

もらいたいと思います。 

○副 議 長  総務課長。 

○総務課長  防災士の養成と活動の推進について 

災害協定先とは毎年年度はじめにお互いの担当者の連絡先の交換とか、そういうことはや

っていて、いつでも連絡が取られるような体制はしております。その中で実際の動きとしま

しては、今ほど市長からも話がありましたが、総合防災訓練の際に出店していただいている

団体があったりですとか、夏になると今非常に外が暑くなるので、その関連でクーリングシ

ェルターという遮熱の施設の登録というので、そういうところで協定の締結先の皆さんにご
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協力をいただいているという部分があります。 

そのほか、物資に関する協定の締結事業ですとか、災害時における市のほうで備蓄する備

蓄物資について、いろいろ流通備蓄や何かの部分もあるわけですけれども、その点をまた協

定先の皆さんと、全部私どもの備蓄量を市で持つ必要があるのかという部分も含めて、物資

の関連の協定の皆さんとは今後またいろいろな話をしていきたいと考えております。 

自治体の関連ですけれども、坂戸市との関連では、令和８年４月から私ども南魚沼市の職

員が坂戸市に派遣という形で行くことに決まっておりますので、それでいよいよこの首都圏

で大規模災害があった場合の、どういう動きをするかというところを詰めていくということ

を今後やっていくというふうに思っておりますので、今後もいろいろな部分で、協定先につ

いては協定の締結だけで終わらない形で進めていきたいと考えております。 

以上です。 

○副 議 長  11 番・目黒哲也君。 

○目黒哲也君  防災士の養成と活動の推進について 

今ほど坂戸市の防災安全課と総務課でいつも意見交換や情報交換をしていますというのは、

向こうの担当者からもよく聞いておりました。今回職員が派遣されるというところで、行政

のところはきっちりとそういった連携は強化されると思うのです。坂戸市ですと、自主防災

連絡協議会というのをオール坂戸自主防災連絡協議会というのが、一生懸命活動していると

聞いておりますので、ぜひそういった行政と行政、あと南魚沼防災活動センターはじめ防災

士の方々と、そういった坂戸市の自主防災連絡協議会との交流とかも進めていくと、より効

果が発揮していくのかと思うのですが、その辺も今後考えていけるかどうかお願いしたいと

思います。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  防災士の養成と活動の推進について 

その坂戸市の自主防災連絡協議会ですか、そういったところとももちろんそれはあるし、

様々あります。目黒議員は多分ＯＢになるのか、雪国青年会議所の人たちはあの地域の会議

所の人たちと、姉妹会議所みたいな提携までしてくれていて、私はそこに１回訪ねたことも

あるのです。だからそういう皆さんに防災上のときにいろいろな形でお世話になったりする

こともあり得ます。 

だから今回、令和８年４月１日からやっと南魚沼市から職員を向こうに派遣します。そこ

でやるのはもちろん当初からある防災協定の坂戸市民の皆さんを助ける、逆もあるわけです。

あるのですけれども、そこを進化させた形の首都圏直下型のすごいものが起きたとかを想定

している、もっと深掘りした防災拠点に及んでいるわけです。だから私どもの住民ではない

かもしれません。住民票を異動すれば、市民ではないかもしれないけれども、でも、そんな

ことを言っていられないわけで、何か起きた場合には坂戸市を目指しなさいを合言葉にして

ほしいということを言っているわけです。それを立ちどころに立ち上げられる職員を向こう

に置くということなのです。 
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そしてふだんはいろいろな交流をさせてもらって、お互いに信頼関係をつくっていかなけ

ればいけないから、そういう意味では、先ほどいった自主防災組織の皆さんとやるとか、今

後は防災訓練の中に、坂戸市の訓練に我々が参加していきながらということも想定していか

なければいけないです。その立ち上げができるかとか、バックからの支援はどういうふうに

やるのだとか、どういう援護のやり方があるかとか、物流のやり方はどうするのだとか、様々

あると思います。 

そういうことを想像力をたくましくして、いろいろやっていくことや、我々に関連してい

る、我々の市で起きた場合に助けていただけるという連携協定を超えた何か――例えば、ア

ズコムというすごい物流会社とは、そういうことも含めて実は話をして進んできているので

す。なので、これから考えなければいけないことはいっぱいあるのではないでしょうか。そ

ういったときに地域力として、今日のテーマになっている防災士の皆さんと、どういうふう

にそれを進めていくことができるかとか、テーマはより高度なところまで含めて、同じとこ

ろで話合いができていったらすばらしい地域になる準備ができるのではなかろうかと思いま

す。 

○副 議 長  11 番・目黒哲也君。 

○目黒哲也君  防災士の養成と活動の推進について 

市長がおっしゃるとおり、確かに坂戸市で防災訓練というのは非常に必要だと今、話を聞

いていて思いました。トイレトラックの後に、今後は広域災害応援派遣車両の導入等々も検

討されているところだと思うのですが、こういった車両というのは、例えば防災士の資格を

持っている人がお借りして運転できるとか、そういうのはできるのですか。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  防災士の養成と活動の推進について 

その問題は非常に大事なことなので、今はこういう状況ですということを少し話しします。

このトイレトラックの活用については、災害派遣トイレネットワークの協定に基づく被災地

への派遣は市の職員が対応することになりますが、市内での防災関連のイベント、講演会な

ど様々な場面で活用してもらい――そういうことはできると思うのです。昨日の今井議員か

らのご質問にお答えしているかと思うのですけれども、令和８年度予算では今の話の防災専

用車両の宿泊等を兼ね備えた車両のことです。このことについて現在予算を皆さんに審議し

ていただくことになります。 

ただ、公用車なのです。なので、運転は基本的に職員。トイレトラックは現在交付されてい

る普通自動車の免許証では運転がまずできないこともあったりして、少しハードルが高いの

です。これは準中型免許の取得が必要となっているほか、職員以外がこの公用車を運転した

場合のことは、万が一、事故があった場合には損害賠償は自己責任になってしまうのです。

不利益になるということがこれはあります。残念ながらそういう状況なのです。そのため、

防災士の方々が公用車を運転することには慎重な判断といいますか、少し違う角度から話を

しなければいけないと考えております。ただ、今はそうですけれども、では、どうやったら
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それができるかということはこれからになろうかと思います。 

○副 議 長  11 番・目黒哲也君。 

○目黒哲也君  防災士の養成と活動の推進について 

いろいろな災害応援車両が最近多く出てきております。今でいうと、今回ですとトイレ、

そしてそこに派遣するときの休憩、泊まれる場所の車、あるいは実際行ってみると食べるも

のがないのでキッチンカーとか、いろいろな災害車両が出てきているのですが、そういった

部分で、市長は今後そういった災害の応援派遣車両みたいなもので、これから導入を増やし

ていく計画とかございましたら、お願いしたいと思います。ないようでしたらいいです。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  防災士の養成と活動の推進について 

あるかないかの議論ではなくて、こういったものが必要ではないかと思っているのは、持

論めいたところを少しいうと冷凍車。向こうへ行って煮炊きではなくて、そういうものでは

ないのではないですか、最初に起きている状況というのは、だから冷凍車。発想はあるお年

寄りの施設というか、高齢者施設の大きい組織の全国的にはすごい規模の会長とお会いした

ことがあったときに、そのときに実は発想があったのです。トイレ、それからキャンピング

カー、もう一個は「冷凍車だよ、林君」と言ったのです。それが数年前。何かそのとき感じる

ところがあったのです。もう一つはお風呂とかです。 

この間、防災展というところで、東京ビッグサイトに行かせてもらって講演しました。そ

のときにいろいろ見させてもらったとき、ある程度大きいトラックだったら運べる、何てい

うのですか炊事場全部、持っていってそのままぽんとそこに置いておくだけ。こういうもの

ができているのかと思って、防災展というのは今後みんなでいろいろ見に行く機会を多くし

たほうがいいと思って実感したのですけれども、やはり日進月歩なのです。お風呂もついて

いたり、すごいと思って。なので、いろいろ考えるところがありますが、導入するかどうか

なんてことは話をしているわけではありませんが、えらいいろいろなところが進んできてい

ると実感しています。 

○副 議 長  11 番・目黒哲也君。 

○目黒哲也君  防災士の養成と活動の推進について 

防災士の養成試験というのは 2003 年から始まりまして、2006 年１月末現在で、全国で防災

士合格者が 34万 7,564 人、県内ですと 7,746 人と聞いております。その中の 184 人が南魚沼

市の防災士ということになります。来年度もその防災士養成講座等とも計画されているので

すが、市長がこれから防災士を養成して、各地域づくり協議会と連携しながら進めていく中

で市長の今後考える――どこまで養成講座で防災士を増やしながら進めていくか。最後にお

聞きして終わりにしたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  防災士の養成と活動の推進について 

結構費用がかかるというのがあるのでしょう。でもそこをちょっと脇に置いて話しをすれ
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ば、みんなの防災意識が高まっている地域をつくり上げるということを考えれば、やはりそ

の方々が増えるように、今回は割と手厚い支援をしながら防災士の方が増えました。ただ、

ずっとそれを続けていって、市民の若い人たちがみんな持っているなんていうところを目指

すといっても、なかなか大変なことでしょうけれども、本当は自発的な試験だと思うから、

そこの辺はバランスがいるのでしょうけれども、なるべく多くなっていったら面白いと思い

ます。特に若い世代がそういうことを取ろうと思うようなことに及んでいければ、心強いも

のがあるのではないかと思います。だから、どのくらい目指すとか、ＫＰＩみたいなことは

ちょっと言えませんけれども、数値化はできませんが、そういうことが進んでいったらいい

ですねという感じです。 

○副 議 長  11 番・目黒哲也君。 

○目黒哲也君  防災士の養成と活動の推進について 

今お話を聞いていて思い出したのですが、今回防災士試験を受けた方の中で、現在市内の

女性の方なのですが、保育士を目指して専門学校に通っている方が今回受けて、受かったの

です。その彼女に聞くと、保育士になっても防災士の資格があれば、子供たちの命を守れる

のだという思いで受けたのですと聞いたときに、なるほどと思いまして。 

ですから、行政でするといっても予算もかかるのですが、やはり今後は民間も各職場に防

災士がいることによって、実際災害が起きたときに非常に活躍していただけると思うのです。

そういう意味では、今後は行政と民間と連携しながら防災士の育成を進めていく必要もある

と感じております。最後と言ったのですが、今の話の中で、もう一回市長がどう考えている

かお聞きして終わりにしたいと思います。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  防災士の養成と活動の推進について 

公式の答弁なのですけれども、あまり公式っぽくなくというか、思いを語らせてもらって、

例えば、そういうことが採用条件になっているとか、そういう会社が増えると、先ほどの南

魚沼防災活動センターの皆さんのやっていることは市とも連動してやっていただければ、防

災の観点――このくらいの高いところまでみんなで頑張っていこうということがあれば、そ

れが個々の企業にも入ってくるわけではないですか。市のほうで将来――まだ分からないで

すが、防災士を持っている人は点数が上がるとか、そういう言い方ばかりすると、ほかもあ

るだろうと言われてしまうと困るのですけれども、防災というのは先ほどから言っているよ

うにキーワードなので、そういう意識を持っている人が増えてほしい。 

世の中全般がそうなってきたとするならば、例えば南魚沼市の子弟といいますか、子供た

ちにそういうことを英検の何級とかと同じように、将来にわたって世の中を歩いていくとき

に胸張っていけるように、そういうところに資格取得を奨励していくような制度を設けると

か、世の中全体がもっとそうなってきたら最高だと思いますけれども、ということでござい

ます。 

〔「終わります」と叫ぶ者あり〕 
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○副 議 長  以上で、目黒哲也君の一般質問を終わります。 

○副 議 長  一般質問の途中ですが、ここで休憩といたします。再開を 15 時ちょうどと

いたします。 

〔午後２時 43 分〕 

○副 議 長  それでは、休憩を閉じ一般質問を再開いたします。 

〔午後２時 59 分〕 

○副 議 長  質問順位 10 番、議席番号９番・大平剛君。 

○大平 剛君  皆様、お疲れさまでございます。今回は、大項目１点について質問させて

いただきます。また、本日議場にお越しの皆様、インターネット等を介し放送、またラジオ

放送を聞いていただいている皆様にお礼申し上げます。市政に興味を持っていただいてあり

がとうございます。 

八海山麓観光施設再整備について 

 それでは、今回は八海山麓観光施設再整備について質問させていただきます。 

議会全員協議会で示されました案において、地域活性化拠点施設として再整備を進めるた

め、センターハウス改修に向けた設計を行うということが示されました。また同時に、３月

５日の産業建設委員会においてその内容も示されました。そこで、将来への展望を踏まえて

以下を伺います。 

（１）今後の整備についての考え方。 

（２）公営スキー場として民営スキー場との違いを生かした運営への考え方は。 

壇上からは、以上となります。 

○副 議 長  大平剛君の質問に対する市長の答弁を求めます。 

 市長。 

○市   長  八海山麓観光施設再整備について 

それでは、大平議員のご質問にお答えしていきたいと思います。大項目１点でありますが、

八海山麓観光施設の再整備につきましてということであります。１番と２番、お答えいたし

ます。 

 １番です。今後の整備についての考え方はということです。まずは、八海山麓の観光施設

について、どういうものであるかということを少し先に話をしてから進んでいきます。 

市民や観光客に余暇活動の場を提供して、利用者の健康増進そして地域の観光振興に寄与

することを目的として設置された施設であります。昭和 43年、私が１歳になりますけれども、

昭和 43 年にスキー場を開場して以来、主に市民の――当時は町民の皆さんですが、を中心に

多くの方々に利用されておりまして、近年では年間約４万人の来場者です。 

 コロナ禍を経て、夏季には合宿やアウトドア活動、市民に人気の懇親の場として、また新

たな取組としてはマウンテンバイクのコースなどを設置して、グリーンシーズンでの利用促

進にも力を入れているところとなっています。利用者数が減少したこともありましたけれど

も、このような取組によって年間を通じて利用者数の回復が図られてきたところであります。
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あとは地域のみんなで頑張る姿勢がすごく出ているということをつぶさに感じております。

ホワイトカーニバルでしたか、先般行われました。本当に地域の皆さんが頑張っているとこ

ろです。 

 ただ一方で、索道設備を中心とした施設全体の老朽化が進んでいることから、施設継続を

進めるべきかどうするかという、可否について以前から議論が交わされてきたところであり

ます。 

 現在、民間スキー場では、インバウンド観光客の増加、または施設維持費の増大に伴いま

して――当然です、いっぱい施設投資をするので――こういったところが多くなりまして、

リフト券の価格が値上げされる、また公共的な利用が難しくなる傾向にあると最近つとに考

えて、思っております。その結果、競技スキーの練習の場所として、または市の親善スキー

大会に象徴されるような各種のスキー大会、これらについては地域の大会を開催できる場所

が非常に少なくなってきております。選手の育成とか市内のスキー人口の維持、特には子供

たちも含めた若いそういうところに影響を及ぼしていると私は思います。ひいては、市民が

気軽にスキーを親しむ機会もやはり残念ながら少し失われつつある。 

私も石打でスキージュニアの会長を長く務めてきました。スキー大会の運営もあまたやっ

てきたつもりであります。当時からも言われていたのですけれども、インバウンドとかの流

行がある前から、段々とそういうことを受け入れないところが多くなってきたというのはず

っと見てきました。特に最近はナイターですとか――ナイター練習が主なのです。スキーの

子供たちというのは。これらも少し、言葉は悪いのですけれども、なかなかコースを好きに

使わせてもらえなかったりとか、いろいろあります。大会については私が 30 代のころから既

に、競技会というのはコースをそうやっていっぱい使いますから、そういったことに対する

少し締め出しというと言葉が悪いのですけれども、そういうことはずっともう始まっていま

した。これらが最近は特にインバウンドの流行の後、すごく強まっていると思います。リフ

ト券の料金などを見ても、値上がりがもうそれは大変なものです、ということであります。 

 さらに、市内各施設の老朽化によって、地域コミュニティ施設も減少している。全然違う

角度ですけれども、いろいろなところで今老朽化が進んでいたり、統廃合を考えなければい

けない時代になっています。こういった視点もまずある。その機能を補うことのできる複合

的な施設が求められてきていると私は特に最近考えていますが、いかがですか。こういう視

点から数年間――八海山麓観光施設の再整備については、当初、私が市長になったときには

完全に廃止の方向だったのです。例の公共施設統廃合の計画の中では廃止という文言だった

のです。これを少し待てと言ったのは私です。 

私はスキー場の生まれ育ちであって、特にスキー場のやめていったところの地域の寂しさ

というか、地域力の活力のなさというのをつぶさに見てきたと思っているのです。そういう

中も含めて、ただやめるのではなくて、いろいろ考えてみようということから、実は出発し

ています。 

そういう中では、数年間、熟慮してまいりましたが、やはり大和地域唯一かつ市唯一の市
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営スキー場である八海山麓観光施設については、観光やスキーだけではなく四季折々の市民

の余暇活動または体験・学習の場として、様々な意味を持たせて持続させていくべきではな

いかとの考えに私は至っております。その中でいろいろなことを今進めてきております。市

民と観光客が集える交流の場としても重要な役割を果たしてほしいということから、ここが

ポイントですが、多角的な視点を持って、ただ単にスキー場のリニューアルではない。そう

いう視点で再整備に取り組んでまいりたいと考えております。 

２番目であります。公営スキー場として民営スキー場との違いを生かした運営の考え方は

ということです。 

民営スキー場では、当たり前でありますけれども利益の追求が――いろいろな目的はある

と思いますが、第一の目的はそこです。しかし、公営スキー場である八海山麓スキー場は条

例で定まっているのですが、地域住民への余暇活動の場の提供そして健康増進、地域の観光

振興、これらを目的として設置されております。 

そのため、先ほども申し上げたような例えば競技スキーの練習場、子供においては初めて

のスキーの体験とか、例えば親子連れで安価に遊べるといいますかスキーに親しむこと、雪

に親しむことができるとか含めた場所。そして、スキーの大会等による――スキー大会とい

っても運営した人や人間として非常に苦慮するのは、開催地との理解の度合いなのです。 

それが先ほど言ったような、ちょっと口説き文句に聞こえたかもしれませんが、大変なの

です。そしてそこの備品です。例えばポール、計測器、防護ネットに至るまで、運営側は物す

ごく苦労します。そういうことを見てきた人間として、これらの課題にもし対処できるので

あれば、そういう場所づくりとして私はそこを定めていくのが、一方での公営スキー場の一

つの目的でなければならないと考えています。そうでなければやる必要もないと思うくらい

です。選手育成、または市内のスキー人口の維持に影響を及ぼしているということでありま

す。 

利益追求施設では対応が難しい様々な課題、決して利益を追求するなと言っているわけで

はなくて、もちろん運営を持続可能にするためには利益も出さなければいけない。そういう

ことを併せ持った中で、八海山麓スキー場は公営スキー場であるからこそ取り組めることが

様々にあると判断を私はさせてもらいたいと思っております。 

民間施設とは一線を画しながら、しかし一方では利益を得ることも必要な施設であること

も踏まえながら、将来にわたってこれは続けていける体制を取らなければいけないと思いま

す。今スキー場の運営などというのは口で言うほど簡単ではなくて、民間の本当に大変頑張

っているところでも潰れていくのです。この状況にある中で、今ほど私が言っていることは

どれほどの重みを持っているのかということを、やはり携わってきた皆さんも、もう一度再

考もして、そして広く市民の皆さんに理解を得るための一つの条件として、子供たちの育成、

例えば雪に親しむ、そういったものとしての様々なところを併せ持って、これに向かってい

かなければならないと考えているところであります。そのための施設とぜひなってもらうよ

うにという思いであります。 
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以上であります。 

○副 議 長  ９番・大平剛君。 

○大平 剛君  八海山麓観光施設再整備について 

それでは再質問をさせていただきます。まず、先ほど老朽化が進む施設という話が出まし

たけれども、多分私が思うに、東開発センターがこれもまたかなり古くなってきまして、正

直に言うとあそこは冷暖房がないものですから、夏場あそこで東地区の人たちが集まってい

ろいろ事業を行うのですけれども、大変過酷な暑さの中で汗水たらして、いうなれば、令和

７年度の市役所よりも暑いような状況でやっているときもありますというか、もうできなく

なっているところもあります。そういったわけで、開発センターを建て直してほしいという

要望が以前あったわけですけれども、今回センターハウスということで、恐らくそういう要

素も含まれているのかと思っております。 

また、複合化という意味でいえば、大崎地区にある湯咲荘も今古くなっていまして、それ

が壊れてきた場合においてはやはり今後、直せなくなったらおしまいというような話を以前

されたこともありましたけれども、そういった施設を統合化していくという意味においての

統合化という話があったと思うのですけれども、その点はそういうお考えなのかという１点、

確認をさせていただきたいと思います。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  八海山麓観光施設再整備について 

先ほどの答弁の中でも、単にスキー場をリニューアルかけるということだったら、それの

みだったらスキー場の運営をやめたほうがいいです。はっきり言ってそんなに甘くないです。

だけれども、そこでちょっと違う角度なのです。今お話しをいただいている――これは私が

勝手に決めるわけにはちょっといかないのですけれども、湯咲荘となると大崎地区なので、

そういう意味で非常に町をコンパクト化と言っては悪いですけれども、ある種いろいろな機

能を集めて１点にしていくというのは、やはり進めていくべき方向というのを私は考えてい

て、ただ、それはそこの住民の皆さんも含めて慎重な議論が必要です。勝手なことは言えな

い。だけれども、できることならばこの施設も残してやっていきたいということが大きなテ

ーマとして住民の皆さんに広くあるのであれば、そういうところを考えてもらえませんかと

思いに至るに、市長だったら当たり前ではないでしょうか。 

 加えまして湯咲荘のことは、多くの市民の皆さんは地元にいないとほとんどのことはあま

り関心がないと思います。しかし、非常に大事な施設なのです。そして、あそこを利用され

ている皆さんからは、もう何年も私はいろいろ言われているのです。確かにそういうところ

がなくなっていくということは非常によくないと私は思っているし、物すごいやはり老朽化

している。いろいろボイラーの不具合が出たり、過去もあったと思います。そういうことを

含めてやっていく場合に、決して大崎とか東地区とかで線が引かれているわけではないとい

う点から考えて、みんながそういうことでもいいのではないかということになれば、やはり

あそこはそういう人の集まる場所に――どなたに言ったか、今回の答弁の中でスキーのお客
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さんだけではない観光の話が出たときに話しをしたと思うのです。そういうことがこれから

目指すべき姿ではなかろうか。 

だから、相対的に言えば、スキー場だけだったらそれは経営は大変だと思います。雪が降

らないこともある。そういうリスクもあるスキー場ですから。そういうことだけではないの

ですというところで、どれだけのことができるかというふうに考えることが重要ではないか

と私は思っているので、そうではなかろうか。できればそういうことで今回、新大巻地域開

発センターも今年中に立ち上がってくるわけです。お金だけをかけてよいものではありませ

んが、そういうところの観点からいけば、そのセンター的なところがそういう機能を併せ持

っていたら、みんなが理解してくれるなら、すごくなるのではないか。 

そして、今回のＡＩオンデマンド化です。そういう中で足の問題も解決しつつ、皆さんの

将来図を示していけるとするならば、私は効果があるのではなかろうかと考えますけれども。

そういうことを併せ持って進めようではないかという思いを持っている。まだ分かりません

けれども、そういうことです。 

○副 議 長  ９番・大平剛君。 

○大平 剛君  八海山麓観光施設再整備について 

分かりました。そういう思いは、私もちょっと前から思っていまして、数年前に、市長が覚

えていらっしゃるか分かりませんけれども、温浴施設と事務施設を併せ持った施設を八海山

麓スキー場に造って、そこを健康増進の拠点にしてはどうか。そういったものをやはり旧町

単位で造って、南魚沼市全体の健康寿命を延ばしたらどうかという話も前にさせてもらいま

したので、私はそういう意味では今回のそれは一歩になると思っています。やはり市長が言

われたとおり、ただスキー場というのではなくて、いろいろな目的を持って進める。そうい

うことがこの事業については必要になっていると思うのです。 

そんな中で、地域活性化に向けてやはり取り組むということなので、地域活性化に向けて

どういった施策をこれから展開していくのかというのも、今の考えでいいので教えていただ

ければと思います。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  八海山麓観光施設再整備について 

まず、大平議員と私の視点がぴったりしているかどうかちょっと分からないのですけれど

も、私はあの地区だけのものを造る、そういう再開発では駄目だと思っているのです。これ

は持論です。八海山麓スキー場のために造るのであれば、私はそれはちょっと違うと思う。

そうではなくて、あそこで様々な人材が集まって運営する――どういう形態になるかまだ分

かりませんけれども、そこは市内全体のこういうスポーツ関係とか、自然体験とかの何事か

の核になる場所になっていき、八海山麓のところに――分かりません。八海山麓スキー場は

もちろん今この事業でやるわけだけれども、そこだけを見ているのではなくて市内全部を見

渡す新しい取組を持ち込まないと、私は危ういと思っています。 

だから地域の活性化にはつながるでしょう。つながるけれども、もっと大きい意味がある
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というところを目指していく必要があると私は思うのですけれども、私の気持ちは今しゃべ

っているばかりだからまだ伝わっていないかもしれませんけれども、そういうことです。決

してあそこのところの場所だけのためにやるわけではない将来像を目指さなければ、私はい

けないと思っていますけれども、いかがでしょうか。 

○副 議 長  ９番・大平剛君。 

○大平 剛君  八海山麓観光施設再整備について 

市長の考えは分かりました。ただやはり言われたとおり、あそこが活性化するとなれば、

地域も活性化すると思いますので、当然そうなってきた場合に東地区だけではないです。あ

あいうところで活性化していくことによって、大和地域も含めた、例えばですけれども、浦

佐駅の活性化をやっていらっしゃいますが、それも活性化する。そうなってくると今度、近

場の五日町地区、城内地区、大巻地区、あの辺が活性化する。そういう波及効果が出るよう

な設備というか施策を練っていかなければ、到底これは市民の皆さんに納得していただける

ようなものではないと私も思っていますので、その点は市長と同じ考え方だと思っておりま

す。 

その上で、今いろいろな人員と言われましたけれども、ただ、どうしても正直に言えば、市

長もこの間の定例会で言われていましたけれども、人手不足というのは我々の地域にはどう

してもあるものです。特に八海山麓スキー場は、今一年中を通して動けるところもあるので

すけれども、どうしてもやはりシーズンによって必要な人員の数が上下しますので、そうな

ると年間を通してというわけにはいかなくなるところもあると思います。そうすると、どう

しても年間を通して仕事ができないために人手不足になる面もあるわけなので、実際、今ス

キー場でもそういう声が上がっているところもあるということは、私も聞いております。 

そういったところも含めまして、スキー場だけという意味ではなくて、これだけの投資を

すれば今後何十年もやっていかなければいけないと思いますけれども、その中でやはり人員

不足に陥らないために、今からどういう考えを持って方策を打っていかれるのか、そこの点

をお願いしたいと思います。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  八海山麓観光施設再整備について 

経営の中で一番大変なのは、スキー場の場合はやはり施設投資というのが大きいと思いま

す。加えて人件費です。人件費を全部公的なところが持ってやっていくのだったら誰でもで

きるのです。それでは経営ではないです。でも、先ほど言った公的な面も併せ持ってやって

いくということになると、そちらのほうも様々な課題を取り組みながらやるということで、

単に人件費を見ないとか見るとか、そういう話ではなくなってくる。ここが私はみそだと思

うのです。 

なので、例えば中学の部活動の問題とかあるではないですか。私が先ほど言ったジュニア

のクラブ長をずっとやってきました。もちろん私がスキーを教えているわけではないけれど

も、クラブ長としてやってきた。この中で考えていくと、当時からの課題はコーチ陣の人材
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の枯渇化というのがあるのです。これらもあって、今はまだそれでも群雄割拠状態というか、

それぞれのクラブが頑張っているかもしれない。やがて、そこをやっても大変になります。 

こういった場合に、例えばですけれども私どものところでオリンピックとか、今も野球ブ

ームもありますけれども、スポーツって何かそのときはみんな盛り上がるのだけれども、そ

の後、その人たちのアスリートの人生とかを考えたときに、我々のところはいかにあまりで

きてこなかったかと思うところはないですか。私はずっと思ってきまして、なので、あまた

のそういうことに取り組んできた人たちがその後、なかなか地元に帰って来られないとか、

帰ってきてもそうでもない仕事をやっていなければいけない。その状態から、志のある人た

ちがそこに集まってきて、そこでコーチ軍もできたりというようなスタッフの形態を先ほど

からちょっと匂わせながら言っているのです。だからそれは全市にそれが及んでもらいたい。

ただその場所としては、市営のスキー場のそこが専用版化するとか、そうすると、経営だけ

のことでやれば、とてもほかの民間スキー場と同じことだから締め出さなければいけないで

はないですか。そうではない、公共だから。そういうことを合わせていくと、様々なことが

解決していかないかという思いは、これは実体験としても何年もずっと考えてきています。 

なので、先ほど言った温泉施設の問題などもありますけれども、様々にそういう地域、特

にお年寄りの憩える場所とかも含めて、これが時間的や季節的にはバッティングはあまりし

ないと思うから、そういうふうにやっていけば、施設群をただ単に利益追求のための施設を

造って、そういう経営している場所ではなくなるわけです。そういうことではないですかと

思っていて、それをやるには多過ぎる。 

加えてあそこは学園都市構想という構想は今ないのですけれども、でも学校はいっぱいで

きている。例えば国際大学、北里大学そしてフロンティア高校もできてくるでしょう。こう

いったところの皆さんがそこに存続し続ける、例えば、地域からどんどん火が消えていって

しまえば、やがてはそういうところはなくなりますと、私は市長として危惧している。 

そういうことも含めて、地域づくりというのは全体を見渡してやっていかなければならな

いと私は思っていて、本当は建設予定地として考えた新ごみ処理施設、あのときにこういう

話まで実は少し持ちながら、あそこの場所でという思いはしていたのです。見事に私は白紙

撤回しなければいけなくなったけれども、だから何年も遅れている感覚はします。今言って

いることは何年も遅れました。でも、そういうことがあって、様々なことが前を向いていく

ということを私は今持論的に持っているのだけれども、そういうふうに進めていきたいので

す。だから、質問の趣旨に合っていますか……そういう思い。私だけかもしれないです。そ

ういうことで、庁内ででもそれなりにこれがまた予算としても上げていって、頑張ってみよ

うということにやっと集まってきたということです。 

○副 議 長  ９番・大平剛君。 

○大平 剛君  八海山麓観光施設再整備について 

地域出身のアスリートの将来的な職場ということで、実を言うと（２）の再質問でそれを

私が提案しようと思ったのですけれども、そちらから提案してもらったので、私も実際そう
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いう思いがあるのです。我々の地域は特にウインタースポーツで、やはり世界で戦ってきた

人たちがいるわけではないですか、いろいろなところで。そういった人たちがなかなか再就

職先が見つからないという話が、私のところまで来るというのはちょっと話が異様だと思っ

ていたのです。 

だから、そういう人たちが戻って来てもらって――それは本人たちの自由です。でもそう

いう場所になってもらって、そういった人たちが地域の子供たちを育てて、また選手になっ

ていくというのは、これは今度、我が市において南魚沼ブランド局をつくりますけれども、

ある意味地域ブランドになるのではないかという思いもあって、また提案させてもらおうか

と思ったのですけれども、市長もそういう思いがあるということで、私にとってもそれはよ

いことではないかという思いがあります。 

そして、市長が言われたように、そこだけでやるのではなくて、そういうのが市内全域の

民営スキー場でもなっていけば、またいろいろな効果が波及していくと思いますので、ぜひ

そういった方向で進んでいただければと思っております。 

そして、将来的なオンデマンドという話もありましたけれども、将来的な交通政策とこの

拠点となる以上は連結というのですか、やはりここにいろいろな意味で地域の人たちが来ら

れるような、そういった交通政策との連携を将来、考えていかないといけないと思いますが、

この辺についてはいかがでしょうか。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  八海山麓観光施設再整備について 

前半のほうはまだしゃべりたいことも、こういうことなのですという話はしたいところも

あったのですが、ちょっとそれは置いておきます。 

 交通の話をお聞きなので、これはいわゆる令和８年４月から上田地区から始まりますけれ

ども、ＡＩオンデマンド化が進んでいくと、当初はそれぞれのエリアごとになってくると思

いますが、何度も今回お話しをしているように、やがては市内全体になってきます。それも

含めて、逆に言えば浦佐駅からというふうにもっと考えると、近いところを考えても、そう

いった意味で八海山麓の施設にはバス停は当然置かれていくと思います。これは例えばです

けれども、三用地区からだって来られるだろうし、大崎地区からも来られますし、浦佐地区

からも来られます。はたまた市内全体を一つにやろうと思っているわけだから、塩沢方面か

らだって、六日町方面からだって行けることになるのではないでしょうか。 

だから、先ほどの子供たちの何ぞやというのは、親が全部送り迎えとかばかりしているの

ではなくて、やがてはそういうことの体制だって取れていくことにつながっていけば――最

初から全部はできないかもしれないです。しかし、そういうことに向かっていこうとしてい

るわけなので、そういう利便性というのは、格段に向上するのではないでしょうか。 

○副 議 長  ９番・大平剛君。 

○大平 剛君  八海山麓観光施設再整備について 

私もそう思いますし、子供たちもそうなのですけれども、温浴施設に来られるお年寄りと
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かもやはり簡単に自分の地区からそこへ来て、温泉に入って健康になって、やはりそこで出

す軽食とかを食べられれば食べて、そういうところで例えばですけれども、同じ小学校で違

う集落の出身だけれどもそういう人に会ったり、同じ大和中学校で一緒だった人と「久しぶ

りだな」なんてこともあり得ると思いますし、もしくはおじいちゃんとその孫という組み合

わせだったり、もしくはもう親戚でも何でもないのだけれども、そういうところでつながり

が出て、多世代の交流の場になってくれればという思いがあります。 

そういった中、地元の交通の要にもなってもらいたいですし、またもう一つ、観光拠点と

いう話で、まずは観光拠点というのが最初に来ると思うので、そうした場合に先ほど浦佐駅

を言われましたけれども、浦佐駅とかあと車で来られれば大和インターチェンジがやはり最

寄りだと思うのですけれども、そういったところとの将来的な交通のアクセスというと、私

はあまり横文字が好きではないのですけれども、交通の便というか、そういったものについ

てもやはりこれを進めていく、稼げる観光施設にするにはやはり考えていかなければいけな

いと思いますが、その点についてはいかがでしょうか。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  八海山麓観光施設再整備について 

交通のアクセスはすごくよい場所だと思うのです。インターは近いですし、駅もそんなに

遠い距離ではありません。はっきり言って、全国で駅からこんなに近い場所にみんなスキー

場があるところってほとんどないです。だからすごく利便性がよいと思います。 

加えまして、例えばですけれども大和地区には観光事業者の方はあまりいないのです。温

泉旅館の人たちくらいではないですか。あとは本当に我々が思っている範疇の観光事業者の

人はあまりいないです。だからこういう場所ができて、あのくらいの距離というのは――あ

そこの旧浦佐スキー場は今残念な形になっていますけれども、あそこにある温泉旅館とかだ

って全部、地域の一体ではないですか。五日町のエリアだってそうだと私は思います。そう

いう観点です。 

なので、交通のアクセスというのは、我々は本当に恵まれているのです。ここにいるとあ

まり気づかないけれども、駅からとかインターからこんなに近いところは全国にあまりない

ですという形であります。だから、それがさらに駅に来た人はバス――足が必要でしょうか

ら、そういった意味では、いろいろな意味で補完するものを走らせていくわけだから、よい

形になるのではないでしょうか。もっとお客さんを泊めているところは自分のバスを出すと

か、それはもちろんそういう努力は要ると思いますけれども、そういうことでなかろうかと

思います。 

○副 議 長  ９番・大平剛君。 

○大平 剛君  八海山麓観光施設再整備について 

確かにすごくアクセスがよいところですというより、大和地域自体が結構アクセスがよい

と思っていまして、そういう中でその利点を改めて生かして、そういう施設が造られていけ

ばと思っています。 
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 また、アクセスはよいのですけれども、道路がちょっと狭かったりするので、そういうと

ころもぜひ見直していただければと思っております。また、地域計画の中で改めてそういう

のを盛り込んでいただいて、例えば冬であっても自動運転とかができたりとか、そういった

ことも将来的には考えていけるようなきちんとした――あと近所の子供とか大人が歩いて行

けるような、歩道が切ってあるような道路もちょっと考えていただければと思っていますの

で、その点はどうでしょうか。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  八海山麓観光施設再整備について 

そういうところはこれからではないでしょうか。それを全部やりました、こうやってでき

ましたという話にはならないと思います。まずはその場所がやはり交流人口が増えて、そし

て今ほどのようなところが出てくる。もちろんそういうことも織り込みながら計画を事前に

やっていくことは大事だと思いますけれども、基本的には最初に交流人口を増やしていくと

いうところの観点で、今廃止をしようとしていたところから立ち上げているわけです。そこ

のところをよく地域の皆さんも分かってもらって、考えている発想はそういうリニューアル

の将来的な在り方ですというところを、理解していただかないとちょっと困るのではないか

と私は思います。 

やがてそういう道が歩道がという話は、もちろん利便性、交流人口の多さによって、それ

はここをああやって、こうやって改善していかなければならないという道筋になるというの

はよそもそうですから、そういうことではないでしょうか。 

○副 議 長  ９番・大平剛君。 

○大平 剛君  八海山麓観光施設再整備について 

分かりました。では、ここで（１）は終わって（２）に入りたいと思います。 

（２）の再質問ですけれども、民業圧迫の話は出ました。実際、私もそれが一番の心配でし

て、そうならないためにやはりいろいろ配慮しなければならないと思うのです。例えば、整

備計画についての委員会で配られた資料を見ますと、コンテナハウスのホテルとかあるので

すけれども、市長も先ほど中沢一博議員との一般質問の中で分業ということを言われていた

ので、私もやはり地域に――例えば大和地域の中でいえば、浦佐の中にも先ほど話にも出ま

したが旅館とか温泉旅館とか、またはホテルとかありますし、五日町にもあります。 

そういった、やはり泊まるところはほかにして、ここではアクティビティを楽しむとかそ

ういったふうな話に持っていったほうが、私はこの市全体の利益につながっていって、例え

ばですけれども、逆にここに市が投資してそういった施設を造ったことによって、私が子供

の頃はあそこに民宿が結構いっぱいあったのですけれども、そういったようにではまた民宿

を始めてみるかという人が出てきたり、ではひとつホテルを造ってやってみようかという人

が出てくるかもしれない。そういう投資を呼び込むための投資であったほうが私は地域――

地域という言い方は申し訳ない、市全域のことです。この市民の皆様方にとっても理解を得

られるのではないかと思うのですけれども、この点はいかがでしょうか。 
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○副 議 長  市長。 

○市   長  八海山麓観光施設再整備について 

それはちょっとまだ回答保留かな。そういうニーズがある人たちの、例えばあそこにはコ

ンテナホテルでしたか、そんな大きなすごい立派なものではないと思いますけれども、そう

いうコテージ的な、そういったものをよしとしている層もあるかもしれないですよね。これ

が例えばですけれども、浦佐のほうの温泉旅館とはちょっと自分の宿泊のイメージが違って

いる人だって――お客さんの中にはいろいろな人がいるわけですから、そういうことも含め

て、そうしないとかするとかという話は、ちょっとこれは置いておいてもらいたい。 

 もう一つは、原点です。そこでそういうものが立ち上がってきて、もう一度、荒金地区と

いうか、あの地域の辺りで昔やっていたけれども、地域の担い手の人たちが、そこで宿泊業

をやっぱり立ち上げているでしょう、今に合わせた。そういうことが立ち上がって来るとか

ということがない限り、ではなぜやらなければいけないのですかという議論が絶えないです。

自分たちで本当は投資をしてもらうところの角度をずっと私は何年も待っていたけれども、

そこまでなかなかいかないわけです。それは今観光業の人たちがあそこにいないからです。 

だから、そこは立ち上がってきて初めて、周りがまた新しい時代が始まっていく可能性が

あると私は思います。本当は投資をするという気持ちにならなければいけないです。ただ、

そこまで観光業から離れて何年もたっているから、ほとんどいなくなっているわけだから、

そこまで求めてもという思いですが、そのほかのいろいろな今の地域課題、行政課題がある

ので、そこをやっていけるのではなかろうか。そんなにお金をいっぱいかけてやるつもりで

はわけではないわけであって、そういうことがやはり進むべき方向なのだけれどもという思

いです。そこでもう一回、立ち上がってきてもらったら最高です。私の住む石打だって今ち

ょっとまだお寒い状況です。本当は、あれだけお客さんが入ってきているのに、なかなか新

規のものが立ち上がってこないではないですか。民泊くらいか。本当はもうちょっとそれが

進んでいくとよいのだけれども、もうちょっと我慢かという感じです。 

○副 議 長  ９番・大平剛君。 

○大平 剛君  八海山麓観光施設再整備について 

分かりました。やはり市長が先ほどおっしゃいましたけれども、起業してもらう。新潟市

に次いでうちの市は人口的にすると起業家の割合が多いという話も聞きましたので、ぜひそ

ういった若手が地域を盛り上げよう、もしくはそういったビジネスチャンスに飛び込もうと

思えるような地域づくりというか、拠点づくりをしていただいて、それを進めていただきた

いと思います。やはりこれだけのものが造られるとなったら、造られる東地域の人たちもや

はりもう一度、よしやろうという気持ちになってもらわないと駄目だと私は思っております

ので、そういうところでまた地元との連携もやっていただきたいと思っております。 

 それとまた、市長がおっしゃいましたけれども、公営スキー場としての役割というのはあ

ると思うのですけれども、スキー大会の話も今聞きました。例えばですが、あのスキー場は

大和町時代から結構、関東のスキーの大会とかが来ていたりしまして、それでまた公的な交
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流があったりしていたわけなのですけれども、ちょっとコロナ禍とか一時期なスキーブーム

が過ぎ去ったというか、スキー人口が減ったりとか、また雪不足というのがありまして、そ

ういうのがあったのです。 

私があそこのアクティの方々から聞いたのが、昔の町長が横浜市だったか、どこの市だっ

たかちょっと分からないですけれども、神奈川県のある市町村が大会を開くといったら、そ

のときたまたま雪がなくて、とてもこれでは開けないとなったら、雪をかき集めてきてスキ

ー場の雪の上でスキーができるようにしてやれと言ってやったのです。そうしたらそれで感

動して毎年来るようになったというそういう話もあるのです。 

そういう伝統があるところですので、またそういったところがもう一回来てくれるかどう

か分からないのですが、そういったところにもやはり努力して営業をかけて、やはりスキー

大会をまた呼んでくる。そうやって公と公、公的な人口の交流を増やしていくことによって、

またふるさと納税とかそういう意味でも、交流人口の増加という意味でも、いろいろな面が

発揮されるのではないかと私は思っているのですけれども、そういう点について市長はいか

がでしょうか。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  八海山麓観光施設再整備について 

私が市長になってからも、八海山麓スキー場のほうには度々行っているのです。熊谷市の

スキー大会もあそこで行われているかと思います。それから横浜市の市民スキー大会も行っ

ていて、そういうところで市長にもお会いしたりして、熊谷市にその縁で違うところで何か

連携できないかと思って、いろいろお話しに行ったことがあるのです。もっとあまたあると

思います。八海山麓スキー場は特にそういうことが強かったところだと思います。 

加えてですが、今大平議員は八海山麓スキー場の話をしていますが、ほとんどのスキー場

がそうなのです。舞子スキー場も、それから樺野沢の上越国際スキー場も、特に石打はもっ

と歴史が長いですけれども、ずっとそれを続けてきています。雪がないときに区民、住民が

みんな出て雪でコースを造ったなんてことはあまたある経験です。本当にそうです。実は国

体もそうやってやったのです。最初の国体は雪がなかったのですから。自衛隊にも手伝って

もらったけれども、本当に地域が物すごい燃えるような気持ちでやったのです。そういうこ

とは、私は分かっているつもりです。 

ただ、それが続けていけるかというと、私は 30代の頃から東京都スキー連盟というところ

と一番つながりがあって、いろいろやってきました。当時から徐々にそれが薄れてきた。そ

れは、まずスキーヤーの高齢化があります。今はまたスキーヤーが帰ってきていますけれど

も、そういう関係の中で、非常にそういうことを牛耳ってやっていくという人たちが少なく

なってくる。多分、先ほど言った熊谷市とか横浜市の人たちもそういう問題に直面している

と思います。 

なので、それは時代が流れていっているので致し方ないことだけれども、どういうことが

起きているかというと、先ほど子供たちの練習環境で少し言葉は悪いけれども、今なかなか
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敬遠されている。そういうことは、全部に言えることなのです。子供たちの環境もそうなの

に、ほかの何々市とか何々県とかの大会を受けられますかというと、今それもどんどん減っ

ているではないですか。だけれども、需要はあるはずなのです。そこを様々に受け取ってい

ける、そういう南魚沼市営スキー場としての気を吐いていくならば、例えば大学のサークル

とか、恐らくそういうところもそう昔みたいにいろいろなところでウエルカムとばかりは言

われていないと思う。そういうことはいっぱい営業先といいますか、関係をつくっていく先

は、今だからこそ出てきている可能性が高いです。 

 それから県内の小中学生のスキー授業とか、例えばクラブとか、それぞれの、うちの市の

大会だけではなくて、よそのところのスキー大会とかあれば、そういうことの需要もいっぱ

いあると思います。そういう衰退の一途を自分は経験してきたから、そういうところに今、

逆に打って出るという方法だってあるという気がします。 

○副 議 長  ９番・大平剛君。 

○大平 剛君  八海山麓観光施設再整備について 

分かりました。やはり身をもって経験されてきたということで、その話を聞いていてやは

り思うのは、今需要があるけれども下がってきたという話の中で、我が市も友好都市がいっ

ぱいありますし、そういったところで雪が降らないような地区も、雪山ができてスキーがで

きないような友好都市も大勢あるわけです。例えばそこの小学生とか中学生を招待して、あ

そこでスキーを学んでもらう。そうすると、それが楽しい経験になれば、また今度こちらに

来て、例えば八海山麓スキー場でスキーを学んで、市内のほかの民営スキー場でいろいろす

ばらしいスキー場はいっぱいありますから、そこで今度は楽しんでもらうという、要するに

スキーの入門書みたいな役割だって、公的スキー場なら担えるかと私は思っているのです。

そういったところで逆に、それを通じて需要をつくっていくというのも一つの手ではないか

と私は思っているのですけれども、軽く考え過ぎだと怒られるかもしれませんが、いかがで

しょうか。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  八海山麓観光施設再整備について 

全然それは、気持ちは違えてないです。同じだと思います。里山型のスキー場がなくなっ

たのです。スキー場というのは里山から発生したのです。そこに今度は不動産業とか、その

土地にあまり関係のない人たちが金儲けのために入ってきたというのが歴史の流れなのです。

私たちが目指したいのは、里山型スキー場の再興ですと私は思っている。その中には子供た

ちのスキー環境の視点とか、そういうことがいろいろあると思うのです。 

先ほど言った利益を追求するスキー場を決して悪く言っているわけではなくて、それは当

たり前ですが、我々が目指すという方向性はそういうことだというふうに思うけれども、こ

れを理解していただけるようになってくると――していると思いますが、やりがいがある事

業になってくる。最初から駄目とかではなくて、そういう視点を持たない限り、子供たちに

ではスキーをこれからどうするのだ。今スキー場ちょっと行って本当リフト券を買えないく
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らいの値段です。なので、そうではないところはやはりつくっていきたい。供していく。そ

れが広く、当市の子供たちだけではなくてほかのところにもそういう環境をなるべく――も

ちろん経営を駄目にしてまではできないけれども、そういう観点を持てば何事かできそうな

気が、本当に今逆にしています。 

○副 議 長  ９番・大平剛君。 

○大平 剛君  八海山麓観光施設再整備について 

そのとおりだと思います。子供たちの話も出ましたけれども、逆に本当の公営スキー場と

いうことで、市民のためのスキー場ということを考えたら、例えば子供の料金を無料にする

とか――今ちょっと極端なことを言いましたけれども、でもそのくらいのことをやって、や

はり本当にスキーがやりたいけれども、いろいろな事情があってなかなか金銭的な余裕がな

くてできない子たちに対してそういうのを――毎日無料にしろとは言いません。でも、例え

ばそういう機会をちゃんとできるような、そういったスキー場であってもよいのではないか

と私は思います。 

また、先ほどの市外の子供たちに対しても、例えば宿泊で市内の施設に泊まってもらえる

のだったらある程度サービスするとか、そういう感じで誘客につながったり、もしくは市内

の子供たちに対するサービス、もしくは市民に対してもサービスにつながるようなスキー場

という考え方。そうすると確かに稼げるかどうかというのは二律背反が生まれますけれども、

でもそういうことも考えていったほうが、やはり公営スキー場ということを考えたら必要な

のではないかと私は思いますけれども、市長のお考えはどうでしょうか。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  八海山麓観光施設再整備について 

当初は、それこそ七、八年前から言い始めた頃に、よくこの話をすると――議場のところ

だけではなくて、例えばあそこだったらどうかという話をするときに、いつも持ち出される

話は民業圧迫という話なのです。市内には８つ、今スキー場が稼働していて、この中でその

一つがうちの市営スキー場の八海山麓になるわけですけれども、ほかのところもそういうお

客様方を取りたいと思っている場合、当時は――今ちょっと激減したのです。それは先ほど

から言っているスキーリフト券の高さの問題とか様々あって、少し前と変わってきて、あま

りそこがバッティングしないのではないかという、今ひそかにそういう思いをしています。 

ただ、一つはやはり、どこの人たちでもとかではなくて、それは営業向きとか、引っ張って

くるわけです。その中での価格の交渉などは、それは当然スキー場としては出ていくわけで

す。そこを避けるわけにはいかない。そういう中であるけれども、でも、第一義はうちの市

のまずは子供たち、例えば市民が、やはりシビックプライドになるくらい市民であるからこ

そ、やはりこういう待遇になっているというところからまずは始めていきながら、そこと比

較してほかのところも呼び込むということが考えるべきではないでしょうか。最初からそち

らも低廉な価格でというほど甘い経営ではないと私は思います。経営は厳しいです。 

○副 議 長  ９番・大平剛君。 
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○大平 剛君  八海山麓観光施設再整備について 

分かりました。そうだと思います。やはり隗より始めよではないですけれども、足元の子

供たちのほうからやっていかなければならないというのは、確かにそのとおりだと思います。

その上で経営がちゃんと成り立ってきたら、またそういうこともやって、やはりスキー人口

自体を増やすということをやって、その増やしたスキー人口が市内のほかの民営のスキー場

に還流するような、そういうところを目指してやっていかないと、今公営スキー場という特

殊な立場で、市内に唯一という立場で運営していくのはやはり難しいのではないかと――難

しいより、市民の理解を得るのはなかなか大変なのではないかという思いがあります。 

では、最後にさせていただきますけれども、本当にこれだけの予算を使ってこれを造るわ

けですけれども、先ほど市長も言いましたけれども、公営スキー場としての役割を果たしな

がら稼げるスキー場をという、稼げる観光をということでやっていくわけなので、当然、大

変道のりは険しいものがあると思います。ただし、そこにやはり教育施設としての役割とか、

先ほど私は健康増進と言いましたけれども、そういうのも入っていると思います。そういっ

た役割をきちんとこなしていけば、そして市民に納得してもらえる施設を造っていくという、

やはりそういう覚悟を持って突き進む。それでやっと南魚沼市民の皆様にもこの事業が理解

していただけると思っています。 

先ほど申し上げたとおり、やはり地元としてもただスキー場が残る、よかった、わーいな

んていう簡単な気持ちではなくて、そういった非常に重い施設を我々はここに造ってもらう。

では、我々も東地区だけではなくて、大和地域の皆さんも全力を挙げてこのスキー場を盛り

立てていって、市と一緒になってこの事業に取り組むくらいの気がないと、私はこの事業は

なかなかうまくいかないと思っています。 

最後になりますが市長、そういう思いをぜひ、私は大和地域であったり、そして市民の皆

さんと一緒になってやっていきたいと思っていますけれども、市長のお考えはどうでしょう

か。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  八海山麓観光施設再整備について 

もちろん地域活性化にはつなげていくし、そして市内全域にそれが及ぶ。例えば、先ほど

言ったアスリートの皆さんの話をしましたけれども、それだけではない人材が集まってくる。

そういう意味では全市的なやはり経営を視点に入れた組織を立ち上げる必要があると思いま

す。現場をやることはもちろん、いろいろあります。スキー場だからあるではないですか。

整備もやらなければいけないし、いろいろある。しかし、全体をやるところには、様々にそ

れを担える組織形態を発展的にやっていくことも含めて、どういう形態を取っていったらよ

いかどうか、そこが一番の私は肝だと思います。 

経営を考えながら、そしてでもそこは経営だけではなくて、市営ですから市の様々なこと

を併せ持ってやっていけるという、非常に高度な運営の在り方、これは教育も絡んできます。

そういうことをぜひ実現していく場所として、市営スキー場を再構築といいますか、再リニ
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ューアルすべしという思いで取り組んでいく必要があると思います。それがなければやって

いけません。 

〔「終わります」と叫ぶ者あり〕 

○副 議 長  以上で、大平剛君の一般質問を終わります。 

○副 議 長  質問順位 11 番、議席番号 19番・牧野晶君。 

○牧野 晶君  それでは通告に従いまして、一般質問を行わせていただきます。大項目２

つあります。 

１ 未来の市役所について 

１つ目、未来の市役所業務について質問します。 

①行政事業もＡＩ化の方向だと思います。実際、全国的に多くの自治体でいろいろなこと

をやっていると思います。文書の読み込みとかをして、いろいろなことに生かしていると思

います。行政事業もＡＩ化の方向だと、もうグーグルで検索するといろいろな検索結果が出

てきます。市役所業務において、ＡＩ代用で効率化をできる仕事は、主に定型的な入力処理、

文書作成要約、市民からの問合せに対応です、という検索結果が出てきます。 

例えば、窓口業務、電話対応の自動化、ＡＩのチャットボット、ＡＩエージェントだとか住

民からごみの分別方法、住民票の取得方法といった、こういうものの自動応答など、また音

声認識システム、窓口職員と住民の会話をリアルタイムでテキスト化し、回答や手続を自動

アシスト、あと例えば市に住民が何か申請するときに間違いがあったらそれをＡＩとかがや

っていくことなのかとか、あとは議事録作成とかいろいろなことをやっていく方向だと思い

ます。これによって、どういうふうに市の市役所業務が変わっていくのかというのが、自分

の中では何となくイメージもあるけれども分からないという思いがあるのです。 

ただ、１個すごく思うのが、私はよく湯沢駅に出没しているのですけれども、話せる窓口

があります。オンラインでつないでそこに小さい画面があって、切符を買うときや定期を買

うときによそのところのオペレーターとつながってやるというのが、みどりの窓口がなくな

ってこれになったと、ある意味、寂しいというものがあると同時に、時代の流れだと思いま

す。今話せる窓口ということになっていますけれども、それが今度、ＡＩで回答していった

りするのかと思うと、これは将来の市役所がこういうふうになっていくのではないかと私は

思ったりします。 

本当に今ＡＩとか、市長も先ほど自動運転とかのことでも、日々進化しているというので

いろいろな思いがあると思いますし、そういう認識でありますけれども、やはりこれからど

ういうふうに、大きくまた変わっていくのではないかという思いがあります。未来の市役所

業務についてどのようなイメージがあるのか、ざっくりとしてこういうふうに聞いていきた

いという思いがあります。 

また、１の②では庁舎建設について、いつか本当にしなければならないという思いがあり

ます。ちょっと厳しいようなことを書いていますけれども、ふるさと納税で稼いだお金は、

新庁舎建設に使って終わったということがないようにすべきという思いがあります。何でこ
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ういうことを言うかというと、やはり今ふるさと納税で、すごい当市のほうも基金がたまっ

ているわけです。すごい市民に還元している点もあるのですけれども、そこのところで市役

所ばかり華美になったと思われないようにしていかないといけないという思いがあるので、

ちょっと私はこういう厳しい言葉的に悪い言葉かもしれないのですけれども、こういう表現

を使って未来の市役所について、本当に大ざっぱな言い方で申し訳ないのですけれども、こ

の視点をもって一般質問１つ目をしたいと思います。 

以上になります。 

○副 議 長  牧野晶君の質問に対する市長の答弁を求めます。 

 市長。 

○市   長  それでは、牧野議員のご質問にお答えしてまいります。大きいテーマが２

人続いてちょっと厳しいですけれども、未来の市役所についてということであります。 

１ 未来の市役所について 

まず、１番目の未来の市役所の業務について、どのようなイメージがあるかということな

ので、イメージのお話をしてみます。 

 市では、令和５年度にＤＸ推進室を設置まして、市役所の業務についてＡＩを含めたＤＸ

の推進に取り組んでいるところです。現在、ＡＩを活用している業務は、議会などの議事録

を作成する際の文字起こしですとか、そして令和８年度からはＡＩオンデマンド交通のまさ

にＭＯＳＳシステム、これはＡＩが頭についております。加えて、悩みを抱える市民の相談

に 24 時間 365 日対応するＡＩチャットによる相談システムとか、ＡＩ学習ドリルを活用した

児童生徒一人一人に見合った教材の提供の導入を予定しております。加えて言えば、４月か

ら始まるゆきぐに健友館ＡＩは、ＡＩ診断等々を駆使して進むということでありますので、

これらも加わります。 

 未来の市役所の業務については、ほとんどの業務をＡＩが行えるように、もしくはＡＩが

関与する業務が多くなるのではないかということ、これはイメージです。でも、そうなるの

ではないかと思います。各種文書、資料の作成、データ入力業務などの業務作業に加えまし

て、先ほど議員もお話ですけれども電話とか窓口の対応、さらに公共施設や道路の損傷具合、

また劣化の状況などを立ちどころに判断し、そして修繕の必要性の判断とか、それから防災

シミュレーション、それからあらゆる業務をＡＩが行い、職員はＡＩが対応できない相談業

務とか、それから市民に直接、接するような業務に当たることが多くなるのではなかろうか

と思います。 

テレビとかで言っていることなので、あまりテレビを見ないのですけれども、たまに言っ

ていてそうかと思うのは、最近新聞紙上でもいろいろよく書かれていますけれども、これま

では、こういう我々のような背広やネクタイをしている人たちがホワイトカラーというの、

そういうことがもてはやされて、その人が何かちょっと上位にいるようなイメージがあった

ではないですか。これからは、アメリカでも起き始めているようですけれども、作業員とか、

そういう職人とか、そちらのほうの給料のほうがずっと上に今引き上がってきているという
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傾向が出始めているという話を聞くと、何かでもうなずける感じがしてくるという感じです。

我々の子供たちの時代はすごく変わるのではないでしょうか。孫の時代は、ですか。 

ＡＩに関する技術は日進月歩で進化していますけれども、活用に当たっては情報の流出、

または誤情報の見極めとか十分に注意を払う必要があると思います。情報の収集、庁内での

研修により安全性を確保した上で、積極的に導入を進めたいと考えています。何か最近ニュ

ースを見ていると、ＡＩがしゃべっているって何か分かりませんか。私はまだあれは気味が

悪い、なぜなら聞いていると分かります。だから、これからもっとそれが滑らかになったり

するのでしょう、ということであります。あまり私は、何かよいのかという気もしますけれ

ども、これはほんとのつぶやきです。恐らく進むでしょう。 

（２）です。これは庁舎建設についてです。ふるさと納税寄附金を例えば新庁舎建設に使

って終わったということがないようにということです。これはそのとおりかと思います。 

庁舎建設については、近年の急激な物価高騰の影響などによって、相当大規模な事業費と

今までどおりの考え方ならばそうなると思います。施政方針でも申し上げましたけれども、

令和８年度は公共施設等総合管理計画の見直しを行う。これはもともと決まっていて行いま

すので、これに併せて本庁舎の今後の在り方について、具体的に再検討を進めるためのワー

キンググループを、まずは市役所内に置いて検討を始めたい、議論していきたいと思います。

その後、例えばいろいろなご意見を伺うとか、その過程ではいろいろなことがあると思いま

す。 

新庁舎を建設する場合は、例えば防災機能の整備に係る部分に、国の補助金やまた起債―

―借金をしてということが活用できる可能性がありますけれども、大部分は一般財源での対

応とならざるを得ないと想定しています。そのため、現状の市の財政状況を踏まえれば、例

えば合併振興基金からの繰入れですとか、ふるさと納税に頼らなければ――議員は全部それ

に頼っては駄目だと言っていると思っているのです。だけれども、それらも活用させてもら

わないと、なかなか財源を大きく捻出することはできないのではなかろうかと思っておりま

す。 

現在は庁舎建設費用の財源とするために、できましたら庁舎建設基金――これはまだ仮称

ですけれども――そういうものをつくって、今後ふるさと納税としていただく寄附の一定額

を積み立て始めるとか、そういうことは検討していきたいと考えています。私としてはほか

の事業との調整を図りながら、なるべく早期にこの基金をつくって、できれば早い段階から

そういう積立てをしながら、その後の将来に影響――足しになると言っては悪いですけれど

も、そういう意味ではあまり負担をかけないような形を取っていければという思いでおりま

す。庁舎の建て替えの考え方はいろいろあると思いますけれども、しかしもうそろそろそれ

に取り組むところに来ているという判断であります。 

○副 議 長  19 番・牧野晶君。 

○牧野 晶君  １ 未来の市役所について 

では、再質問させていただきます。未来の市役所業務については私も考えるところは何と
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なく同じです。私がただ、あと思ったりするのは、例えば窓口に来るのが今度は来なくても

よくなるということも、当然それはもう市のほうも考えていると思いますけれども、最後は

結局、庁舎の話になっていく点もあるのですけれども、ＡＩでやったとかだってＡＩ化によ

ってこれで職員の人数が減るのか、そのままいくのか、増えるのかだってすごく思うのです

けれども、ただ同時に私が思うのは、やはり防災拠点とか防災ということを思ったりすると、

市の職員がいないと困る点もあるわけです。 

余裕があるからいろいろな対応ができる。最後、人手がないから駄目だというのだと本当

に困る点もあるけれども、私はここをどう考えても考えがまとまらないのです。やはり私が

まとまらないのは当然、市民の皆さんだって分からないと思いますし、市のほうでうっすら

何か考えているのかというのもあるかもしれないけれども、全国的な流れをみて考えていく

ことだという点もあるとも思います。 

同時に本当にこれはきちんと質問しますけれども、私は会派で大阪府のほうの視察に行っ

たときに、市の職員の募集、採用試験をやった。そうしたら 10 人中７人が辞退した。それは

やはりもっとよい市役所に行ったのかもしれないし、よい民間に行ったかもしれない。本当

に人の取り合いとかあるわけです。そういうのを思ったりすると、やはり私はずっと職員給

与を上げるのを反対していたのですけれども、最近はちょっと考え方を変えたのです。人手

がないと困るというのがあるので、そういうことを思うと、今後の市の職員数というのはど

ういう考えなのかというのをもし考えがあれば、お聞かせいただきたいのですが。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  １ 未来の市役所について 

これはあくまで私の市長としての私見――言い方が変ですけれども、ＡＩになって減って

いくということがなければおかしいではないですか。加えて、例えば人口が減っていくわけ

だから、市役所だけ増えるなんていうことはあり得ないではないですか。先ほどから少しヒ

ントはしゃべっているのですけれども、ホワイトカラー的な仕事は減っていくではないです

か。もっと必要になるのは、現場での仕事ではないですか。現場の仕事が嫌な人は、市役所

職員になれない時代が来ると思います――ではないですか。 

 そして、兼業的な視点を常にしゃべっています。ただ単に、市役所の職員の今までの業務

のようなことだけではない、様々な兼業めいた違う職種も併せてやっていくことが、行政に

課せられてくる内容が格段に増えてくるのではないでしょうか。私もこの 10 年間でもかなり

増えていると思います。だから、市役所職員が今かなり疲弊もしてきたという話をよくここ

でもしたことがあります。ただ、疲弊ばかりしていられないわけであって、それを補完する

ためにも様々に、人数が少なくなっていってもできるようなシステム、ＤＸとかＡＩに取り

組んでいく必要があるのではないでしょうか。 

 それよりも大事な価値を生み出すのは、人と人が接して、ＡＩにできない部分のところを、

いかにやっていく姿勢になってつくっていくかというところが、私はこれからの時代だと思

うけれども、そこまではちょっと担当していないと思いますが、でも、今からそういう意識
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を持ちながら、我々に続く人たちに引き継いでいってもらわないと、多分超えていけない時

代になるのではないでしょうかというのがイメージです。 

○副 議 長  19 番・牧野晶君。 

○牧野 晶君  １ 未来の市役所について 

もう、はっきりと言ってもらって、私もこれからシステム構築とか、いろいろなことを構

築していく人が大切になっていくというのもあるし、あとは場所によっては自分で、例えば

道路の補修とかはまたちょっと違うかもしれないですけれども、そういうのは民間でもある

かもしれないですが、時には市でやることだって大事ではないのかと思ったりもしているの

です。 

そういう中で私が思うのは、人数が減っていくということになると、今までどおりの庁舎

を――これから②のほうへ入っていきます。②の庁舎の、本当にＡＩにしろ、ＡＩ化とかに

よって行政はすごく変わる時代でもあるわけです。そういう中で、今までどおりの庁舎を造

ってよいのかというのがあるわけです。本当に人手がなくなるので、例えば今まで庁舎で

3,000 平米いるのが、ひょっとしたら 2,000 平米になるかもしれないです。ただ、あまりギリ

ギリに造ると、今度はいろいろな災害があったときとかの対応もできなくなってしまうし、

ただ、人口が減っている中で大きい建物を造ってもらっても困るし、そういうのを思うと本

当に慎重にしなければ、庁舎建設というのはいけないのかというのがあります。 

いろいろ複合的に考えて、これからの行政の方向性とかを考えた中で、ではどういう庁舎

を造っていくのかというと、私はやはり無駄遣いをしてはいけないという思いがあったりし

て、それが例えば学校だってこれから空いていくわけです。例えば学校とかの空いたところ

を使えないのかという思いもあるのです。それが使えないなら使えないなりの理由というの

もやはり考えてほしいわけです。 

ただ同時に、いろいろな人と話をしたりすると、やはりここに庁舎がないと街中が寂しく

なってしまうというのもあるわけです。街中が寂しくなるというのは、どういう点で困るか

というと、やはり明るいところが、いつでもご飯を食べに行けるようなところがないと住民

だってつまらないわけです。では、ご飯を食べに行くのに長岡市に行くのか、十日町市に行

くのかというところよりも、やはりきちんとこの六日町の発展だって考えていかなければい

けないと思うし、本当に庁舎を小さくしなければいけない点もあるけれども、きちんとした

機能を持たせなければいけないという、これから造っていくのは本当に大変だと思うのです。

今もしイメージがあれば、答えられなければ答えられないでいいですけれども、思いをぽん

と言ってもらえればどうかという思いがあるのです。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  １ 未来の市役所について 

そう簡単に軽々に言えないです。何でもしゃべってみろと言われれば、こういう場でなけ

れば思いはいっぱいあるのだけれども、そう簡単に言ってはいけないと思います。あとは先

ほどから、まずは庁内でこの在り方について少し議論を始めようということを、新年度立ち
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上げますという話をしました。牧野議員も私も、これからの将来は分からないではないです

か。いつまでやっているか分からないです。そこは、私は若い世代が考えるべきだと思うの

です。恐らくＡＩになっていくだろう防災の拠点化などと言っても、それは収容人数の大き

さからいったら大きいのを造るしかないではないですか。だけれども、例えばそうではない

ものが補完されていれば、役所そのものは小さくてもいいではないですか。だから、ものの

考え方の切り口はいっぱいある。まちづくりの拠点にもなっていくべきところもあるだろう

し、さりとてすごい交通至便性で、全然別のところに造ってしまうという考えだってある。

例えば先ほど牧野議員が言われた校舎を利用して、その敷地たるや大きい駐車場も取れます。

そういうことのほうがいいではないかという考え方もある。 

なので、その辺を含めて別に議論のタブーはないので、まずは庁内で。でも、独り歩きをし

てもいけないから、やはり最初は庁内で考えさせてもらう。そういうところをまず立ち上げ

ていこうということです。できれば、これまでやってきた人たちの意見ももちろん大事。若

い人たちだけではできないけれども、でも基本的には若い世代がこれを担っていくわけだか

ら、そこの人たちの意見も十分に聞いたり、考慮できて、なるほどそういう考えもあるかと

いうことに気づかされるでしょう、きっと始めれば。そういうことが大事ではないかと思う

のです。私はもう少しで 60 歳になりますから、だからやらないというのではないけれども、

でもそういうようなところが、これは庁舎というのは出来上がったら数十年、もっとか。四、

五十年はいく施設になると思いますから。そういうことをやはり十分に考える必要があるの

ではないでしょうかという思いです。 

○副 議 長  19 番・牧野晶君。 

○牧野 晶君  １ 未来の市役所について 

いろいろな考えを軽々に言えないというのも分かりますし、やはりそういう指示をしてい

くのだというのがあると思うので、その点は分かりました。 

 あともう一点、これは私のざっくりな計算でしかしていないのですけれども、市長になっ

てから今までふるさと納税を、280 億円くらい集めているのか。ちょっと計算を間違えていた

らあれですけれども、基金というか寄附のほうの金額が何となくイメージとして、120 から

140 億円くらいが返礼品以外の部分で、ふるさと納税の基金を寄附されたのかと。 

そういうふうに思うと、例えば仮に 120 億円もらっていた。それで庁舎が幾らになるのか

分からないです。60 億円かかるのか、ひょっとしたら 40 億円で終わるのかもしれないし、20

億円で終わるのかもしれない。それは分からないですけれども、例えばふるさと納税の半分

は庁舎に消えたということがないようにするには、どうすればよいのかと言えば、やはりふ

るさと納税で稼ぐしかないのかという思いがあるのです。 

行くところは、やはり市民のほうにきちんとふるさと納税を庁舎にばかり使っているので

はないというのも――例えば、これはまだ造ると決まったわけでもないし、どういうふうな

幾らかかるかも分からないけれども、やはり使途をしっかりとしていかなければならない。 

庁舎を造るのには財源というのは、国からの補助金というのは基本的にないわけですよね。
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例えば防災とか付属をつければ大丈夫かもしれないけれども、結局は持ち出しになると思う

ので、それがないようにしっかりと使途を、今もこういうことに使っているとか。あとはこ

れからもがんがん稼いでいくという姿勢できちんと市民が納得いくような方向を出していっ

てほしいと思うのですが、それについて当たり前のことだと思いますけれども、質問の意味

は分かったのですか。要はがんがんこれからも稼いで、使途を公表しろという、それがやは

り庁舎を造るためになっていくと私は思います。最後はふるさと納税を使うしかないですか

ら。 

○副 議 長  牧野議員、言葉を選んだ中で、いろいろありますので。全国から聞いてお

りますので、選んだ中でご質問をお願いいたします。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  １ 未来の市役所について 

ふるさと納税そのものには、寄附ですから寄附者という方々がいらっしゃるのです。そう

すると、使用するコースというか、こういったことに使ってほしいという思いがそれぞれあ

るのです。なので、我々が全部一まとめにしてどうのこうのということはちょっと言えませ

ん。やはり寄附者の皆さんの視点というのがあるのです。そこは大前提として思ってもらい

たいし、しかしその中で、後世に負担をかけずにやっていくということがもし極力できたな

らば、それは後世の人たちにとっては物すごくうれしいことではないですか。先ほどからお

話の向きの一番の肝は、庁舎だけにかけるなと言っているのは、庁舎以外のいろいろな市民

サービスをちゃんと行えということでしょう……（何事か叫ぶ者あり）庁舎を造ることだっ

て、すごい市民サービスです。でも、それ以外の、それだけで終わるなということだから、ほ

かのサービスとかを考えていらっしゃると思います。 

なので、そういうことを置き換えれば、私としては庁舎のところに例えばそれをかなり使

えて、後世の負担がなくできたならば、ほかのサービスに回すことができるわけだから、そ

れはどちらが先かみたいな議論になるのではないですかと私は思うのです。だから、そこに

こだわる必要はないのではないかと私は聞いていて、ちょっと牧野議員の話がすとんと落ち

てこない。それはどっちでもよいではないですかという感じです。いかがですか。ただ、使

途はいろいろ限られているからというのは……（何事か叫ぶ者あり）気持ちは分かるけれど

も。 

○副 議 長  19 番・牧野晶君。 

○牧野 晶君  １ 未来の市役所について 

分かりました。本当に今いろいろなところのまた過渡期というか、ＡＩのほうが創成期な

ので、いろいろ頑張ってよい未来の市役所になっていけばいいという思いがあります。 

２ 部活動の地域移行について 

 大項目の２つ目にいきます。部活動の地域移行について。 

いろいろこれから始まっていきますけれども、調整のほうは大体終わったものもあれば、

終わっていないものもあると思いますけれども、大きく簡単に言ってすみませんけれども、
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現時点で課題というのはあるのでしょうか。 

○副 議 長  牧野議員、複合型になっておりますので、併せてお願いいたします。 

○牧野 晶君  ２ 部活動の地域移行について 

失礼しました。現時点での課題はと、あともう一個、吹奏楽部、具体的なことを言ってあれ

ですけれども、音楽室などを利用したいという話があるが、どう対応するか。これは音楽室

を利用したいとかというのは、やはり楽器の移動とかを音楽室から体育館に移動したりする

のは非常に大変で、中には音調というのですか、ちょっと名前を忘れてしまいましたが、そ

れも変わってしまうとか、非常に慎重にしなければいけない点があるので、なかなかリスク

もあるし、そういう点があると思うので、ちょっとこの点を聞いていきたいと思います。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  ２ 部活動の地域移行について 

それでは、牧野議員の第２項目です。部活動の地域移行についてということで、１点目、現

時点の課題はということと、２番目は吹奏楽部のこれは確かに困難だと思うのです。そうい

うものについて、どういうふうに対応をしていくのだということであります。教育長から答

弁してもらうことにします。 

 以上です。 

○副 議 長  教育長。 

○教 育 長  ２ 部活動の地域移行について 

それでは、部活動の地域移行について２点。最初に、現時点の課題はにお答えいたします。 

南魚沼市では、南魚沼市中学校部活動及び認定地域クラブ活動計画を今年度策定し、部活

動と認定地域クラブの活動が並行してどのように行われているのかを見える化するとともに、

認定地域クラブの設置と体制の充実を進めてまいりました。これまで、令和８年度から休日

の部活動は地域クラブ活動に移行するという方針で取り組んでまいりました。 

先日、策定した令和８年度の活動計画では、休日の受け皿となる認定地域クラブの設置が

おおむね完了し、最低限の目標は達成できたのではないかと考えております。しかし、一部

の部活動において体制が十分には整っていないことや、部活動と比較すると活動の回数が少

なくなるなどの課題が依然、多くございます。 

令和８年度の活動計画における方針では、休日の認定地域クラブ活動を確実に実施すると

ともに、体制の充実を図ることとしており、今後も認定地域クラブへの支援を行っていく必

要がございます。令和８年度は大きな変革となることから、生徒たちの活動機会が失われる

ことがないように、継続して取組を進めてまいります。 

２点目の吹奏楽部は音楽室などを利用したいという話があるが、どう対応するかについて

お答えいたします。 

吹奏楽部の活動には様々な課題がありまして、全国的にも地域展開が難しい状況となって

おります。その課題の幾つかを申し上げます。広い活動場所が必要になることに加えて、個

別パートごとの練習が行える場所が必要であること。様々な楽器があり、学校以外の場所へ
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の運搬が容易ではないこと。楽器の購入やメンテナンスには多額の費用がかかること。そし

て最大の課題は、地域に指導ができる人材が非常に少ないことでございます。これらの理由

から、吹奏楽の認定地域クラブは今現在、２つの団体が設立されましたが、いずれも自主的

な個人練習の場を提供するという活動となっております。 

課題の一つとして挙げました練習場所の確保については、学校の音楽室を利用したいとい

う要望をいただいております。しかし、休日の学校は体育館やグラウンド以外は現在、一般

に開放しておりません。議員もご承知のとおりでございます。利用には教育委員会の許可が

必要ですが、許可にあたっては学校長に意見を求めることとなります。 

休日に校舎を利用するためにはまず教職員が開錠――鍵を開けてセキュリティの解除を行

います。そして、利用が終わったら鍵を閉め施錠して、セキュリティを起動するということ

になります。このような対応は、今進めている教職員の働き方改革に逆行することになり、

なかなか現実的ではございません。教職員の手を借りずに、休日に利用できるようにするた

めには、音楽室に外から出入りする場所あるいは扉を設けたり、音楽室を他の施設とシャッ

ターなどで区分けして、セキュリティを別にしたりするなどの対応が必要になります。 

現在、設計を進めている大和中学校の改築計画では、認定地域クラブが公民館のホールと

ともに音楽室を利用できる配置としておりまして、地域の活動に配慮を行っています。しか

し、それ以外の中学校におきましては、すぐに改修することは簡単ではないため、学校と十

分に協議をする必要があると考えております。実際に、学校長と共にどういうことが可能か

ということを検討しているところでございます。 

以上でございます。 

○副 議 長  19 番・牧野晶君。 

○牧野 晶君  ２ 部活動の地域移行について 

では、再質問させていただきます。やはり当初から思っていたのは、指導の時間とか少な

くなったりするのかという思い、土日の部活に携わる時間が少なくなるのかという思いがあ

ったのですけれども、指導者のこともあれば、場所のことだってあるのかもしれないし、そ

ういう問題に対して、市のほうもしっかりと取り組んでくれるのだと思うのですけれども、

私がこう思ったりするのは、例えば教育委員会はやりたいけれども、学校が駄目だというの

もあれば、学校はやりたいけれども教育委員会は駄目だということだってあると思うのです。

それで駄目になっていることってあるのですか、例えばそういうことってありませんか。 

○副 議 長  教育長。 

○教 育 長  ２ 部活動の地域移行について 

今のご質問は、休日の部活動に関してですよね。まず、前提としてお話ししたいのは、休日

の部活動は令和８年度から実施しないという方向で進めてきました。それでどのような形が

取れるかということで、地域の様々な競技の方々とお話ししたり、吹奏楽などもそうですけ

れども、休日の活動場所の今準備を進めてきたところです。 

では、学校の先生が休日の部活動に参加するかは、休日の部活動は、学校の部活動はしま
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せん。地域のクラブ活動として実施します。そこにクラブ活動の指導者として、教員が兼職

兼業の届けを出して参加するという形になります。ですので、もっと活動したい、もっと指

導したいという教員はそのような形で参加するという方向で今進めているところです。 

○副 議 長  19 番・牧野晶君。 

○牧野 晶君  ２ 部活動の地域移行について 

やはりこれから始まっていくに当たって不安なのは、どこの窓口に話をしに行けばいいか、

例えばここのところで問題があったりするではないですか。こういうふうにしてほしいとか

というのを、それをどこの窓口に行けばよいのかというのを、今までもちゃんと協議をして

いたのであると思うのですけれども、当分はこれでいこうというふうにいくのか、それとも

実際走り出してから改善していくというのは、一番はどこの部署でやっていくのか教えてく

ださい。 

○副 議 長  教育長。 

○教 育 長  ２ 部活動の地域移行について 

この窓口は、教育委員会です。まず、学校教育課がスポーツ関係を中心になって行います。

文化活動、吹奏楽については社会教育課が担当していきますので、まずはそこに困り事など

の話をしてもらえばよろしいかと思います。ただし、認定地域クラブがありますので、そこ

にはそれぞれの認定地域クラブを統括しているスポーツ振興公社の皆さん、それからスポー

ツ＆ライフのそういう団体もありますので、そちらが窓口になる場合もあります。種目ごと

にやり方が違いますので、若干、窓口は確認していただきたいところであります。 

○副 議 長  19 番・牧野晶君。 

○牧野 晶君  ２ 部活動の地域移行について 

学校教育課と社会教育課で窓口になっていく。土日の活動に関しては指導者などがつくる

グループということですけれども、やはり絶対こういうことが、こういうことをやるときは

こうしてほしいとか必ず何かあると思うのです。それが例えばスポーツクラブに言うのもよ

いと思うけれども、スポーツクラブはスポーツクラブで例えば教育委員会も学校教育課や社

会教育課が話に乗ってくれないというふうに言われたら、ではどうすればよいのかとか。こ

れはまだ実際にあったわけではないです。これからのことを言っているわけです。そこのと

ころで、例えばスポーツクラブに言えということではなくて、ではスポーツクラブの窓口は

どこに行けばいいのかという、そのことです。 

○副 議 長  教育長。 

○教 育 長  ２ 部活動の地域移行について 

今、その相談の内容がどんなことかちょっと具体的に想定されていませんので、一概にこ

うしてくださいというところは分かりませんけれども、基本は学校教育課に問合せをしてい

ただきたいと思います。それは保護者であっても、認定地域クラブの方であっても、それは

学校教育課に電話していただければ大丈夫だと思います。具体的にもう少し別の形があるか

どうかは、担当から話をしてもらいますのでお願いします。 
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では、学校教育課長が答えます。 

○副 議 長  学校教育課長。 

○学校教育課長  ２ 部活動の地域移行について 

認定地域クラブの活動の際に、様々なトラブルですとか、そういった困り事が起こった際

の相談窓口については、国でも設置を進めるようにということでガイドラインの中で指導が

なされております。今、来年度の活動計画を取りまとめていて最終段階に入っておりますが、

それを今月の末ごろに一応公表する予定としております。その公表と同時に毎回発行してい

る部活動改革だよりというものも併せて、こんな今状況ですというものを知らせるチラシを

発行するのですけれども、その中に相談窓口としてこういうものがありますというものを周

知する予定としております。 

そこには、教育委員会としまして学校教育課、社会教育課、それから生涯スポーツ課の３

課の連絡先に加えまして、やはり多く関与している総合型地域スポーツクラブ、先ほど教育

長も申し上げましたけれども、スポーツパラダイスとスポーツ＆ライフの２つが様々な競技

に関与しておりますので、そこにも連絡先ということで多くの場所に相談ができるような、

それも電話とメールなど様々な手段で相談ができるような体制を整えることとしております。 

 以上です。 

○副 議 長  19 番・牧野晶君。 

○牧野 晶君  ２ 部活動の地域移行について 

何のトラブルがあるとかということでないわけなので、そういうのがあったらきちんと聞

くところはどこなのかというのはやはり大事だと思いますので聞きました。 

 では、吹奏楽部のほうに入りますけれども、今やはり校舎が使えないという話があるので

すけれども、やはり楽器を持っていくのは大人でもちょっとしんどい点や慎重にしなければ

いけない点はあると思うので、それを金曜日の夜にやるのか、そういうのとかあるのかもし

れないですし、今鍵とか簡単にできるのもあるわけです。昔と違って例えば番号を押せばも

う鍵がかかるとか、あとは電子でスマホで誰が開けたか分かるとかそういうのもある。今ま

で基本的には土日に学校の校舎のほうへは行かせないというのは、当たり前だったかもしれ

ないけれども、今まで部活も、言葉は悪いですけれども先生の負担の中でやっているのが当

たり前だったという、その中での施設をずっと運営してきたわけだから、それが変わるに当

たってはやはり施設のほうもちょっと変わらなければいけないと思うのです。 

 教育長のほうも答弁があったのですけれども、もっと突っ込んだ回答がないのかという、

やり気があるのかないのかというので、具体的にもう聞いていきたいという思いがあるので

すけれども、どうでしょうか。 

○副 議 長  教育長。 

○教 育 長  ２ 部活動の地域移行について 

吹奏楽の生徒の皆さんが、練習する場所を確保するのは本当に大事だと思います。やりた

いという思いがあると思いますので、その解決策を考えているところです。それぞれ学校に
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よって音楽室の場所とそれから出入口も、正面玄関ではなくほかに出入口があるかどうかと

いうこと、様々検討しているのです。その部分について、どんなことが可能かということは、

先ほど申し上げましたとおり学校長といろいろ相談しているところなのです。それ以上に具

体的なこととか、今進展があるかどうかについて、もし担当としてあれば……その状況につ

いてもう少し、学校教育課長からお願いします。 

○副 議 長  学校教育課長。 

○学校教育課長  ２ 部活動の地域移行について 

吹奏楽部の練習場所の確保については、議員のおっしゃるとおりなかなか難しい状況がご

ざいます。今２つ、吹奏楽の認定地域クラブが立ち上がっていますが、１つは旧大和町薮神

のまほろばというところで、２階の運動場みたいなところがあるのですけれども、そこで練

習場所を確保しております。そこには、魚沼吹奏楽団の皆さんが日常的に練習場所として使

われているのですが、そこに楽器を置かせていただくスペースをお願いして確保しまして、

そこで月に１回、土曜日に練習ができるような環境を今確保しているところです。 

 もう一つとして、塩沢中学校の部活動を中心としたクラブが今立ち上がったところで、そ

この練習場所の確保は学校の体育館を利用するという方向になっていますが、議員のおっし

ゃるとおりのそういった様々な問題があります。ですので、それは今教育長が申し上げたと

おり、出入口の確保であったりセキュリティの分離であったり、それはちょっとハード的な

対応を伴わないと、なかなか学校の中に個人情報も含めた様々な大切なものがありますので、

そこに学校の管理下以外の者が入ってしまうというのは非常に様々な問題がありますので、

そこをきちんとできるようにこれから協議しながら、どういった対応ができるかを検討して

いくような状況でございます。 

 以上です。 

○副 議 長  19 番・牧野晶君。 

○牧野 晶君  ２ 部活動の地域移行について 

やはり子供たちにとって部活動というのは非常に大事なことだと思いますし、市のほうも

協力してくれているのは分かります。部活動が例えば考えていたのと違うということになる

と、出だしからちょっと――子供たちは吹奏楽部に入るのだと思って、そういう状況を分か

っていて入る子は、例えば楽器を持って移動をしなければいけないとか、今までと違うよう

になるということを知らないで入ったら、それが当たり前になるといえば、当たり前になっ

て部活動を土日だってやっていくのかもしれないですけれども、やはり何らかの対応を考え

てもらって、子供たちが真剣に取り組める環境というのが私は大事だと思いますので、ぜひ

とも何らかの手だてをして考えていっていただければという思いがあるのです。 

いつ頃をめどに、学校と駄目なら駄目、よいならよいというのを、駄目といったら何で駄

目なのかとやはり聞かれると思うのです。私はやはり聞いていくタイプの人間ですし、保護

者たちだって、学校は部活動の地域移行とか言っていて、全然協力してくれないのだという

残念なことにもなっていくと思うのです。やはりいつ頃をめどにやっていくのかというのは
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大事だと思うのですけれども、そこのところをもし回答ができればお願いします。 

○副 議 長  教育長。 

○教 育 長  ２ 部活動の地域移行について 

いつ頃をめどというふうにご質問をいただければ、令和８年度からうまく動くように今調

整をしているところなのです。それはみんな共有しているところです。来年度からどのよう

な形でできるかということを、そこを目指して今何ができるかということを考えている、検

討しているところであります。 

 以上です。 

○副 議 長  19 番・牧野晶君。 

○牧野 晶君  ２ 部活動の地域移行について 

何ができるかというのは、やはり大事だと思います。これでやってくれというのも一つだ

と思うし、やはり部活動の地域移行化というのは黒船だと思うので、その黒船に対応するに

は保護者も生徒も考え方が変わらなければいけないのも同時だし、こっちだって変わらなけ

ればいけないわけです。今までどおり校舎が守られているというのも違うのではないか。今

また新しい防犯施設だってあるし、セキュリティだってあるし、鍵のシステムだってあるし、

そういうふうにも考えるべきことではないのかという思いがあるのですけれども、そういう

視点でまず――当然、令和８年度は分かるけれども、黒船は一歩踏み込むことも大事です。

そういう視点をどういうふうに考えているのか。 

○副 議 長  教育長。 

○教 育 長  ２ 部活動の地域移行について 

令和８年度、何ができるかということを、本当に協議しているのです。そこで施設改修と

かそういうことになりますと、これはまた時間がかかってしまうわけです。それはご理解く

ださい。今の段階でどこまでできるかということを学校と協議をしている。なぜかといいま

すと、最初に申し上げたように、学校の施設を使用する許可を出す段階に、校長先生方とど

ういう形だったらできるのかということを事前にその協議が必要になります。そこが今難し

いところなのです。協議を進めているところです。 

 また、先ほどの黒船に対して解決するためには、施設改修というところまでいくと、ここ

はかなり時間がかかることになります。ですから、別の方法でできる方法がないか、軽微な

改修で進むことができないかということを探っている、それが今の現状です。 

 以上です。 

〔「終わります」と叫ぶ者あり〕 

○副 議 長  以上で、牧野晶君の一般質問を終わります。 

○副 議 長  お諮りいたします。本日の会議はこれで延会したいと思いますが、ご異議

ございませんか。 

〔「異議なし」と叫ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。よって、本日はこれで延会することに決定いたしました。 
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○副 議 長  次の本会議は、明日３月 11 日、午前９時 30 分より当議事堂で開きます。

大変ご苦労さまでございました。 

〔午後４時 43 分〕 


